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彼氏の事情




「あれ、璃り子こ、もう帰っちゃうの？　今日の藤ふじ岡おか課長の歓迎会、出席に丸してなかったっけ？」

　四月下旬の金曜日。水みな上かみ璃子が、デスク下のカゴから大きめのハンドバッグを取り出したのを見て、河かわ原ら崎ざき沙さ織おりが左斜め前の席から怪け訝げんそうに言った。

　沙織は三人いる環境都市開発部・広報室に所属するうちのひとりで、璃子の同期の二十七歳。はっきりとした目鼻立ちに、顎あごの下までのシャープなストレートヘアと綺き麗れいめなパンツスーツがよく似合っている。

「うん、行くよ。でも、歓迎会は七時からでしょ。六時半に啓けい一いちと会う約束してて」

　璃子はセミロングのストレートヘアを耳にかけながら、ブレスウォッチをチラリと見た。恋人との約束の時間まで、まだ十分ある。

「山やま城しろくんと？　一緒に住んでるのになんでわざわざ？」

　沙織に聞かれて、璃子はハンドバッグをデスクの上に置き、席を立ちながら小さく肩をすくめた。

「さあ。実はこの二週間、まともに会ってないのよね。啓一、仕事が忙しいみたいで。私が起きる前に出社してるし、帰ってくるのも私が寝てからなんだもん。見ているものといえば彼の洗濯物だけよ。夕食だって手つかずだし」

　璃子は後輩男性社員の青あお葉ば優ゆう太たが出しっぱなしにして退室した椅子を、彼のデスクに納めながら、グレーのスチール製キャビネットの前を横向きに歩いて抜けた。

　一五九センチで細身の璃子でさえ、そんな風にしなければ通れない狭いオフィス。その入口近くにあるコピー機の隣に、窮屈そうに立っているハンガーラックから、ベージュのトレンチコートを取る。今着ているホワイトのフロントタックカットソーとブラックのフレアスカートに合わせて買ったものだ。

「やっぱり研究所勤務だと、新しい研究開発が始まると忙しくなるみたい」

　啓一も璃子も大阪府の北の郊外にある、創業七十年の中堅企業、ＯオーＳエスＫケー繊維開発で働いている。だが、広い敷地に七階建ての本社ビルと研究施設が四棟あり、彼が所属する繊維研究所は、正門から一番遠い場所にあるため、仕事中に顔を合わせることはほとんどない。

　璃子はコートを羽織りつつ、すっきりと整いながらも少し垂れ目気味の、おっとりした啓一の顔を思い出した。

（だから、私の顔を見たくなったのかな。付き合って五年も経つのに、啓一ってば寂しがり屋なんだから。もう、しょうがないなー）

　そんなことを考えながら口元を緩める璃子を見て、沙織が座ったまま言う。

「璃子と山城くんって、同棲して三年くらいだっけ？」

「うん、そう。付き合って五年目と同棲を始めて三年目の記念日がもうすぐなんだ。啓一はそういうの、あんまり気にしないほうなんだけどね」

　璃子の返事を聞いて、沙織がニーッと笑った。せっかくの大人っぽい美人顔が台無しだ。

「家で会えるのに、わざわざ改まって呼び出すなんて……」

　沙織の意味ありげな表情が理解できず、璃子は小首を傾かしげて彼女のすぐそばまで近づいた。

「山城くん、プロポーズするつもりだったりして」

「えっ」

　沙織の言葉に、璃子の心臓がドキンと大きな音を立てた。

（プ、プロポーズ!?　そ、そりゃ、もうすぐ記念日だし、私も九月の誕生日がきたら二十八歳になるし……）

　璃子の頬ほおがみるみる熱くなっていく。いくら互いに空気のような存在になりつつあるとはいえ、プロポーズといえば人生の一大イベントだ。

（でも今日、こんな日に!?）

「ま、まさかぁ。歓迎会に出なきゃいけないことは啓一に伝えてあるし……わざわざ予定のある日にそんな大切なことを……」

　沙織に言われて期待してしまう反面、信じられないという気持ちも湧き上がってくる。そんな璃子に、沙織が訳知り顔で首を横に振る。

「タイミング的にもおかしくないでしょ。仕事が忙しくてすれ違いがちになって、改めて璃子の大切さに気づいた、とか。ありえる話だと思うけど」

「えー、そんなぁ。ちょっと、どうしよう！　私、藤岡課長の歓迎会なんかに行ってる場合じゃないかもぉ！」

　璃子が頬に両手を当てた時、沙織が璃子の背後を見て凍りついたように動きを止めた。その目には恐怖のような色さえ浮かんでいる。

「どうしたの？」

　璃子は訝いぶかしみ、沙織の視線の先を追って振り返った。その瞬間、同じく璃子も凍りつく。ほんの数歩先の広報室の入口に、今日の歓迎会の主役である藤岡達たつ樹きが立っていたのだ。

　ブラックのスーツをきっちりと着た一八〇センチ近いスラリとした体たい躯くに、冷たさを感じるほど整った顔立ちをした上司が、腕を組み、眉間に皺しわを刻んで璃子たちを見下ろしている。

　彼のこの上ない無愛想な表か情おを見て、璃子は反射的に背筋をピシッと伸ばした。

「あ、か、課長。なにか……」

　だが、達樹はそんな璃子を気に留める様子もなく、広報室に足を踏み入れ、持っていた薄い冊子を沙織のデスクにポンと置いた。

「それ、ストックホルムのエコタウン研究センターのパンフレット。スウェーデン語版と英語版しかないが、参考に欲しいと言っていただろ。今日は〝藤岡課長の歓迎会なんかに〟行ってる場合じゃないくらい忙しいようだから、時間のある時に目を通すといい」

　さらりと嫌味を言われて、璃子の頬が引きつる。

（やっぱり聞かれてた……）

「す、すみません。あの、課長の歓迎会に行くのが嫌とかではなくて……」

「言い訳に興味はない」

　無表情なまま冷たい視線を向けられ、璃子の心臓までもが凍りつきそうになる。

（ひえー、どうしよう、怒らせちゃった？　藤岡課長は、広報室が一番お世話になる環境都市開発部・海外プロジェクト課の新任課長なのに……）

　ＯＳＫ繊維開発では、各種報告書の公開や社会貢献活動の報告など、企業としての一般的な広報活動は総務部・広報課が担っている。だが、五年前、環境都市開発部を新設した時に、部専門の広報室が設置された。

　つまり、璃子たちが属する広報室のおもな仕事は、工業廃水・家庭排水処理用のセラミック膜を用いて行う自社プロジェクトの国内ＰＲなのだ。これからは、ストックホルムのエコタウンのＰＲに力を入れることになるため、そのプロジェクトの主軸を担ってきた新任課長の機嫌を損ねるのはまずい。

　なんとか取り繕つくろおうとして、璃子は必死に言葉を紡つむぐ。

「あの、そうじゃなくて、今日は同棲中の彼氏にわざわざ呼び出されて、どうやらプロポーズされるらしくて、あのなんか、それで、まあ、その……」

　達樹が目を細めて璃子を見た。整った顔でそうされるとものすごく怖くて、最後はしどろもどろになった。

「ほう」

「いえ、あの、それだけですっ。プロポーズを受けたら、ちゃんと課長の歓迎会に出席します！　も、もも、もちろん時間厳守で！」

「なるほど、時間厳守なんだな。五年離れていたあいだに、社が時間にルーズな若者だらけになっていたら、がっかりするところだったよ」

　達樹はそう言ってくるりと背を向け、広報室を出ていった。

　璃子は大きく息を吐き出し、そっと歩いていって静かにオフィスのドアを閉める。

「もう、開けっぱなしにしたのは青葉くんだな～。まさか課長本人に聞かれちゃうなんて。冷や汗かいちゃったよ」

　璃子が額の汗を拭ぬぐうと、沙織は座ったまま首をすくめてこぼす。

「うう、さすが〝不機嫌課長〟だ。怖かったよぅ」

　璃子は同意するように、うんうんと大きく頷うなずいた。

「ホント。課長って普段から無愛想で、なに考えてるのかわからないけど、やっぱりさっきは気を悪くしたよね？」

「普通の人なら怒るよ」

　璃子は沙織と顔を見合わせた。

「歓迎会、絶対遅刻できないわ」

「だね。それにしても『若者だらけ』って。藤岡課長っていくつだっけ？」

　沙織の問いかけに、璃子は四月上旬に見た社内回覧の内容を思い出しながら答える。

「確か……今は三十二歳じゃなかった？　私たちと同じ、入社六年目になる年に、出向って形でストックホルムのエコタウン研究センターに赴任したらしいよ。で、五年間、あっちのエコタウン開発で下水処理・再利用プロジェクトを主導してたって」

「ひえー、二十代で海外赴任ってだけでもすごいのに、現地で主導って！　そんなデキる上司に目をつけられたら大変だ」

　沙織がさも恐ろしげに言って、わざとぶるぶると震えてみせた。

「うん、絶対に仕事がやりづらくなるよね。啓一と会ったら、残念だけどすぐにバイバイして歓迎会に行くから」

「ね、プロポーズの言葉、なんだったかあとで教えてよ」

　沙織が肘ひじで璃子の腕を小突いた。

「も～、まだプロポーズされるって決まったわけじゃないって」

　否定しながらも、璃子は期待に胸が膨らんでしまうのをどうしても抑えられなかった。

　沙織の椅子の後ろをカニ歩きして自分のデスクに戻り、ハンドバッグを取り上げる。

「それじゃ、あとでね」

　璃子はまたカニ歩きで沙織の後ろを通り、手を振ってオフィスをあとにした。

　彼女たちが普段いるのは、オフィスとは名ばかりの、かつて倉庫だった日当たりの悪い角部屋だ。研究に優先的に予算が回されるためだが、それでも璃子は広報の仕事にやりがいを感じている。

　璃子は、広報室の隣にある海外プロジェクト課と営業統括課、国内事業課が入る広いオフィスの前を通ってエレベーターホールへ向かった。やってきたエレベーターに乗って、五階から一階に下りる。くすんだ壁の廊下を通って、自動ドアから本社ビルの外へ出た。社員用駐車場横の歩道を歩き、会社の正門を抜ける。

　昼休み中に啓一からメールがきて、正門前の道路を挟んだ向かいにあるカフェで会うことになっていた。

　待ち合わせ場所に着いた璃子は、カウンターでカプチーノを注文し、それを受け取って窓際のテーブル席に座った。トレンチコートを脱いで隣の椅子に置く。すぐ横の窓ガラスを通して街の様子を見ると、ＯＳＫ繊維開発の敷地を囲う桜並木は、もうすっかり葉桜になっていて、薄うす曇ぐもりの春の空に色を添えていた。

（啓一と付き合い始めたのは、ゴールデンウィークが終わってからだったよね……）

　璃子はぼんやりと外を眺めながら、入社してすぐの出来事を思い出す。

　璃子と啓一は同期としてＯＳＫ繊維開発に入社した。国際経済学部を卒業した璃子は、新設されたばかりの環境都市開発部・広報室に、理工学部出身の啓一は繊維研究部に配属された。

　総勢十八名の新入社員は比較的仲がよく、新人同士で花見に行ったのだ。

（お花見の時、啓一がレジャーシートに置きっぱなしにしてた缶チューハイを、同期の男子が倒しちゃったんだよね）

　その時の、ドリンクをこぼされて怒るのではなく、おろおろしている啓一の様子を思い浮かべて、璃子はクスッと笑った。

　五年が経った今でも、昨日のことのように覚えている。

　啓一は膝から太ももにかけて濡ぬれたチノパンを、そばにあったウェットティッシュで一生懸命拭ふき始めた。そのぎこちない手つきを見かねた璃子は、花粉症の彼女必携の保湿ポケットティッシュを出して、彼を手伝ったのだ。

　真っ赤になって恐縮する啓一に、璃子は思わず『プルタブを開けた缶をその辺に置きっぱなしにしちゃダメでしょ』と言っていた。それを聞いた別の同期の男子に、『おかんみたいだ』と笑われてしまった。

（でも、啓一は次の飲み会の時、保湿ポケットティッシュを沢山持ってきてくれたのよね～）

『花粉症だったんだよね、ごめん。貴重なティッシュを俺のためにありがとう』

　彼に感謝されて、璃子は照れながら答えた。

『私こそ余計なお世話をしてごめんね』

『そんなことないよ。水上さんのおかげで助かったんだ。水上さんって気配りのできる人なんだね』

　璃子には啓一のその言葉がとても嬉しかった。三姉妹の長女である璃子は、その長女気質から、これまで『お節介』と言われることが多かったからだ。

（あれから啓一のことが気になって、ゴールデンウィークに悩みまくって、連休明けの飲み会で私から彼にアプローチしたんだよね。懐かしいなぁ、あれからもうすぐ五年かぁ。だから、啓一はそろそろ結婚を……って考えたのかな）

　その時、窓ガラスに映る自分の姿が璃子の視界に入った。落ち着いたブラウンの髪は肩より少し長く、毛先だけ内巻きにしている。

（啓一はいつぐらいに式を挙げたいのかな。結婚式までは髪を伸ばしたほうがいいよね。あ、そうだ、目が大きく見えるようにまつげエクステとかしてみようかな）

　あっさりめの二ふた重えの目を、見開いてみる。

（あ、唇くちびるのケアもしっかりしとかなくちゃ！　誓いのキスの時に唇がガサガサなんて、花嫁失格よね）

　そんなことを思った時、会社の正門からネイビーのスーツを着ているほっそりとした黒い短髪の男性が出てきた。

（啓一だ）

　少し俯うつむき加減で横断歩道を渡っている。その緊張しているような様子を見て、璃子の頭に沙織の言葉が蘇よみがえってきた。

『プロポーズするつもりだったりして』

『仕事が忙しくてすれ違いがちになって、改めて璃子の大切さに気づいた、とか』

（そっか、そっかー。やっぱり啓一は私がいないとダメなんだよね）

　どんなにこらえようとしても、顔がニヤけてしまう。だらしなく緩んだ顔を隠すように頬杖をついた時、啓一が自動ドアから入ってきた。店内を見回して璃子を見つけ、足を止める。彼が唾を飲み込むのが、喉のど仏ぼとけが上下するのでわかった。

（そんなに緊張しなくても）

「啓一」

　璃子は思わず笑みをこぼし、彼の名前を呼んで小さく手を振った。

　啓一が大きく息を吸って、璃子のテーブルに近づいてくる。そのまま座らずに立っているので、璃子は向かい側の席を片手で示した。

「どうしたの？　座れば？」

「あ、う、うん」

　啓一はぎこちない動きで椅子を引いた。そして浅く腰かけたかと思うと、いきなりテーブルに両手をついて頭を下げたのだ。それを見て、璃子は思わず目を丸くする。

（プロポーズするのにこんな行動取るなんて聞いたことない）

「ちょっと、啓一」

　璃子が声をかけても顔を上げず、啓一はくぐもった声で言う。

「ごめん。別れてくれ」

「……は？」

　まったく予想外の言葉が聞こえて、璃子は眉を寄せた。

「ごめん。もうこれ以上、璃子とは一緒に暮らせない」

　啓一の発言を理解できず、璃子は瞬まばたきを繰り返す。

（これ以上、私と一緒に暮らせないって……どういう意味？）

　啓一がいつまで経っても頭を上げないので、璃子は唾を飲んで喉を湿らせてから口を開いた。

「……どういうこと？　全然……意味がわからないんだけど」

　啓一は恐る恐る璃子のほうを見ると、眉尻を下げ、今にも泣きだしそうな表情をする。

「他に……好きな子ができた」

「はぁ!?」

　璃子は大きな声を出した。幸いカフェは音楽が流れていて賑にぎやかなため、璃子に注意を向けた人はいなかった。

「どういうこと!?　三年前、私たちが同棲を始める時、『２ＬＤＫだし、これから長く住むのによさそうだね』って啓一、言ってなかった？」

「……言った」

「あれは、ずっと一緒に暮らしていこうって意味じゃなかったの!?」

　璃子はテーブルに身を乗り出すようにして語気を強めた。

「あの時は……そう思ってた。いずれ璃子と結婚を……って」

「じゃあ、なんで？　私のことが嫌いになったの？」

　璃子が問いただすと、啓一が低い声で答える。

「そうじゃない。璃子よりも好きな子ができたんだ」

「そんなの意味わかんない！　だって私たち、三年も一緒に暮らしてきたのよ？　それがいきなり、私より好きな子ができたって。そんなのおかしいじゃないっ！」

　啓一は唇を引き結び、黙ったまま視線を落とした。

「なんとか言ってよ、ねえ！」

　けれど、啓一が口を開くことはない。璃子がカッとなって思わずテーブルに右手を叩たたきつけると、コーヒーカップとソーサーが大きな音を立てた。さすがにその音で周囲の注目が集まったが、もうそんなことには構っていられず声を荒らげる。

「どうしてそうなるのよ？　この二週間、ほとんど会えなくて、それなのに今日わざわざ……」

『呼び出すなんて』と言おうとして、璃子はハッと気づいた。

（この二週間、朝起きたら洗濯機に洗濯物が入ってたから、啓一は私が寝てから帰ってきて、起きる前に出勤してるんだと思ってた。でも、本当は違ったの？）

「啓一は……私と一緒に寝たくなくて……この二週間、私を避けてたの……？」

「避けてたというか……彼女の部屋に泊まってた。でも、バレないように、洗濯物だけ入れに朝早く帰ってたんだ……」

「ふざけないでよ。『バレないように』って、なによそれ……」

　怒っていたつもりだったのに、突然熱いものが込み上げてきて、璃子の視界を滲にじませた。

「きっとこんな風に怒ると思って……言い出せなかった」

「当たり前よ。普通怒るでしょっ」

　璃子は涙がこぼれそうになり、慌てて指先で拭う。

「腹を立てて……璃子が彼女になにかするんじゃないかと思うと……なかなか本当のことを言えなかったんだ」

「なにか、ってなによ。私がなにをするって言うのよ」

「璃子は……ちょっと性格のきついところがあるだろ。だから、彼女に嫌がらせとかするんじゃないかと……」

「はぁ？　私のことをそんな意地の悪い女だと思ってたわけ!?」

　知らず知らず璃子の口調が険しくなる。

「いや、そうじゃないけど……彼女が『水上さんって、ちょっと怖い』って言うんだ。『優しい啓一さんを振り回すような人だから、きっと私たちのことを許してくれない』って……」

「ちょっと待ってよ！　その彼女って私の知ってる人？　まさか会社の後輩!?」

　璃子は涙に濡れた目で啓一を睨にらんだ。彼が面おもてを上げて、明らかに動揺しながら言葉をこぼす。

「な、なんでそう思うんだ？」

「私と啓一を〝さん〟づけしてるし、私のことも知ってるみたいだから」

「頼む。彼女のことを探し出して、いびるようなことだけはやめてくれ」

　啓一がすがるような口調になった。

「いびる、ってなによ」

「彼女はなにも悪くない。三週間前、みんなで一緒に飲んでたら、彼女に『仕事のことで悩んでる』って相談されて……。彼女、かわいくて……『啓一さんに彼女がいてもいい。私が勝手に好きなだけだから』なんて言われて……彼女のことを放っておけなくなって……つい」

「つい……手を出したんだ」

　そう呟つぶやいた璃子の声は、自分でも驚くほど低かった。

「……それからも何度か相談に乗ってるうちに、彼女に頼られることが嬉しくなって『五年も付き合って結婚を迷うのなら、一度水上さんと離れてください。啓一さんはもっと可能性がある人だし、水上さんひとりに縛られないで』って言われて……気づいたら本気になってた」

「本気になったから、帰ってこなくなったの？」

「ごめん。こんなことになって、本当に申し訳ない……」

　啓一がまた頭を下げた。璃子は荒れ狂う気持ちを抑えようと下唇をギュッと噛かんだ。だが、そんなことで心が落ち着くはずもなく、震える声で問う。

「私が『別れたくない』って言ったら……どうするの？」

「別れてくれるまで……何度だって頭を下げるよ」

　啓一のつむじを見ながら、璃子は自分の胸の中で渦巻くさまざまな感情と必死に闘っていた。

（別れを拒んで大声で泣こうか？　『浮気者の最低男』って罵ってビンタを食くらわせようか？　胸ぐらを掴つかんで相手の名前を白状させようか？）

　けれど、そんなことをしても、自分の気が済まないことも、啓一の気持ちが戻ってこないことも……悲しいけれど璃子にはわかってしまった。頑かたくなに頭を下げ続ける彼の態度が、璃子を拒絶していた。他人行儀に謝罪する彼の口調からは、かつて璃子に話しかける時にこもっていた愛情がかけらも感じられない。

　そして、そんなことを冷静に分析している自分が哀れに思えてきて、璃子はテーブルに視線を落とした。

（せめて最後は〝いい女〟でいよう。そうしたら、もしその彼女と別れた時に、私のところに戻ってきてくれるかも……）

『こんな裏切り者を許せるの？』

　冷静な自分の問いかけに、璃子は自分で言い訳を積み上げる。

（だって、部署が違うとはいえ同じ会社だし、同期として友達でいられなくなるのもつらいし……。それになにより、この五年間を嫌な思い出で終わらせたくないもの）

　璃子は店の白い天井を見上げて、フーッと息を吐き出しながら、必死に涙をこらえた。瞬きを繰り返して涙を散らし、視線を啓一に戻す。

「啓一」

　声がかすれてしまい、咳せき払ばらいをしてもう一度言う。

「啓一、顔を上げて」

　一生懸命穏やかな声を出すと、啓一がそっと璃子を見る。

「そこまでその子のことが好きなら、別れてあげる」

「ホントに!?」

　啓一の顔にさっと赤みが差した。

　それが喜んでいるように見えて、璃子の胸がえぐられたように痛む。

「そんなに……嬉しそうにしなくてもいいじゃない」

「ごめん」

「私と過ごした五年間よりも、その子との三週間のほうが大切なんだよね？」

　啓一が慎重に頷いた。

　聞いたのは自分なのに、彼の肯定の仕草にさらに胸の痛みが増す。

「……わかった」

「ごめん、璃子」

　璃子は震えそうになる手を、膝の上でギュッと握った。

「私たち……同期だから、別れても友達でいられるかな？」

「璃子がそうしてくれるなら」

『まだ好きだからせめて友達でいたい』という言葉は伝えずに、璃子は小さく首を縦に振った。

「それで……」

　啓一が申し訳なさそうに口を開く。

「今のマンション、俺名義で契約してるし……できるだけ早く引っ越してくれるとありがたいんだけど……」

「あ……」

（そうか、そういうことになるのか。三年間の思い出が詰まったあの部屋から、別れたんだからさっさと出ていけと）

　追い打ちをかけるようなことを告げられて、璃子の声がさらに沈む。

「でも、そんなすぐに新しい部屋が見つかるかどうか……」

　璃子の言葉に、啓一が困ったように言う。

「俺はしばらく彼女の部屋に住まわせてもらおうと思う。でも、あっちはワンルームで狭いから……いずれ彼女と……その、俺の部屋で一緒に」

（新しい彼女は、彼氏が元カノと住んでた家に住むのは平気なんだ。一体どんな子なんだろう）

　気持ちの整理をつけたいのと好奇心を抑えられないのとで、璃子は啓一に問う。

「その彼女って……誰？」

　啓一がビクッと肩を震わせた。

「今はまだ言えない」

「そう……」

（そんなにその彼女のことを私に知られたくないんだ。私のこと、どれだけ性格悪いと思ってるの？　五年も付き合ったのに……）

　その思いが、ただただ璃子の目頭を熱くする。

「私、もう行くね。今日、課長の歓迎会なんだ……」

「うん」

　啓一が小さく頷くのを、璃子は無言で立ち上がりながら見た。

　少し頼りないところがあって、そんな彼を放っておけなくて、ついつい世話を焼いてしまう。もしかしたら、そんなところが啓一には鬱うっ陶とうしく感じられたのかもしれない。

（『彼女のことを放っておけなくなって』ってことは、啓一は本当は頼りない女の子が好きだったのかな……？）

「私の、なにがいけなかったの？」

　啓一がまたうなだれた。

「璃子が悪いんじゃないよ。悪いのは俺なんだ」

　彼の呟きに、璃子の胸がどうしようもなく苦しくなる。

（私のことが嫌いになったとか、そういう風に振ってくれれば諦めがつくのに……）

　けれど、それを言葉にしても、啓一は『璃子よりも好きな子ができた』と繰り返すだけだろう。今の璃子にとって、それ以上に残酷なことはない。

　璃子は五年付き合った同棲相手から目をそらし、足早に店を出た。来る前よりも肌寒く感じるのは、日が落ちたせいか、プロポーズしてくれると思っていた彼氏に浮気されていたあげく振られたせいか。

　璃子は小さく身体を震わせ、首を縮こめながら歩きだした。










課長の歓迎会




　藤岡達樹が出向先のエコタウン研究センターから戻ってきたのは、今年の四月一日だった。彼が課長として就任した海外プロジェクト課は、環境都市開発部の下部組織として今年新設された。環境都市開発部は他に営業統括課と国内事業課、そして璃子たちの広報室を擁する、総勢二十五名の部署だ。

　ＯＳＫ繊維開発は衣類繊維の開発・製造から出発した歴史ある企業だ。だが、低価格の輸入品に押されるようになったため、十一年前に中規模の産業繊維開発企業を吸収合併して産業繊維の研究開発へと事業の軸足を移すことにした。

　その一環として他の企業や大学とともに、エコタウン内で発生する下水を処理して農業用水や工業用水として再利用するプロジェクトを研究・実施している。その現地研究センターがあるストックホルムに出向し、プロジェクトに従事していたのが、他ならぬ達樹であった。

　彼は今、貸し切り宴会専門店の広い座敷席で、環境都市開発部の面々を前に挨あい拶さつをしているところだ。

「……ストックホルムでの五年間の経験を活かし、当社のエコタウンプロジェクトの加速と拡大に尽力いたします」

　璃子は歓迎会の開始直前にどうにか滑り込み、部屋の片隅で達樹の言葉をぼんやりと聞いていた。

　ローテーブルには、刺身やサラダなど、すでにいくつか料理が並べられている。

「腹減ったぁ……」

　優太が璃子の右隣でボソッと呟いた。彼は新卒で入社した時に広報室に配属されて、今年で三年目に入る。

　璃子は無言で優太にチラリと目をやった。彼は璃子より少し背は高いが、柔らかな茶髪と童顔のせいもあって、チャコールグレーのスーツを着ていても、いまだに大学生のように見える。

（青葉くんっていつも悩み事がなさそうでいいなぁ……）

　璃子は込み上げてきた涙に気づかれないように、顔を伏せて指先でそっとまぶたを押さえた。

　沙織が璃子の左隣から首を伸ばし、優太を見て呆あきれたように言う。

「あんたねー、次のグループ会社向け社内報の、エコタウン紹介と藤岡課長のインタビューのページは広報室が担当するんだから、ちゃんと話を聞いてなさいよ。ねえ、璃子」

　同意を求めて璃子を見た沙織は、ハッと息を呑のんだ。

「璃子？　ケンカ……したの？」

　怪訝そうに声をかけられ、璃子は目を伏せたまま黙って首を横に振った。

　その時、部長の合図でみんながビールのグラスを持った。

　璃子も目の前のグラスにそっと手を伸ばす。

「藤岡課長の今後の活躍を祈願し、また、みんなのますますの活躍と健勝を祈念しまして、乾杯しましょう」

「乾杯！」

　璃子も沙織や優太、近くの社員と順番にグラスを合わせていった。

　堅苦しい挨拶が終わり、宴会場は一気に和やかになった。戸と襖ぶすまが開いて、和服姿の店員たちが揚げ物などの温かい料理を運んでくる。

　それを横目に見ながら璃子はビールに口をつけた。発泡性の苦味はあまり好きではないが、苦さが他の感情を薄めてくれそうで、グラスの中身を一気に空あけた。

「うわあ、さすが水上さん。いい飲みっぷりですねぇ」

　優太が目を見開いて感心したように言うので、璃子はじろりと彼を睨んだ。その刺とげのある眼まな差ざしを気にすることなく、優太はビール瓶びんを取り上げる。

「お代わりどうぞ」

　優太は璃子が黙って差し出した空からのグラスに、ビールをなみなみと注いだ。

「ありがと」

　璃子はボソッと呟いて、再びグラスに口をつけた。沙織が璃子に身体を寄せて顔を覗のぞき込む。

「なにがあったの？」

　璃子は無言で二杯目のビールを飲み干した。素しら面ふじゃとても話す気になれない。

　その様子を黙って見守っていた沙織が、申し訳なさそうに口を開く。

「私が『プロポーズされるかも』なんて無責任な発言をしたから、璃子は期待しちゃったんだよね？　だけど、されなかったってことか。ごめんね、余計なことを言って」

　優太が璃子の手の中のグラスにすかさずビールを注ぎ、彼女の飲みっぷりに感心しながら尋ねる。

「水上さんの彼氏って、繊維研究部の山城さんですよね？」

「なんであんたが知ってんのよ」

　璃子は優太に鋭い視線を向けたが、彼はあっけらかんと答える。

「みんな知ってますよ。だって五年来の付き合いで社内公認じゃないですか」

　空すきっ腹で飲んだビールは予想以上に効き、璃子は頭がぼんやりしてくるのを感じながら優太に告げる。

「社内公認じゃないわ。〝社内公認だった〟よ」

「え？」

「もう過去のことになったの！」

　口調に苛いら立だちを滲ませながら発した璃子の言葉の意味を、優太は理解できず不思議そうな顔で問う。

「どういうことですか？　だって、水上さんたちは同棲して……もがっ」

　沙織が身を乗り出し、優太の口に竜田揚げを押し込んだ。

「空気が読めないあんたは黙ってなさい。で、璃子、一体なにがあったの？」

　璃子は持っているグラスに視線を落とし、ぷつぷつと弾ける泡を見ながら呟く。

「他に好きな子ができたって」

「嘘うそ……」

　沙織が息を呑んだ。

「嘘だったらどんなにいいか」

「だって……あんたたち、大きなケンカも倦けん怠たい期きもなく今まできたのに……」

　たっぷりと流し込んだビールが、璃子の胃の中で暴れ始めた。その気持ち悪さに押されて、璃子は吐き捨てるように言う。

「私は気づかなかったけど、啓一の中では倦怠期だったのかも。あいつ、この二週間、その彼女のところに泊まってたって」

「なにそれ、最低！　相手は璃子の知ってる人？」

　沙織の両眉が吊つり上がった。

「多分。でも、私にいびられたらかわいそうだからって、誰かは教えてくれなかった」

「ひどい、ひどすぎるっ！　山城くんってそんな男だったの!?」

　沙織が怒りで声を震わせた。

「そんな男だったのよ！」

　璃子はつい声を荒らげてしまったが、歓迎会はすっかり盛り上がっていて、誰も彼女たちの会話を気にしていない。部長は上機嫌で、他の課の男性社員たちも楽しそうに食べたり飲んだりしている。

　一番賑やかなのは達樹の出向後に入社してきた独身の女性社員たちで、無愛想ながらもイケメンの達樹を囲んで談笑していた。璃子の視線を感じたのか、達樹が顔を動かしたため目が合い、璃子は慌てて明後日あさっての方向を見る。

「五年も付き合ってたのに……」

　沙織の『納得できない』と言いたげな呟きに、璃子は友人のほうに目をやり力なくこぼす。

「これが夢だったらいいのに……。課長の歓迎会で飲みすぎて、悪夢を見ただけだったらどんなにいいか……」

「璃子……」

　沙織が璃子の肩にもたれかかった。璃子も沙織に体重を預け、彼女の肩に頭をのせる。そんな頬を染そめて気だるげに寄り添うふたりに向かって優太が言う。

「わ、なんか雰囲気よすぎてヤバイですよ。エロい想像しちゃいそう」

　相変わらず空気を読まない優太の言葉に、璃子はガバッと身体を起こした。

「青葉くん、今日、あんたんちに泊めなさい」

「誰をですか？」

　璃子はきょとんと見返してくる優太にキッパリと告げる。

「私に決まってるでしょ」

「ええぇっ」

　優太が目を大きく見開いた。

「啓一と三年も暮らした思い出でいっぱいの部屋に、ひとりで寂しくいたくないの。啓一と一緒に買った家具や家電や食器……そんなものに囲まれたくない！　あんたのことは新人の時から面倒を見てあげたんだし、そろそろ恩を返しなさいよっ」

　璃子に無理難題を突きつけられ、優太がたじたじになる。

「いや、あの、恩なら仕事で返してると思います！」

「コーヒー淹いれたり、コピー取ったり？」

　璃子がじとっとした視線を送ると、優太は必死の形相で口を開く。

「それに印刷会社まで走ったり、電器店まで買い物に行ったり！」

「それだけじゃ足りないなぁ」

　璃子は目をトロンとさせながら優太ににじり寄った。そんな彼女の肩に、沙織が慌てて片手をのせる。

「いや、璃子、家に帰りたくない気持ちはわかるけど、それ、パワハラとかセクハラだから！」

「そんなぁ～。じゃあ、沙織の部屋に泊めてよ～」

　璃子は振り返って沙織に抱きついた。酔いで思考回路は停止寸前だけど、沙織の家に泊めてもらえないことはわかっていた。

「ごめん、璃子。私も今、同棲中って知ってるでしょ……」

「そうだよね……」

　表情を曇らせた璃子は、肩を落として沙織から手を離した。沙織は男友達の紹介で付き合い始めた彼氏と、半年前から一緒に住んでいるのだ。

　璃子はゆっくりと優太に向き直った。

「ということは、やっぱり青葉くんしかいないわよね～。先輩の私を泊めなさい！」

「いやいやいや、ちょっと待ってくださいよーっ」

　璃子ににじり寄られ、優太が顔の前で激しく両手を振る。

「先輩のお願いが……命令が聞けないって言うの!?」

　璃子がここぞとばかりに立場を利用してさらに詰め寄ると、優太はゴクリと喉を鳴らす。

「水上さん、俺も一応男だってわかってます？」

「あ、今度はそういう断り方をするか！」

　そう言った直後、璃子はぐっと言葉に詰まった。酸っぱいものが逆流してくるのを感じて、反射的に息を止める。

「うぇ……」

　その蒼そう白はくな顔を見て、優太がうろたえて両手をおろおろと動かした。

「水上さん、大丈夫ですか？」

「ぎぼぢわるい……」

　璃子は片手で口を覆った。本人は『気持ち悪い』と発したつもりだったが、とてもそうは聞こえない。それでも、さすがの優太も今回ばかりは意味を理解したようだ。

「うわーっ、待って、水上さん！」

　優太の両腕がわたわたと宙を泳ぐ。

「あぼばぐん……」

　ろれつが回らないまま、璃子が優太の名字を呼び、彼が慌てて璃子の脇の下に手を入れた。

「トイレ！　トイレ行きましょう、水上さん！」

「どいれどこ～」

　優太が抱えるようにして、力の抜けた璃子を立たせた。

「璃子！」

　沙織が慌てて座敷の戸襖を開けた。ちょうど料理を運んできた女性店員が驚いて一歩下がる。

「璃子、もう少しこらえて！」

　沙織が璃子を逆側から支えた。優太と沙織に両側から抱えられながら、璃子はよろよろとトイレに向かう。

「どいれよりあぼばぐんぢにいぐ～」

「璃子、ちょっとしっかりしなさい！」

　沙織が焦あせり顔で璃子の腕を揺すった。

「水上さんっ」

　優太が必死に呼びかける。

　ついに璃子の足から力が抜け、身体が前後に揺れた。頭の中がふわふわして、どこか別の場所に行ってしまったように辺りがぼんやりと滲んで見える。

「うわーい、なにぃ？」

「璃子ってば」

「水上さーん！」

　璃子を呼ぶ沙織と優太の声がどんどん遠くなっていき、ついに聞こえなくなった。










璃子の事情




　ふと気づいた時には、璃子は温かな毛布にくるまれていた。ゆっくりと寝返りを打つと、身体の下でわずかにスプリングが弾む感覚があった。きちんとベッドで寝ているようだ。

（私、いつの間に帰ってきたんだろう……）

　目を開けそうになって、慌ててギュッと固くつぶった。恋人と三年も一緒に暮らした部屋にひとりきりだという事実を、直視したくなかったのだ。啓一が自分のもとを去り他の女性のところへ行ってしまった、という現実を受け止めたくない。受け止められない。

　けれど、思い出すまいとすればするほど、記憶というのは蘇ってくるようだ。昨日のカフェでの出来事が、二日酔いでぼんやりした頭の中で鮮明に再現される。

『ごめん。もうこれ以上、璃子とは一緒に暮らせない』

『他に……好きな子ができた』

　鼻の奥がツンと痛くなり、唇をきつく噛み締めた。でも、いくら強く噛み締めても、目の奥が熱くなり、閉じたままの目尻から涙がひと滴しずくこぼれ落ちてしまう。

「うっ……」

　思わず嗚お咽えつを漏もらした時、璃子はなにかが目尻に触れ、そっとなぞったのを感じた。

　怪訝に思ってまぶたを持ち上げると、暗がりの中、目の前にぼんやりと、白いワイシャツの胸が見えた。頭の下には誰かの筋肉質な腕がある。

　璃子は信じられない思いで瞬きをした。だが、すぐにじわじわと喜びが込み上げてくる。

（なんだ、啓一の別れ話は夢だったんだ！　そうじゃなかったら、今、私の前に啓一がいるはずない！）

　嬉しさが爆発したように全身を駆け巡り、璃子はほうっと安あん堵どのため息をついた。

（それにしてもやけに生々しい夢だった……。啓一に振られて世界が終わるかと思ったし、課長の歓迎会では青葉くんに『あんたんちに泊めなさい』とか迫っちゃったし。啓一のことをもっと大切にしろって警告なのかな）

　薄闇の中、苦笑しながら両手をついて上体を起こし、隣で寝ている彼に首を伸ばして〝おはようのキス〟をした。

（啓一にこうしてキスしたのは、いつ以来だろう……）

　そんなことを思った時、相手の唇が割れて、不機嫌な声がこぼれ出た。

「俺を襲うな」

　啓一よりもずっと低い声に、璃子の息が止まる。

（え……）

　啓一じゃない、ということだけはわかる。驚きのあまりその場で硬直していると、触れたままの相手の唇が、また動いた。

「いつまでそうしているつもりだ？」

　璃子は固まったままの腕にどうにか力を入れて、そろっと唇を離した。璃子の目の前にいる人影が、淡々と言葉を紡ぐ。

「昨晩、お前が『ひとりになりたくない』と言って泣いて俺にしがみつくから、こうして添い寝をしているだけだ。それ以上を望まれても困る」

　璃子は状況が理解できないまま、目を凝らして相手の顔をまじまじと見下ろした。額にかかる乱れた長めの前髪、感情の読み取りにくいキリッとした目元、すっと通った鼻筋、やや薄めの唇……。

「まさか」

　璃子は反射的にベッドの上で正座をした。ワイシャツとスラックス姿の男性もゆっくりと起き上がり、ベッドの上であぐらをかく。

「ふ……藤岡課長っ!?」

　薄闇に慣れた目に、見知った無愛想な顔が映り、璃子は一気に覚醒した。頭をぼうっとさせていた二日酔いさえ治った気がする。

「な、な、なんでっ……!?」

　驚愕のあまり言葉が上う手まく出てこない。璃子がパクパクと口を動かすのを見て、達樹がため息をつきながら前髪をかき上げた。

「その様子じゃ、お前は昨日の悪行の数々を覚えちゃいないんだろうな」

「あ、悪行!?」

　驚きしかなかった璃子の頭に、不安が湧き上がってくる。

「俺の歓迎会で、青葉に迫りまくっていただろう？」

　達樹が呆れたようにこぼした。

「あ、青葉くんに!?」

（じゃあ、あれはやっぱり夢なんかじゃなくて……現実）

　そう自覚した途端、目から涙がこぼれた。それを見た達樹がギョッとする。

「今度は泣くのか」

「だって……」

　一旦安心したのに、啓一とのみじめな別れを動かぬ現実として突きつけられたのだ。璃子は溢あふれ出る涙を止めることができなかった。なぜ他の課の上司が一緒にいるのか、同じベッドにいるのか。それを聞かなければいけないのに、璃子の唇から漏れるのは質問ではなく、泣き声だった。

「そうか、水上はまだ泣いていなかったんだな」

　達樹が声のトーンを落としてしんみりと言った。

「だって……泣く暇なんてなかったんですよっ！　付き合って五年……同棲して三年になる彼氏に……他に好きな子ができたって振られて……でも、すぐに課長の歓迎会があって……」

「……ずっと我が慢まんしてたんだな」

　達樹の低い声が聞こえてきたかと思うと、彼の手が伸びてそっと璃子の肩に触れた。『えっ？』と思った時には、璃子は達樹に抱き寄せられていた。

「気が済むまで泣くといい」

　怖いとさえ思っていた、いつも無愛想な上司の腕の中だったが、そんなことを意識するよりも、胸に巣くう悲しみと痛みのほうが強かった。温かな腕に包まれ、抑え込んでいた気持ちがついに爆発した。

「け……啓一のバカぁ！」

　璃子は達樹のワイシャツを握り締めると、声を上げて泣いた。




　どれくらいそうしていただろう。閉じているまぶたに明るい日差しを感じて、璃子はうっすらと目を開けた。いつの間に日がのぼったのか、カーテンの隙間から細く朝日が差し込んでいる。

　さすがに泣くのに疲れて、璃子はあぐらをかいたままの達樹の胸からそっと顔を上げた。

「大丈夫か？」

　璃子の背中から手を離し、達樹は静かな声で問いかけた。璃子は彼の胸辺りをぼんやりと見つめたまま答える。

「そんなわけないです。大丈夫になんかなれません」

　璃子の言葉を聞いて、達樹が小さく息を吐いた。

「そうだろうな」

　怒っているのか呆れているのか、あるいはそのどちらでもないのかよくわからない彼の声を聞いて、璃子はハッと我に返った。

（私、上司になんてことを……）

　慌ててベッドに両手をついて頭を下げた。

「も、申し訳ありませんっ！」

「今度はなんだ」

「か、課長に対して、私……っ」

「今さら気にすることじゃない」

　達樹の言葉がそっけないのは、やはり怒っているからだろうか。

　璃子がさらに低く頭を下げようとした時、その顎に達樹の手が触れた。そしてそのままくいっと持ち上げられる。

「どこまで記憶がある？」

「へ？」

　璃子の間抜けな返事を聞いて、達樹が眉を寄せる。

「どこまで覚えてるんだ、と聞いたんだ」

「あ、えと……あの、青葉くんと沙織に支えられてトイレに連れていかれたところまで……」

　達樹が呆れたようにため息をつき、璃子の顎から手を離した。

「そのあとのことは？」

「そのあと……私、なにをしましたでしょうか」

　漠然とした不安が込み上げてきて、璃子の胃の辺りがヒヤリと冷たくなる。

「覚えてないのか」

「覚えて……ません」

「席に戻って散々飲んだあげく、『私が帰るのはあんたの部屋なんだからねっ』と言って青葉を押し倒したんだ」

「わわわわっ。そんな……嘘ですよねっ!?」

　璃子はすがるように達樹を見たが、彼の瞳はあくまでも冷静だった。

「お前は嘘だと思いたいのだろうが、あいにく俺は嘘は言わない」

「ひぇーっ」

　璃子は頭を抱えてベッドに突っ伏した。けれど、そのベッドを覆うシーツに違和感を覚えた。璃子と啓一のベッドには、璃子が真っ白なシーツを敷いていたはずだが、朝日が細長く照らすシーツは明らかに色が濃い。

　璃子は身体を起こして部屋を見回した。ベッドサイドテーブルにはランプ型の照明を置いていたはずなのに、そこにあるのはシンプルな四角いライトだ。カーテンの色も記憶にあるものよりも濃い。

「あの……ここは……」

　おずおずと上司の顔を見ると、璃子の口調に不安を聞き取ったのか、達樹が手を伸ばしてベッドサイドのライトをつけた。ぼんやりと灯った淡い明かりを頼りに、璃子は数回瞬きをして目を慣らす。

　ベッドに敷かれたシーツと枕は落ち着いたブラウン。壁紙は真っ白で、そこにはＡ３サイズより少し大きな額縁がかけられている。その中に描かれている絵は夕焼けの海辺の街で、すっと伸びる尖せん塔とうを抱いた教会が美しい。

「これは……？」

　璃子はぼんやりと呟いた。

「この絵か？　ストックホルム大聖堂だ」

「大聖堂……」

「十三世紀後半に建てられたストックホルム最古の教会だ。この絵はストックホルムのマーケットで見つけて、気に入ったから購入した」

　達樹の抑揚のない口調を聞きながら、璃子はその説明を頭の中で反はん芻すうした。

（見つけたのも購入したのも……課長？）

「ということは、まさか……」

『ここは課長の家なのですか!?』という疑問を視線でぶつけると、達樹が頷いた。

「俺の部屋だ」

「う……わ、あっ、きゃーっ！」

　璃子が反射的に悲鳴を上げ、達樹が眉間に皺を刻む。

「誤解のないように言っておく。お前があまりに青葉に迫るもんだから、周りの人間の手に負えなくなって、俺が水上を連れ帰っただけだ」

「じゃ、私、課長にお持ち帰りされたってことですか!?」

　璃子は両手を頬に当てて絶叫した。

「うちに連れてきたのは確かだが、それはお前が『啓一と暮らした部屋になんか帰りたくない！』と駄々をこねたからだ」

　達樹に淡々と説明され、璃子は恥ずかしさのあまり顔が熱くなるのを感じた。

「わ、私は……課長の歓迎会を……台無しに」

「といっても、もう一次会はお開きになるところだったから、他のメンバーは盛り上がったまま二次会に行った」

「青葉くんも……沙織も……？」

「青葉は二次会に参加したが、河原崎は帰ったようだ」

「それで、私と課長は……？」

　璃子は自分の身体を見下ろした。多少皺が寄っているものの、昨日着ていたホワイトのカットソーもブラックのフレアスカートも身につけたままだ。足をそっと触ると、ストッキングもきちんと穿はいている。

「なにもありませんでしたよね？」

　窺うかがいながら達樹を見ると、彼は考えるように手を顎に当てた。そのまま彼がじっとしているので、璃子は不安になる。

「課長……？」

「あれをなにもなかったとは言えないな」

　達樹が璃子にチラッと視線を向けた。

「ええぇっ」

　その思わせぶりな視線に、璃子の顔から血の気が引く。

「ひどい！　酔って意識のない部下に手を出すなんて……課長がそんな人だとは思いませんでしたっ！」

　璃子が前のめりになって責めると、達樹は一度瞬きをしてから目を細め、片手を口に当てて肩を震わせ始めた。声こそ出していないが、笑っているようだ。

「課長？」

　怪訝な瞳で見つめられていることに気づいた達樹は、手を離し、笑みを含んだ眼差しを璃子に送る。

「手を出したのは水上のほうだろう」

「わ、私っ!?」

　目を見張る璃子に、達樹は人差し指で軽く自分の唇を叩いてみせた。

「ここに」

「あ」

　それはつまり、璃子が彼を啓一だと思ってしてしまった、さっきの〝おはようのキス〟のことを言っているのだろう。それに気づいて、璃子の頬が朱あけに染まる。

「あれは、一緒のベッドにいるから課長を啓一だと勘違いして、彼に振られたのは夢だったんだと思って……嬉しくて、つい」

「なるほど。水上は俺を襲ったつもりではなかったと」

「課長だとわかってたら、キ、キスなんかするわけないじゃないですかっ」

　璃子は耳まで赤くして叫ぶように言った。そんな璃子を見て、達樹が口角を上げる。

「お前は忙しいな。さっきから泣いたり青ざめたり赤くなったり」

「いえ、だって、その、私っ」

　璃子はしどろもどろになる。

「安心しろ。お前に唇を奪われた以外、俺はなにもされていない」

「『されていない』って、その言い方、おかしいですよ！」

　璃子が抗議しても、達樹は涼しい顔で返す。

「おかしくない。俺はお前に襲われていない。その事実を述べたまでだ」

「だって！　じゃあ、課長は？　課長は隣に私が寝ていても、なんとも思わなかったってことですか!?」

「俺のことを酔って寝ている女を襲うような男だと思っているのだとしたら、それは水上に男を見る目がないということだ」

「うっ……」

　反論したくても、なにも思い浮かばず、璃子は金魚のようにパクパクと口を動かすことしかできなかった。

「ともかく、月曜日には青葉に謝っておけ」

「はい……。あの、いろいろとご迷惑をおかけしたようで、本当に申し訳ありませんでした」

　璃子はシーツに両手をついて深々と頭を下げた。

「済んだことだ、気にするな」

　静かな声で言われて、璃子は上目遣いで達樹を窺った。表情は無愛想だが、怒っているようには見えない。

　それでもやはり恐縮してしまい、璃子は肩身の狭い思いでベッドに縮こまり続ける。そんな彼女を見て、達樹が軽い口調で提案した。

「もうすっかり目が覚めてしまったな。朝飯でも食おうか」

「あ、いえ、その、私はこれで……」

　璃子がベッドから下りようとした時、達樹が璃子の左手首を掴んだ。ドキッとして璃子はその場に固まる。

「あれほど部屋に帰りたくないと言っていたのに、どこに行くつもりだ？」

　璃子は視線をきょろきょろと動かした。壁のかけ時計を見つけて時間を見ると、午前六時前だった。

「えーっと……どこかのカフェでモーニングでも食べて……時間を潰して……」

『帰ります』と言おうとしたけれど、言えなかった。啓一との思い出だらけの部屋に戻る勇気はまだない。

「ちょっとこっちへ来い」

　達樹が璃子の手首を掴んだまま立ち上がったため、つられて璃子もベッドから下りる。

「あの、課長……？」

　達樹がベッドルームのドアを開けて廊下に出た。数歩歩いて左隣にある落ち着いたダークブラウンのドアを開ける。

「ほら」

　達樹が手を強く引いたので、璃子は引っ張られるようにしながら彼の前に立った。促すように背中を軽く押されて部屋の中を覗くと、そこは六畳ほどの洋室で、窓には花が刺しゅうされたピンク色のカーテンがかかっていた。

　けれど、あるのはそれだけ。ブラウンのフローリングの部屋には、他に家具も荷物も一切置かれていない。

「あの……？」

　なぜここに連れてこられたのか尋ねるように、振り返って達樹に視線を送った。

「この部屋が空いている。しばらく貸してやるから、彼氏との思い出だらけの家に帰りたくないなら、ここに住めばいい」

「へ？」

　達樹の突然の提案に驚き、璃子は目を丸くする。

「駅まで徒歩五分、近くにスーパーもある。この部屋は全体の面積の六分の一ほどだから、家賃は光熱費込みで、俺が払っている家賃の六分の一でいい」

　達樹に事務的に説明され、璃子は瞬きをしながら彼を見上げた。

「あー、えーっと……」

「なにか問題でも？」

　真顔で聞かれた璃子は、戸と惑まどいながら言う。

「も、問題なら、ありまくりですよ」

「たとえば？」

　達樹に落ち着いた声で問われて、璃子は必死に言葉を探す。

「だ、だだ、だって、課長は私の上司ですよ？」

「知っている」

「私は課長の部下ですよ？」

「知っている」

「こ、恋人でもなんでもない、ただ勤務先が同じってだけなんですよ？」

　どんどん焦っていく璃子に対し、達樹は変わらず平然と答える。

「知っている」

「そ、それに……」

　思いつくことがなくなり璃子が黙ったのを見て、達樹が口元を緩めた。

「他に言いたいことは？」

「いえ、あの」

「青葉に絡んでいる時に聞いたが、水上は彼氏にマンションから早く出ていってくれと頼まれているんだろう？　行く当てがない、と自分で言っていたじゃないか」

　そんなことまで課長に聞かれていたのか、と恥ずかしくなり、璃子は口の中でもごもごと呟く。

「はい、まあ」

「俺はスウェーデンから戻ったばかりで恋人もいないし、部屋があまっているんだ。空いている部屋を有効活用してなにが悪い？」

　いかにも正論を述べているような口調で問われ、璃子は小声で答える。

「いえ、悪くはないと……思います」

「それなら問題ない」

「いえ、でも」

　璃子の言葉を聞いて、達樹がわずかに眉を寄せた。

「課長は……部下になってまだ三週間程度の私に、どうしてそこまでしてくださるんですか？」

　達樹は片手を顎に当てて、考えるような仕草をした。部屋の中を――ピンクのカーテンを――チラリと見てから口を開く。

「部下が目の前で困っているんだ。助けようとしてなにが悪い？」

「いえ、それも悪くはない……と思います」

　璃子は数秒前とほとんど同じ言葉を発していた。

「それなら、上司の厚意は素直に受け取れ」

「でも……」

　璃子は口ごもって視線を落とした。

「でも、なんだ」

　達樹の口調がわずかに苛立ちを帯びた。

　ふたりきりで話していたせいか、璃子は彼の感情の変化を少し読み取れるようになった気がしていた。

　璃子は顔を上げて達樹を見る。

「でも……やっぱり恋人でもない男女が一緒に暮らすのは、社会的に見ておかしいと思います」

「社会的に、か」

「せっかくの課長のご厚意を無にして申し訳ありません。自分でどこか引っ越し先を探します」

「意外とお堅いんだな、水上は。ただのルームシェアだと思えばいいのに」

　そう言った達樹の口調はどこか楽しげだった。

「そうです、意外とお堅いんです、私」

「覚えておくよ」

　達樹は璃子の頭にポンと軽く手をのせ、彼女に背を向ける。

「それでも、朝飯くらいは食って帰れ。その程度の厚意は受けろ」

　これ以上断りの言葉を並べるのははばかられて、璃子は素直に「はい」と答えた。それを聞いた達樹が振り返って言う。

「ようやく肯定の返事がもらえたな」

　その口元がわずかに上がっているのは、笑っているからなのだろう。

（いっつも無愛想だと思ってたけど、課長も結構笑うんだ……）

　人間なら笑うのは当たり前のことなのかもしれないが、璃子にしてみれば、不機嫌課長に関して新しい発見をした気分だった。

　達樹に案内されたダイニングで椅子に座らされても、璃子はカウンターキッチンの向こうでトースターにパンを入れる彼の顔をまじまじと観察してしまう。

（今は一体なにを考えてるんだろう……）

「こら」

　達樹が眉を寄せたので、璃子はビクッとした。

「人の顔をじろじろ見てないで、大人しく座っていろ」

「そういうわけにもいきません。お手伝いさせてください」

　璃子は立ち上がってカウンターを回り、キッチンに近づいた。

「じゃあ、卵でも割ってくれ」

　達樹が大きな冷蔵庫を開けて、卵を三つ取り出し、璃子に手渡した。

「わかりました」

　上司の指示に反射的に反応して、璃子は言われるままにカウンターに卵を打ちつけた。それを見て達樹が早口で言う。

「おい、待て。まだボウルを出していない」

「あっ、すみません」

　達樹に注意されて我に返り、慌てて手を止めたが、時すでに遅く、ひびの入った卵から白身がたら～っと垂れて落ちた。璃子は卵を持ったままおろおろしてしまう。

「きゃあ、どうしましょう！」

「慌てるな」

　達樹が落ち着かせるようにしっかりした口調で声をかけた。上の棚からボウルを出してカウンターに置き、璃子の手を掴んでそこに導いた。

「カウンターがベトベトになっちゃいましたよ」

　申し訳なさそうに見上げる璃子に目をやって、達樹が小さく首を横に振る。

「拭けばいい。気にするな」

「あ、はい」

　璃子が残りの卵を割っているあいだに、達樹が布巾で手早くカウンターを拭いた。

（課長ってイチイチ冷静だわぁ。慌てたりすることあるのかな）

　そんなことを考えながらも、ボウルを出す前に璃子が卵を打ちつけたのを見て、彼が早口になっていたことを思い出す。

（もしかして、あれが焦る姿だったのかな？）

　璃子がチラリと見ると、達樹は溶き卵を、バターを引いたフライパンに流し入れていた。それを手際よく混ぜ、あっという間にふわふわのスクランブルエッグを作り上げた。

「わあ、課長、上手ですね。美お味いしそう」

　無愛想な上司が見せた意外な才能に璃子は感嘆した。

「ストックホルムではひとり暮らしをしていたからな」

「ストックホルムでは？　じゃあ、スウェーデンに赴任する前はご実家で暮らしてたんですか？」

　璃子の問いかけに、食器棚を開けようとしていた達樹の手が止まった。

「課長？」

「いや、ここに住んでいた」

「え、じゃあ、ストックホルムに滞在しながら、ここの家賃も払ってたってことですか？」

　達樹は璃子を見ずに答える。

「まあ、そういうことだな。実家に荷物を置くわけにもいかなかったし、トランクルームに移すのも面倒だったから」

　話しながら彼が食器棚を開けた時、璃子はそこにスープカップやグラタン皿、カレー皿、お椀わんなどが全てふたつずつ揃っていることに気づいた。茶ちゃ碗わんは薄桃と水色の揃いの花柄だ。

　達樹はその中から四角いプレートを取り出し、スクランブルエッグを盛った。

「そうなんですか……」

「ただ、２ＬＤＫのこの部屋はひとりで住むには広すぎるから、シェアしてくれる人がいるならありがたいと思ったんだ」

（『ひとりで住むには広すぎる』……って、じゃあ課長はどうしてここを借りたんだろ？　食器がふたつずつあるってことは、誰かと一緒に住んでいたとか……？）

　そんな疑問を持った璃子に、達樹がチラッと視線を向けた。その目からはなんの感情も読み取れず、だからこそ逆に誠実そうにも思えてくる。

（なんの下心もなく、本当に親切心から言ってくれてるのかな……？）

　とはいえ、付き合ってもいない男女が――しかも男性の上司と女性の部下が――ひとつ屋根の下で暮らすというのは、世間的にもいろいろと誤解を招いて面倒そうだと思ってしまう。

「ご親切なお申し出をお断りしてすみません」

　璃子は感謝と謝罪の気持ちを込めて、頭を低く下げた。

「いや、こっちこそ。二度も言って悪かった」

「いえ」

　璃子が恐縮しているうちに、達樹がベーコンも焼き、冷蔵庫の野菜室から出したベビーリーフとともに皿にのせた。ちょうどトーストも焼けて、ボリュームたっぷりの朝食ができ上がった。

「水上はコーヒーになにか入れる？」

　達樹が皿をダイニングテーブルに運びながら聞いた。

「あ、ミルクだけ」

「牛乳でいいか？」

「はい」

「じゃあ、悪いが冷蔵庫から出してくれ」

　そう頼まれて、璃子は冷蔵庫を開けた。ひとり暮らしにしては大きなその冷蔵庫の中には、卵やチーズの他に、缶ビールとペットボトルのスポーツ飲料が並んでいた。

　璃子が冷蔵庫の扉裏からパック入りの牛乳を出しているあいだに、達樹がコーヒーメーカーから、白いペアのマグカップにコーヒーを注いだ。そのひとつを渡され、璃子はそこに牛乳を入れる。

「課長はブラックですか？」

「ああ」

　璃子が牛乳を冷蔵庫に戻すのを待って、達樹はマグカップをダイニングテーブルに運び、ふたりで席に着いた。

「それじゃ、食べようか」

「はい、いただきます」

　璃子が両手を合わせて言うのを見た達樹は、思わずこぼした。

「水上もそうする派か」

「そうする派？」

「なんでもない」

　達樹は首を横に振って「いただきます」と呟き、マグカップを取り上げた。

　コーヒーを飲む彼に視線をやっていると、璃子は不思議な気分になった。

（課長がストックホルムに赴任したのは、私が入社する前だから、日本に戻ってくる以前の課長のことを直接は知らないのよね～）

　出向前、達樹は繊維事業部・企画課で都市計画を立案していた。その計画のひとつがストックホルムのエコタウン研究センターで採用されることになり、彼が現地でプロジェクトに従事することになった、と聞いた。

　当初は三年の予定だったのに、能力を買われてそのままさらに二年ストックホルムで勤務したそうだ。現地のプロジェクトの目め処どが立ったのと、日本とベトナムで同様のエコタウン研究センター設立計画が持ち上がったため、今回、実績のある彼が帰国して課長に就任したのだ。

（すごくデキる人なんだろうなとは思ってたけど、任期が延長されるほど優秀だったとは）

　感心しながら見ていると、達樹がわずかに眉を上げた。『なんだ』と言いたげなその表情に、璃子は『なんでもありません』と返事をするように首を横に振った。

（それに、泥酔して後輩を押し倒すような部下を見捨てなかったんだから、案外面倒見のいい優しい人なのかも）

　そんなことを思いながら、璃子は朝食を美味しくいただいたのだった。










元カレの新しい彼女




　朝食を食べたあと、達樹が彼のメタリックブラックのＳＵＶで璃子を啓一名義の部屋まで送ってくれた。帰り際には、『困ったことがあればいつでも相談しろ』とまで言ってくれて、璃子は丁寧に感謝の気持ちを述べた。

　一旦帰宅した璃子だけれど、やっぱり部屋にいたくなくて、着替えだけバッグに詰め、以前沙織と訪れたことのある女性専用のスパに行った。バリ島をイメージしたそこでは、岩盤浴で汗を流し、クールダウン室で涼んだ。

　さらに時間を潰そうとブックカフェに来たが、大好きな恋愛小説を読む気にはなれず、雑誌を開く。だが、〝彼に褒ほめられる初夏のデートファッション！〟や〝穴場デートスポット特集〟などの文字を見つけて、胸を痛める羽目になってしまった。

　店を出る時、沙織から着信があったことに気づいた。でも、昨日記憶のないあいだに、沙織にもなにかとんでもないことをしてしまったんじゃないか、と思うと、怖くてかけ直すことができなかった。

　そのままひとりで街をブラブラして、カフェレストランで夕飯を食べた。夜遅くに帰宅した部屋には、当たり前だけど誰もいなくて、鍵をかける音がやけに大きく響いた。今までなら気にならなかった静寂が、ひどく胸を締めつける。

（起きてたら、つらくなるだけだわ。早く寝よう）

　とはいえ、自分と一緒に寝るのを避けられていた、と知ってしまった今、もういつものベッドに横になる気にはなれなかった。仕方がないので、眠くなるまでリビングのソファで缶カクテルを飲みながらＤＶＤを観て過ごし、そこで寝落ちした。




　翌日の日曜日も家にいたくなくて外に出た。カフェでブランチを食べてから、不動産会社の営業所を訪ねると、璃子と同年代の女性営業員が、いくつか間取り図を見せてくれた。

「こちらは駅から徒歩十二分ですが、築浅の人気物件ですよ」

「ここはオートロックなので女性でも安心です」

「こちらは築年数は古いですが、改装したばかりで中は綺麗なのでおすすめです」

「この部屋はスーパーに近く、お客様の条件に一番合うのですが、ご入居は二週間後になります」

　あれこれと説明してくれる女性営業員の言葉に、璃子は「はあ」と気のない返事をした。

（どんな物件を見せられても、胸が躍らない。当たり前だよね……。三年前みたいに、啓一との幸せな未来を思い描きながら、部屋を探してるわけじゃないんだから……）

　出ていかなくちゃいけない。それに、啓一のいない部屋にいたくない。でも、啓一との絆を、幸せな日々を育んだ部屋から出ていきたくない……という、どっちつかずの気持ちが璃子を苦しめる。

　結局璃子は選ぶことも決めることもできないまま、営業所をあとにした。それから書店で本を探したり映画館で映画を観たりして過ごし、その日の夜もソファで寝落ちしたのだった。




　そうして迎えた月曜日。うとうとと浅い眠りの中をたゆたっていたせいか、啓一が起こしてくれなかった朝はスマホのスヌーズ機能でどうにか起きていたのに、今日は一度目のアラーム音で目を覚ました。

（会社に行きたくないよぅ……）

　啓一と別れたこともその一因だったが、達樹から聞いた自分の悪行を思うと、ますます気が重くなった。五年も付き合っていた恋人に振られ、課長の歓迎会で醜態をさらしたことは、一体社内のどこまで広まっているのだろう。

　不安でドキドキしながら、人目を避けるように早めに出社した。だが、誰もいないと思っていた広報室には、すでに沙織が来ていて、璃子を見た途端、申し訳なさそうな顔で自分の椅子から立ち上がった。

「あ、璃子……やっぱり怒ってる、よね？」

「怒ってるって、私が？」

　沙織の言葉の意味がわからなくて、璃子はトレンチコートをハンガーラックにかけながら、瞬きをして友人の顔を見返した。すると沙織がためらいがちに口を開く。

「だって……課長と酔っ払った璃子を残して帰っちゃって……課長には『俺が責任を持って送り届けるから、気にするな』って言われたけど、本当は私が連れて帰るべきだったんじゃないかって思って……」

（週末、沙織に電話をかけ直さなかったから、怒っていると勘違いさせてしまったのかも）

　璃子は沙織に向き直って神妙な面持ちで謝る。

「ごめん」

　それを聞いた沙織は、戸惑った顔をした。

「なんで璃子が謝るの？」

「だって、沙織にも青葉くんにも迷惑かけた気がするもん」

　璃子がそう言うと、沙織がホッとしたように表情を緩める。

「私は大丈夫だよ。謝らなくちゃいけないのは私のほうだって思ってたくらいだから」

「沙織……」

「あんなことがあったら、誰だって荒れるわよ。青葉くんだって全然気にしてないと思うけど」

　そこへ当の優太が出社してきた。いつもと同じくなにも考えていないような明るい笑顔で広報室に入ってくる。

「おはようございまーす。あ、水上さんだ」

「青葉くん……」

　璃子は彼に向かって、深々と頭を下げた。

「金曜日は迷惑をかけて本当にごめんなさい」

　優太は驚いたように胸の前で両手を広げた。

「やだなあ、気にしないでください。俺、あんな風に女性に積極的に迫られたのって初めてで、むしろドキドキしちゃいましたよ」

「ええぇっ」

　顔を上げた璃子は、優太に思わせぶりな流し目を送られて、びっくりして大声を出した。

「なんて、冗談ですよ。俺、酒癖の悪い姉がふたりいるんで、ああいうのには慣れてます。水上さんが素直に謝るなんて珍しいから、ちょっとからかってみただけです」

　後輩にいたずらっぽく言われて、璃子の頬が赤くなる。

「失礼な！　私、自分に非がある時はちゃんと謝るわよ。それに先輩をからかうなっ」

　璃子に睨まれ、優太が両手をぶんぶんと振った。

「お、怒らないでくださいよっ。それより水上さん、無事だったんですね？」

「無事って？」

　璃子は優太をきょとんと見返した。

「課長に送ってもらったんですよね？」

「送ってもらったっていうか……」

　璃子の言葉を聞いて、沙織が璃子に詰め寄り、優太が頬に両手を当てて有名な絵画の〝叫び〟のようなポーズを取る。

「送ってもらってないの？　その辺に放置された？」

「水上さん、まさか課長にも見捨てられて野宿したとか!?」

　ふたりに同時に問いつめられて、璃子は思わず苦笑した。

（そうか、課長はそんな冷たい人だと思われてるんだ）

　達樹の名誉のため、それから変な誤解を招かないため、璃子は達樹の部屋での出来事をほとんど全て省略して伝える。

「不機嫌な顔でたしなめられたけど、家までちゃんと送ってくれたよ」

（それも車で）

　璃子の返事を聞いて、沙織がホッとしたように息を吐く。

「そっか、よかった」

　けれど、すぐに表情を曇らせた。

「週末はどうしてたの？」

「んー、不動産屋さんに行ったりしてた。啓一に『できるだけ早く引っ越してくれ』って言われてるしね……」

「いい物件あった？」

　沙織が尋ねながら自席に戻った。璃子は窓を背にした自分のデスクまで行き、パソコンの電源ボタンを押して答える。

「ううん。会社に近くていいなぁって思ったマンションは、入居できるのが二週間先だったの。だから、もう少し探してみるつもり」

「そっかぁ……。彼氏名義で借りてると、こういう時ややこしいんだね……」

　沙織がため息をついた。彼女も彼氏の家に転がり込んでいる状態だ。

「沙織は大丈夫だよ。いざとなっても実家が近いでしょ」

「わ、それ、なんか不吉な言い方」

「あーあ、実家から離れて就職すると、こういう時苦労するんだなぁ」

　璃子は力なく椅子に座った。

「実家といえば、どうするの？　同棲する前に、お互いの親に挨拶したんでしょ？」

　沙織にそう聞かれて、璃子は肩を落とす。

　はっきりと『結婚を前提に』と言ったわけではないが、どちらの両親もきっとそれを意識して同棲するものだと考えたはずだ。

「しばらくは冷静に話せそうにないから……別れた報告は、私の生活と気持ちが落ち着いてからにする」

「じゃあ、できるだけ早く新しい部屋を見つけなきゃ、だね」

　沙織の言葉に、璃子は下唇を噛んだ。

「やっぱり啓一は、もう私のところには帰ってきてくれないのよね……？」

　未練がましいとはわかっていても、つい口をついて出てきてしまった。

「璃子……」

　沙織に気遣うように見つめられて、璃子は「あはは」と力なく笑う。

「ごめん、元気出して仕事に励む！」

　璃子がわざと勢いよく両手で拳を握ると、沙織が唇を引き結んだ。璃子はそんな友人の様子を見て、彼女にこれ以上心配かけまいと意地悪い顔を作って言う。

「新しい部屋が決まったら、家電とか家具とか全部持って出ていってやろうかな。啓一には空っぽになった部屋を返してやる。そのくらいの憂さ晴らしをしたってバチは当たらないよね」

　そこへ、席に着いていた優太が、パソコンのモニターから顔を上げて口を挟んできた。

「そんなことをしたら相手は喜ぶんじゃないですか？　元カノと買った家具を処分する手間が省けて」

　沙織が優太をじろりと睨んだ。

「あんたって奴は」

「だって、ホントのことでしょ？　水上さんが新しい彼女だったら、彼氏の家に元カノと買った家具があったら嫌じゃないですか？」

　優太の指摘に、璃子は唇をキュッと結んだ。

「持っていったら喜ばれて……残していったらいったで、捨てられちゃうかもしれないのか……」

「まあ、俺としては余計な金を使いたくないから、そのまま置いていってくれたほうがありがたいですけど」

「どっちなのよ。あんたの意見は参考にならん」

　沙織がプリプリしながら言った。そんな彼女をなだめるように、璃子は話を切り替える。

「とりあえず仕事しよ。来月の社内報の原稿を早めに出してって、高たか井い田だ課長に頼まれてるし」

　現在、新設当時の広報室長だった現総務部・広報課の高井田美み月づき課長が広報室を監督してくれている。そのため、今は広報室に室長は不在という、少々ややこしい状態だ。

「あ、そうそう、今日の社内報のインタビュー、璃子に任せてもいい？」

　沙織が座ったまま璃子に話しかけた。

「え、どうして？」

「だって、インタビューの相手は藤岡課長でしょ。私じゃあの無愛想アンド不機嫌オーラを打ち破るのは大変そうだもん。璃子は課長に送ってもらったし、一番話を聞きやすそうじゃない？」

「えーっ」

　沙織にこともなげに言われて、璃子は困ってしまった。

　達樹のことを〝無愛想アンド不機嫌オーラ〟をまとっていても、実は優しい人なのかも、と思った。けれど、土曜日の朝は勘違いとはいえ彼にキスをしてしまい、あげく目の前で大号泣したのだ。

「うー、どうかなぁ……。課長には迷惑かけまくってるし……」

　璃子はデスクに右肘をついて、悩ましげに額を押さえた。

「酔って絡んで送ってもらったことを気にしてるの？」

「一応」

　それだけじゃないけど、それ以上のことは話せない。

　璃子の複雑な表情を見て沙織が尋ねる。

「課長にたしなめられたって言ってたけど、課長、怒ってたの？　やっぱり不機嫌課長の機嫌はそんなに簡単には直らない？」

　沙織の言葉に璃子は考え込んだ。達樹は怒っているどころか、璃子に親切にしてくれた。それなのに、もし璃子が頑なにインタビューを嫌がったら、彼が沙織たちに、いつまでも根に持つ上司だと思われてしまうかもしれない。

「課長は意外といい人だったよ。もう怒ってないし」

「じゃあ、インタビューお願い」

　沙織がすかさず言った。断れない流れになってしまい、璃子はしぶしぶ返事をする。

「わかった」

「ありがと！　じゃ、エコタウンの概説については私がやるね。総務課の和わ田ださんに頼んで、課長がくれた英語版パンフを訳してもらってるから」

　ＯＳＫ繊維開発には翻訳担当の派遣社員がひとりいる。今回のパンフレットのようなものから、海外での特許出願書類にいたるまで、さまざまな内容の書類を英訳・日本語訳してくれるのだ。

「それじゃ、今日も一日頑張りましょう！」

　璃子は壁の時計の針が始業時間の九時三十分を指しているのを見て、気合いを入れた。

　璃子の席は、かつて高井田室長が使っていた席で、窓を背にしたいわゆる〝上司席〟だ。もとは沙織と向かい合う席を使っていたが、室長と入れ替わる形で新入社員の優太が入ってきたため、さすがに新人が上司席に座るのは……ということで、沙織とじゃんけんをして負けた璃子が席を移動したのだ。

　まずは目下の任務である達樹へのインタビューの件で、彼に社内メールを送った。インタビュアーが自分になったことの報告と、先週の彼の言葉通り十一時半からインタビューを行って構わないかを確認するためだ。

（課長がいつも不機嫌そうなのは、忙しいからなのかなぁ）

　彼が普段から無愛想なのには、なにかわけがありそうな気がする。

（まだストックホルムにいたかったとか？　恋人はいないって言ってたから、ストックホルムに彼女を残してきたとかではないわよね）

　考えてみたところでわからない。

　忙しいのだとすれば返信はすぐにこないだろうと判断して、璃子はコーヒーを淹れに、広報室を出てエレベーターと自動販売機コーナーのあいだにある給湯室に向かった。シンク横に置かれたポットから湯を注ごうとしたら、中が空だ。

「もう、誰？　気が利きかないなぁ。なくなったら次の人のために沸かしといてよ」

　文句を言いながら、ポットの湯を補充した。それから自分のコーヒーを淹れるため、やかんに水を入れて簡易ガスコンロにかけた。

　シンクにもたれて沸騰するのを待つ。白い壁をぼんやりと見つめていると、どうしても仕事以外のことを考えてしまう。

（啓一の心を奪ったのは一体誰なんだろう……）

　彼の話では『五年も付き合って結婚を迷うのなら、一度水上さんと離れてください。啓一さんはもっと可能性がある人だし、水上さんひとりに縛られないで』と言われたそうだ。

（啓一は私との結婚を迷ってたの？　同棲しているうちに、私と一生一緒に暮らすのは無理だと思ったのかな……なにがいけなかったんだろう）

　璃子は三人姉妹の長女ということもあって、子どもの頃から姉妹の中でも一番きっちりとしつけられた。妹たちの子育てで忙しい母に頼まれ、小学校低学年の頃から料理、洗濯、掃除などの手伝いをしてきたので、家事に関しては要領はいいほうだ。

（啓一はおっとりしてるから、つい私があれこれ手出しをしちゃったけど……啓一にしたらそれが嫌だったのかな……）

　同期の男子に『おかんみたいだ』と笑われたことを思い出した。

（でも、啓一を見ているとつい世話を焼きたくなるんだもん……。私ももっと頼りないところを見せて、『璃子には俺しかいないんだ』って思ってもらったらよかったの？　けど、私はこういう性格だし）

　深いため息をついた時、やかんがピーッと鋭い音を立てて、湯が沸いたことを知らせた。花柄のマグカップにスティックタイプのカフェオレの粉を入れて湯を注ぐ。それを持ってデスクに戻ると、パソコンのモニターに『新着メールあり』という表示があった。

（あれ、もう返事がきたのかな）

　開いてみると、予想通り達樹からの返信だった。

【インタビュアーの件については了承した。十一時三十分まで人事課長との面談が入ったので、総務部フロアの休憩室で待っていてくれ。メールを見る時間がないので返事は不要】

　彼らしい簡潔な文面を読んで、璃子の頬が緩んだ。場所がこの階の応接室ではなく、人事課のある総務部フロアの休憩室になっただけで、日時に変更がなかったことにホッとした。

　璃子はインタビュアーとしての知識を補強するため、エコタウンの英語版ウェブサイトにさっと目を通すことにした。

　璃子は大学時代、交換留学生としてカナダの大学で一年間勉強したので、経済開発関連の英語はわかる。とはいえ、特許や工学関連の専門用語には疎うといので、専門的な文書の翻訳となると、やはりスキルの高い派遣社員に頼ることになる。

　エコタウンの公式サイトの内容はそれほど専門的ではないが、出てくる単語はなかなか手強かった。

「Membrane Bioreactor……メンブレン・バイオリアクターってなんだっけ」

　ブツブツと呟きながら、パソコンにインストールされている辞書で検索する。漠然としか把握していない内容をしっかり理解すべく、説明文を読んだ。

（えっと、微生物を含む活性汚泥を用いて、排水中の有機物を分解し、その活性汚泥と処理水とを膜を使って分離して水を浄化・処理する技術、か）

　そうして浄化した水を農業や産業に利用して、集落――達樹たちの場合はエコタウン――内で水を循環利用しようとするのが、ストックホルムのエコタウンでＯＳＫ繊維開発が従事しているプロジェクトだ。

　そして、その実績をベースに日本でプロジェクトを行うのが国内事業課で、新たに海外向けプロジェクトを企画・提案するのが海外プロジェクト課という構造になっている。

　インタビューの下準備を整え、別の業務をこなしたら、時刻は十一時十五分になっていた。今頃、達樹は面談の真っ最中だろう。

（人事課長との面談って、どんな話をするんだろう）

　そんなことを考えながら、璃子はＩＣレコーダーとノートとペンケースを大きな青い花柄のトートバッグに入れた。

「課長のインタビューに行ってくる」

　璃子の声に、パソコンのモニターを見ていた沙織が顔を上げた。

「もう？」

「うん。場所が総務部フロアの休憩室になったんだ」

　璃子は立ち上がってトートバッグを肩にかけた。

「じゃ、総務課に寄って、和田さんに『パンフの日本語訳、明日中で構いません』って伝えてくれる？」

「今日中じゃなくていいの？」

　璃子は優太の後ろを横歩きしながら沙織に聞いた。

「うん、インタビューの参考になるかなと思って、和田さんにはできれば今日の十一時までにってお願いしてたんだ。でも、璃子が使わないなら、私のほうは急がないし、今日中じゃなくてもいいから」

「了解」

　広報室を出て伸びをしつつも、これから会う相手のことを考えると、やはり緊張してしまう。酔っていたとはいえ、醜態をさらしたうえに、彼氏と勘違いして璃子からキスをしてしまったのだから。

（課長はもう気にしてないよね……？）

　キスした直後に『俺を襲うな』と言われたけれど、それだけだ。責められてもいないし、そのあとその件に触れられてもいない。

（お互いにいい大人なんだし、あれはなかったことにして普通に接したらいいよねっ）

　璃子はエレベーターで五階から二階に下りた。エレベーター横の総務部・総務課のドアは開けっぱなしになっていたため、璃子はそこから中を覗いた。

　一番奥の窓際には総務課長の席があり、入口ドアに近い席に二名の派遣社員が座っている。ひとりは総務の補助を行い、もうひとりは翻訳を専門に行う。その翻訳が業務の和田友ゆ紀き奈なは、一番手前の席でキーボードを打っていた。明るい茶髪にゆるふわなパーマをかけた二十四歳の女性で、半年前に派遣会社からの紹介でＯＳＫ繊維開発に派遣されてきた。

　彼女が集中している様子なので、璃子は小声で呼びかける。

「和田さーん」

　璃子の声に反応して、友紀奈が顔を上げた。入口に立つ璃子を見て、眉を寄せる。

「なんですか」

「あ、仕事中にごめんね。広報室の河原崎からの伝言なんだけど、パンフの日本語訳、明日中で構いませんって」

「そうですか」

　友紀奈がそっけなく返事をした。今彼女が訳していたのが、沙織が頼んでいたパンフレットだったのかもしれない。

「ごめんね」

　璃子が申し訳ない気持ちで謝ると、友紀奈がさっと立ち上がった。大きな目とぽってりした唇が人形のように愛らしい彼女が、璃子を鋭い眼差しで見る。

「水上さん、お話ししたいことがあります。ちょっといいですか」

　友紀奈が片手で廊下を示した。

　オフィスではできない話ということだろうか、と璃子は思った。

「えっと、それは、今のほうがいいのかな？」

　璃子が総務課の壁の時計を見ると、達樹との約束の十一時半まで、あと十分だ。

「はい。五分もかかりません」

「五分ね。それならいいわ」

「休憩室に行きましょう」

　そう言った友紀奈がオフィスを出ていき、璃子はそのあとに続く。

　どこで買ったんだろう、と疑問を抱くくらい短いスカートのベージュのスーツに、高いピンヒールのパンプスを履はいた彼女は、胸もお尻も豊満に盛り上がっている。脂肪が必要なところに不足気味の璃子には羨うらやましい限りだ。

（まさか啓一は私の身体じゃ物足りなくなったとか……？）

　どうひいき目に見てもグラマラスとはいえない自分の身体を見下ろして、璃子は小さく首を横に振った。啓一がそういう男性じゃないということはわかっていたつもりだ。

（本当にわかってた？）

　そう自問すると、苦い笑みが漏れた。本当に啓一のことをわかっていたのなら、こんな結末を迎えたはずがない。

　目の前では友紀奈が休憩室のドアをノックして開けていた。昼休み前のこの時間、中には誰もいない。

　室内に足を踏み入れた友紀奈がくるりと振り向いて璃子と対たい峙じした。その目はさっきと同じ、鋭い視線を璃子に投げている。

（集中している時に声をかけたのが、そんなに気に入らなかったのかな……？）

　璃子がそう思った時、友紀奈が大きく息を吸って口を開いた。

「早く出ていってください」

「はい？」

　璃子はぱちくりと瞬きをした。

「話があるからって休憩室ここに案内したのは、和田さんじゃないですか」

　璃子の返事を聞いて、友紀奈が苛立つ。

「ああ、もう、ホント鈍い人ね」

　友紀奈の愛らしい顔立ちからは想像できない辛しん辣らつな口調に、璃子はわけがわからず瞬きを繰り返した。

「山城さんの……いいえ、啓一さんの部屋から早く出ていって、って言ったんです」

　友紀奈の言葉を聞いて、璃子はハッとした。

「……じゃあ、和田さんが啓一の？」

　恋人を奪った相手をいきなり知ったショックで、璃子は呆ぼう然ぜんとなった。友紀奈は璃子に追い打ちをかけるように、勝ち誇った表情で宣言する。

「そうです。啓一さんの今の恋人は私です。もう水上さんは過去の女になったんだから、啓一さんのこと、呼び捨てにしないでくださいっ」

　ショックから立ち直りきれないまま、璃子はどうにか話しだす。

「それはちょっとあんまりでしょ……。同期でも仲のいい子は、下の名前で呼んでるし……」

「私が嫌なんです！　私が嫌だって言ったら、啓一さんはなんだって聞いてくれるんです！　だから、すぐにみんな彼のことを呼び捨てにしなくなるわ」

　友紀奈が背筋を伸ばし、璃子を斜めに見た。そんな彼女の自信満々な顔を、璃子はなにも言わずじっと見返した。

（和田さんは一体どうやって啓一の心を掴んだんだろう。まさかこの態度じゃないよね。女性らしい外見……？）

　璃子が視線を送り続けるので、友紀奈が目を吊り上げた。

「なによっ。言いたいことがあるなら、いつもみたいに言えばいいじゃない」

「いつも？　私、和田さんの気に障るようなこと、なにか言った？」

　璃子は思い当たる節がなく、怪訝そうに首を傾げた。そんな彼女を見て、友紀奈が噛みつくように声を張り上げる。

「白々しい！　私が訳した会社のホームページの和訳を勝手に変えたくせに！　どうせ陰で言ってるんでしょ？　私の翻訳が間違ってる、とか」

「えっと――」

　言いがかりに反論しようとする璃子の言葉を遮さえぎって、友紀奈が一気にまくし立てる。

「先週だってそうだった！　〝二酸化炭素の排出を抑え、家庭・工場からの排水を浄化して再利用することで〟って私が訳したのに、あんた、勝手に変えたでしょ！　忘れたとは言わせないわ！　私はね、アメリカの大学を卒業したの！　それに、ここに派遣される前は、もっと大きな企業で社内翻訳をしてた！　あんたなんかに勝手に訳文を弄いじられるのはプライドが許さないのよ！」

（あー、あれか）

　璃子はできるだけ穏やかな声で説明する。

「〝家庭・工場からの〟は〝排水〟だけじゃなくて、〝二酸化炭素〟にもかかってるの。だから、順番を変えて〝家庭・工場からの二酸化炭素の排出を抑え、排水を浄化して再利用することで〟にしただけ。それにその順番にしたのは、高井田課長と話し合った結果だし」

「その時に、高井田課長に私の訳が間違ってるって言ったんでしょ!?」

　友紀奈に詰め寄られた璃子は、彼女をなだめるように軽く両手を上げた。

「そんな言い方はしてないよ。ただ『順番を変えたほうが原文に忠実になると思います』って言っただけ」

「あんたはいつもそうやって私のプライドを……！」

　すると突然友紀奈がハッと息を呑んだ。

　その直後、璃子の背後から低い声が聞こえてくる。

「いくら間違いを指摘されて腹が立ったのだとしても、先輩に対して『あんた』はないだろう」

　振り返るまでもなく、璃子には声の主が誰だかわかった。

「藤岡課長」

　後ろを見たら彼と目が合った。修羅場に遭遇したにもかかわらず、達樹は普段の冷静な表情のまま、かすかに首を傾げる。

「待たせたかな？」

「いえ」

　璃子は視線を友紀奈に戻した。彼女は唇を震わせながら達樹を見ていたが、彼を無視することに決めたようで、おもむろに璃子に目をやる。

「啓一さんに『水上さんにいじめられた』って言いつけてやる！　あんたが二度と啓一さんの部屋に入れないよう、鍵を変えてもらうんだから！　それが嫌なら今日中に出ていきなさいよねっ」

　友紀奈の言葉に答えたのは達樹だった。

「それはいくらなんでも急すぎる。今日、今から新しい部屋を探したとしても、すぐに見つかるとは限らないし、引っ越し業者だって電話してすぐに来てくれるわけじゃない。社会人ならそのくらい想像できるだろう」

　達樹の口調は冷静だったが、友紀奈はさらに声を荒らげた。

「私は水上さんに話してるのっ！」

　仮にも課長に対してなんという態度だろう、と思った璃子は、見かねて友紀奈に歩み寄った。

「ねえ、あなたが私に腹を立てているのはわかったけど、課長は経験豊かな先輩で、あなたよりずっと年上なのよ？」

「うるさいっ。アメリカでは敬語なんか使わないのよっ」

　友紀奈が怒りで目をぎらつかせ、手を伸ばして璃子の肩をドンと押した。

　思わずよろけた璃子の両肩を、背後にいた達樹の大きな手が支えてくれる。

「それでも、相手に対して敬意を表す方法はある」

　達樹の声がわずかに低くなっていて、璃子はハッと肩越しに彼を見上げた。いつも感情の読み取れない目が、細められている。

（怒ってる……？　いや、まあ、そりゃ普通は怒るか）

　璃子が友紀奈に向き直ると、彼女は顔を真っ赤にして怒鳴った。

「私は別に派遣だから、こんな会社に思い入れなんてない！　いざとなったら啓一さんが養ってくれるわ」

「でも、啓一は研究職とはいえまだ平社員だし、あなたを養うのは難しいかも」

　璃子は友紀奈のブランドもののパンプスに視線を落とした。有名海外ブランドのロゴがあしらわれたそれは、誰が見ても十万円以上するとわかる。

「啓一さんに言いつけてやるんだからーっ」

　友紀奈は子どものように喚わめいて、璃子を押しのけながら休憩室を出ていった。残された璃子はぽかんとその後ろ姿を見送る。

「啓一という男は女性を見る目がないらしいな。俺には水上のほうがずっといい女に思えるのに」

　達樹がボソッと呟いた。その言葉に目頭が熱くなり、璃子は慌てて瞬きをする。

　課長の言葉にウルッときたのだとはいえ、今ここで泣いたら、友紀奈に泣かされたみたいで悔しい。

（絶対に泣かない！　そうよ、課長の言う通り、女を見る目がない啓一の部屋なんか、お望み通りさっさと出ていってあげるわ！）

　瞬きを繰り返して涙を散らし、大きく息を吸ってゆっくりと吐き出した。そして璃子は、振り返って達樹を見る。

「課長、お願いがあります」

「なんだ？」

「新しい部屋が見つかるまで、課長のお宅の空いている部屋に荷物を置かせてください」

　璃子の言葉に、達樹がわずかに首を傾げた。

「荷物だけでいいのか？」

「はい。引っ越し先が見つかるまで、私はどこかのビジネスホテルに泊まります」

「一泊何千円もするホテルに泊まりながら部屋を探すより、うちでルームシェアをするほうが合理的で経済的だと思うが」

　言われて璃子は視線を床に落とし、思案する。

　啓一とふたりで暮らしているあいだにある程度貯金したとはいえ、これから新しいマンションの敷金・礼金、家賃の前払いをして、引っ越し費用などを出すのは、財布にも心にもかなりの負担だ。

　それを考えれば、課長の言う通りだとも思う。ルームシェアを申し出てくれたのが沙織や同期の女性社員だったら、璃子もすぐにイエスと答えただろう。でも、そうではない。

　璃子はおもむろに上司を見上げた。

「課長は……どうして私にそこまでしてくださるんですか？」

　璃子の問いかけに、達樹はすっと視線をそらす。目を細めてどこか遠くを見ていたが、やがて璃子に向き直った。

「……あの部屋にひとりでいるのに慣れないんだ」

　達樹の顔に浮かんだどこか寂しげな笑みから、璃子はあることに思いいたる。

（課長が『この部屋が空いている』と言って見せてくれた部屋には、ピンクのカーテンだけがかかってた……）

　きっと、かつて誰かが――女性が――彼と一緒にあの部屋で暮らしていて、カーテンだけを残して出ていったんじゃないか。

　璃子は達樹に対して共感のようなものが芽生えるのを感じた。

「ひとりが……嫌なんですか？」

　璃子が静かに尋ねると、いつの間にか笑みを消した達樹が淡々と答える。

「そう。ただそれだけ。男でも女でも誰かがいてくれたらいいと思っていた。だから、水上に特別なことは期待していないし、水上も俺を警戒する必要はない。俺に気を遣う必要も俺と仲良くする必要もない。ただのルームシェアで、文字通り間借りだ」

　友紀奈とのやりとりを思うと、一刻も早くあの部屋を出ていきたい。そう考える璃子にとって、達樹の提案はこの上なくありがたかった。けれど、これまで散々社会的にどうとか世間的にこうとか理屈をこねてしまったので、達樹の厚意を素直に受けにくい。

　璃子が黙ったままでいると、達樹が小さく肩をすくめた。

「無理強いはしない」

　達樹が歩きだそうとしたので、璃子は反射的に彼のジャケットの裾すそを掴んだ。

「なんだ？」

　達樹が振り返って璃子を見る。その無愛想な顔を見て、璃子は彼の気が変わる前に、と慌てて言った。

「あのっ、すみません、やっぱりお願いします！」

「つまり、契約成立ということでいいんだな？」

「はい。あ、でも、お言葉に甘えるのは、私の気持ちが落ち着いて引っ越し先が見つかるまで、ですけど……」

　璃子はもじもじと両手の指先を絡めた。

「俺はそれで構わない」

「それじゃ、よろしくお願いします」

　璃子はぺこりと頭を下げた。顔を上げた時、目に飛び込んできた達樹の顔に驚いた。彼は小さくいたずらっぽい笑みを浮かべていたのだ！

「俺を襲うなよ」

「襲いませんってば～！」

　自分の悪行のひとつを思い出して、恥ずかしさのあまり璃子の頬が染まり、達樹が楽しそうに声を上げて笑った。

「ふっ……ははは」

　予想外のその明るい声に、璃子は思わず瞬きをする。

「課長でも笑うんですね」

「水上が面白いからな」

（課長みたいな無愛想な人に面白がられるなんて、私って一体……）

　それでも、初めて聞いた彼の笑い声は、啓一の新しい彼女に突撃を食らって傷ついていた璃子の心の傷を、少し軽くしてくれた。

（彼氏に浮気されたあげく、その浮気相手に早く出ていけ、なんて言われる女は確かに笑えるわよね）

　自分でもつい苦笑してしまう。

「課長の笑い声、結構いいですよ。どうしてもっと笑わないんですか？　笑わないからみんなに『不機嫌課長』だなんて呼ばれるんですよ」

「みんなって誰だ？」

　達樹が斜めに璃子を見下ろした。

「え？」

　璃子は目を泳がせた。璃子が『みんな』と言えるのは、広報室の面々――それもわずか三人――だけだ。

「そ、それより、どうせならランチに行きませんか？　食事をしながらインタビューをするっていうのはどうかな～なんて」

　璃子は誤ご魔ま化かすように話題を変えた。

「ほう」

　達樹に目を細めて見られ、璃子は焦りながら意味もなくトートバッグの中をかき回し、こじつけのようなことを言う。

「あー、ほら、一緒に住むなら役割分担とかもしなきゃいけないと思うし、そういう話をこんなところでして、誰かに聞かれても困るじゃないですか」

「俺とのルームシェアを他の人間に知られたら困るというわけか」

「え、普通、困りますよ。課長は困らないんですか？」

　璃子は手を止めて達樹に顔を向けた。

「水上は実は彼氏に振られたんじゃなくて、新しく同居する相手ができたから彼氏を振ったんだ、ってことにできるかもしれないのに」

　達樹に言われて、璃子は眉を寄せた。

「なんですか、それ。そんな見栄張ったってバレバレですよ。私の醜態は課長の歓迎会でみんなに見られてしまったんですから」

「それなのに堂々と会社に来る水上は、ある意味すごいな」

「そんなことぐらいで、私が出社拒否するとでも思ったんですか？　そりゃ、確かに恥ずかしくて、今でも思い出したら赤面ものですけど、私、この仕事、好きなんです。恥をかいても彼氏に振られても辞めませんよ。いつか絶対挽ばん回かいしてみせます！」

　璃子はぐっと右手で拳を作った。そんな彼女を見て達樹の唇が弧を描く。

「それは頼もしいことだ。で、ランチはどこへ行く？」

「ちょっと待ってください。沙織に……あ、河原崎さんにインタビューはランチしながらするって連絡しなくちゃ」

　璃子はトートバッグからスマホを引っ張り出し、沙織にメールを送ってから、達樹を見上げる。

「課長は行きたいお店とかありますか？」

「そうだな……。水上は周りに会社の人間がいない店のほうがいいんだよな？」

「あ、そうでした。それじゃ、お店じゃなくて公園はどうです？」

　璃子は思いつきを言葉にした。

「公園？」

　達樹が怪訝そうに聞き返す。

「はい！　天気もいいし、サンドウィッチをテイクアウトするっていうのはどうでしょう？　近くの隠れ家的ベーカリーがお気に入りなんです」

　璃子はその店のパンの味を思い出して、うっとりと言った。

「なるほど、それも悪くなさそうだな」

　達樹が乗ってくれたので、璃子は彼を案内すべく、先に立って歩きだした。

　そうしてベーカリーでパンとドリンクを買ったあと、マンションと図書館のあいだにある小さな公園に向かい、滑り台の横にあるベンチに並んで座った。

　達樹が物珍しそうに公園を見回し、璃子もつられて辺りを見た。青々と葉を茂らせた桜の木の下で、花壇のツツジが小さなピンク色のつぼみを沢山つけている。あと一週間もすれば五月だ。

　達樹が長い手足を気持ちよさそうに伸ばした。

「こんなところに公園があったなんて知らなかったな」

「ちょっとしたオアシスって感じでいいと思いませんか？　三年前、新築マンションが建った時にできたんですよ」

「俺がストックホルムにいるあいだか」

「はい。そろそろ食べませんか？　私、お腹ペコペコで」

　璃子は自分のパンが入った紙袋を持ち上げて見せた。

「そうだな」

　達樹が紙袋からホットコーヒーの入ったスチロールカップを取り出す。

「それじゃ、早速いただきます！」

　璃子は例のごとく手を合わせて、自分の紙袋を開けた。今日選んだのは、ライ麦パンのクリームチーズとサーモンのサンドウィッチだ。それを頬張っていると、達樹が璃子に問う。

「水上はこんな風によく公園で食べるのか？」

「はい。河原崎さんと一緒に来たりもします。たまに青葉くんも交ざるんですよ。だって、ほら、広報室ってすごく狭いじゃないですか。もともと倉庫として使われていただけあって暗いし陰気だし。だから、大体外に食べに行くんです」

「なるほど」

「課長はお昼はいつもどうされてるんですか？」

　璃子の問いかけに、達樹はコーヒーカップをベンチの横に置いて答える。

「大体社食に行く」

「そうなんですね。あ、そうだ、晩ご飯は私が作りましょうか？　役割分担ってことで」

「必要ない」

　あまりにあっさり言われて、璃子は自分の提案が拒否されたことがすぐにはわからなかった。

「水上には光熱費込みの家賃を提示した。それ以上の対価は要求していない」

「対価とか……そういうんじゃなくて、ただの気持ちというか、お礼のつもりだったんですけど……」

「その気持ちだけもらっておく。俺は帰りが遅いから、外で食べたり弁当を買って帰ったり、いろいろなんだ。気を遣わなくていい」

（本当に文字通り間借りをするだけなんだぁ……。ま、一応上司と部下だし、他人として線を引いているほうが楽でいいか）

　璃子が黙ってアイスカフェオレを飲んでいると、達樹が口を開いた。

「水上の言う通り、この同居の話は他言無用にしよう。俺たちはただのルームシェアだと理解しているが、そう思わない者もいるだろう。変に誤解されたら、次に水上が誰かと付き合う時に困るだろうからな」

「次に誰かと……」

　璃子はぼんやりと呟いた。

　そんなこと、考えてもみなかった。今はまだ啓一のことで……そしてさっきの友紀奈とのやりとりで頭と心がいっぱいだった。

「今は想像すらできないかもしれないけど、いずれそうなるよ」

「……だといいんですけど」

　璃子は俯きながらため息をついて、サンドウィッチを持っていた手を膝の上に下ろした。

「水上？」

　達樹に心配そうに呼ばれて、璃子は慌てて顔を上げる。

「あ、すみません。ボーッとしちゃいました。そろそろ本来の目的のインタビューをしなきゃですね」

　璃子はトートバッグからＩＣレコーダーとノートとシャーペンを取り出した。込み上げてきた悲しみを紛らわせようと、ＩＣレコーダーのスイッチを入れて元気よく言う。

「それじゃ、早速ですけど、質問していいですか？」

「いいぞ。なんでも答えてやる」

「へー。じゃあ、プライベートなことも聞いちゃおうかな。課長のこと、知りたがってる女の人も多そうだし」

　なにしろ達樹は無愛想とはいえイケメンだし、海外出向から帰ってきた三十二歳の課長なのだ。熱い視線を送っている女性社員がいるのは、彼の歓迎会で見て知っている。

「好みの女性はどういうタイプですか？」

「そういう質問はノーコメントだ」

　真顔で言われて、璃子は小さく舌を出した。

「冗談ですってば。真面目にやります。まずは……インタビューをする時、必ず全員に聞いている質問です。就職する時になぜＯＳＫ繊維開発を選んだんですか？」

　達樹はホットコーヒーをひと口飲んでから話しだした。

「俺が就職活動をしていた十一年前、ＯＳＫ繊維開発が産業繊維開発企業を吸収合併しただろ？」

「はい」

「その時、新事業を展開するために人材を募集しているのを見て、一から企画できるなんて面白そうだな、と思って応募したんだ。水上も、就職した時に広報室が新設されただろ？」

　達樹から逆に尋ねられ、ノートに簡単にメモを取っていた璃子は顔を上げて答える。

「そうなんです。いきなり新設の部署に配属されてびっくりしました。最初はみんなで手探り状態だったんですけど、だからこそやりたいことを片っ端からやってみようってことになったんです。もちろん上手くいかないこともあって……でも、そうやって自分たちで一から取り組むのは楽しいなって思いました」

　その時の気持ちを想起して、璃子は微ほほ笑えんだ。

「なるほど」

「あ、すみません、課長のインタビューなのに、なんで私が話してるんだろ。私って、いっつもいらないことを言うわ、余計なことをするわで、お喋しゃべりとかお節介とか言われるんですよねぇ」

　璃子が肩を落としたのを見て、達樹が穏やかな口調で言葉を発する。

「広報室は賑やかで楽しそうだな」

「そりゃもう楽しいですよ。和気あいあいって感じで！　それじゃ、次の質問いきますね。えっと、今までで一番印象に残っているプロジェクトはなんですか？」

「それは奥おく美み郷さと町のエコハウス・シェア・プロジェクトだな」

　璃子はこれまでに扱ったプロジェクトを思い出してみたが、その名前は記憶になかった。インタビュアーとしてリサーチ不足だったことを反省しながら彼に問う。

「それはどういうプロジェクトですか？」

　達樹はハムサンドを持っていた手を下ろして答える。

「俺が繊維事業部・企画課にいて、ストックホルムに出向する直前まで関わっていたプロジェクトなんだけど、正確にはＯＳＫ繊維開発単独のプロジェクトではないんだ。兵庫県と京都府の境にある奥美郷町は知ってる？」

　璃子は頭の中で近畿地方の地図を思い浮かべた。

「名前を聞いたことはあります」

「奥美郷町に、古民家を再生して宿泊先として提供しようという、いわゆる民泊サービスを行っている〝古民家＠アットホーム〟って会社がある。そこの代表と協力して始めたものだ。昔ながらの古民家を、より環境に優しい施設として再生して、みんなでシェアしようというプロジェクトなんだ」

　璃子はノートに要点を書き込みながら、耳を傾かたむける。

「繊維事業部・企画課は、家庭排水を再生利用するための設備を担当した。そうして他の全ての設備も整ってから、民間の会員を募ったんだ」

「民間の会員ですか？」

「そう。年会費五千円を払えば、再生したその古民家を一年中いつでも好きな時に、一泊三千円で利用できる。いわば有料の別荘みたいなものだな」

　璃子は思わず顔を上げて、達樹を見た。

「それってすごくないですか？　年会費五千円を払えばいつでも一泊三千円って」

「それがウリなんだ。どうやったら奥美郷町に人を呼べるか、どうやったらエコタウンという発想を定着させられるか。そのための話題性が一番の目的だったから」

「確かに印象的なプロジェクトですね！」

　璃子は感心して頷いた。

「うん、ああいうシェアハウスの形態のプロジェクトは初めてだったから、すごくやりがいがあった。今は古民家＠ホームに管理を任せているけど、俺も会員だから事前予約すればいつでも利用できる」

「そんなのがあるって知ってたら、私も会員登録したのにー！」

　璃子が残念そうに口を尖らせると、達樹が小さく笑みをこぼした。

「今でも年に一度、二月から三月にかけて会員を募集している。興味があるならウェブサイトを見てみるといい」

「そうします！」

「で、他にはなにを聞きたいんだ？」

「えっとですね……」

　達樹に言われて、次の質問を確認するために、璃子はノートに視線を落とした。

　そうしてその日の昼休み、璃子は達樹の仕事に関する姿勢について詳しく、そして趣味――ドライブと意外なことに料理――について少し話を聞いたのだった。










上司と部下の不思議な関係




　その日の仕事のあと、璃子は会社から帰ると、啓一と三年間暮らした部屋から退居する準備に取りかかった。荷造りが終わってから連絡をすれば、達樹が車で迎えに来てくれることになっている。

「まずはここから……」

　この二日、足を踏み入れていなかったベッドルームに入った。遮光カーテンが閉じられた薄暗い部屋に、啓一の姿を探してしまいそうになる。

（いるわけないのに……）

　誰もいないダブルベッドを見つめて感傷に浸る。当たり前のように眠っていたベッドとも今日でお別れだ。

「啓一……」

　璃子はいつも彼が寝ていた側のシーツを手のひらで撫なでた。

（私が出ていったら、和田さんがここで啓一と一緒に眠るんだよね……）

　悔しい、悲しい、腹立たしい。それでも、出ていかなければ、今日の友紀奈の剣幕から、本当に近いうちに鍵を変えられてしまうだろう。そうなったらもっとみじめだ。ひと言では説明できない感情が璃子の胸に湧き上がる。

　璃子はベッドに背を向けて、クローゼットの扉を開けた。気持ちを切り替え、無心になって次から次へと荷物を片づけていく。

　吊つるしてあるスーツやブラウスの類はキャリーバッグとボストンバッグに詰めた。下着や冬物の衣類が入っているプラスチック製の衣装ケースはそのまま運び出すことにする。

（これで全部かな……）

　ベッドルームの荷造りが終わると、今度は洗面所の化粧品とリビングの本やＣＤ、小物類を、どうしても持っていきたいものだけを厳選して、段ボール箱に入れる。

「読まない雑誌はもう捨てちゃおう」

　まとめてひもで縛って玄関に置いた。

（ゴミぐらいは啓一に出してもらってもいいよね）

　それが済むと、パンパンと手をはたいて、部屋をぐるりと見回した。

　部屋のほぼ半分を占めていた璃子の荷物は消えたが、啓一のものはそのままだ。窓にかかったグリーンのカーテン、共有していたスチール製のパソコンデスクと椅子、啓一の本やコミックだけが残った本棚……。

　自分のものだけないという状態に、心を半分もぎ取られたような気さえする。

　三年前、啓一とこのマンションを借りた時は、自分と彼のものが増えていくのが嬉しかった。彼との生活を少しずつ積み上げて揺るぎないものにしてきたつもりだったのに、その生活は璃子が気づかないうちに傾き始め、ついに崩れてしまった。

「なーんちゃって、感傷に浸ったりして私らしくない」

　璃子は両頬をペシペシと叩いた。スマホを取り出し、達樹に【荷造り終わりました】というメールを送った。

　彼が来るのを待つあいだ、璃子はリビングのソファに座って膝を抱えた。そうしてじっとしていると、壁のかけ時計の秒針が時を刻む音だけが響いてくる。さすがに十五分もそれを聞いていたら、気が滅入りそうになってきた。

（もう啓一のことは忘れる！　あんな奴のためになんか絶対に泣かない！）

　だけど、いくらそう言い聞かせても、五年もの思いがそう簡単に消えるはずもなく、熱いものが込み上げてきた。

「くぅー、悔しい。呪いを残しておいてやる」

　わざとふざけて魔女のように指を折り曲げ、念を送ってみた。けれど、それで気が晴れるわけもなく、気を紛らわせようとセミロングのストレートヘアをくしゃくしゃとかき回す。

「ああ、もう。課長ってば遅い！」

　厚意で迎えに来てくれる上司に対して文句を言う。忘れ物がないかもう一度チェックしようと立ち上がった時、部屋のインターホンが鳴った。モニターまで行き確認すると、そこには達樹が映っている。

「課長、今開けます」

　オートロックの解除ボタンを押した。彼が三階に上がってくるあいだに、ボストンバッグとキャリーバッグを玄関に運んだ。玄関のドアを開けると、ちょうど共用廊下を歩いてくる達樹の姿が見えた。会社にいた時と同じ、ホワイトのワイシャツにブラックのスラックス姿だが、ネクタイはもう締めていない。

「ご迷惑をおかけします」

　璃子は達樹に向かって頭を下げた。

「気にするな。他の荷物は？」

「中に段ボールと衣装ケースがあって……重いので手伝ってもらえますか？」

「わかった。部屋はどこだ？」

　璃子はドアを開けたままストッパーで止めた。達樹の先に立って、ベッドルームまで案内する。

「それじゃ、始めるか。衣装ケースは俺ひとりで運ぶから、水上は玄関の荷物を頼む」

「はい」

　達樹が衣装ケースを持ち上げたので、璃子は先に部屋を出た。玄関でキャリーバッグの上にボストンバッグを置き、達樹が出てきたのを確認してドアを閉める。そうして一緒にエレベーターに乗って一階に下りた。

「俺の車はあそこだ」

　達樹が顎で示したのは、来客用駐車場に停められている彼のＳＵＶだ。達樹があらかじめ後部座席を倒しておいてくれたので、そこに荷物を運び入れた。それから二往復して、もう一度部屋に戻った。

　リビングで最後の段ボール箱を持ち上げて、達樹が言う。

「忘れ物はないか？」

「忘れ物……」

　璃子は小声で呟き、ぐるりと部屋を見渡した。

（置いていけるなら、啓一への気持ちを置いていきたいよ……）

　達樹も同じように部屋を見回し、璃子に問う。

「割れ物はなかったようだが、食器類は？」

「持っていかないでおこうかなと」

　璃子は寂しげに微笑んだ。

「そうか……」

　達樹が目を細めて璃子を見た。けれど、いつものような鋭さはなく、気遣うような優しい眼差しだ。彼が『本当にいいのか』と聞くように首を傾けるので、璃子は考え直した。

「あ、でも、やっぱり持っていきます。すみません、ちょっと待っててください」

　璃子は急いでキッチンに向かった。お揃いのマグカップや茶碗などは、置いていってもきっと友紀奈に捨てられるだろう。お気に入りのものもあるのに、それは悲しい。

　大切なものだけ新聞紙にくるみ、ビニール袋に入れた。改めてリビングとダイニングを見渡す。

（ふたりで家具店に行って買ったソファ。並んで座って一緒にテレビを見たよね。スチールラックの上には旅行ガイドブック。温泉や海で、一緒に楽しい時間を過ごしたのに……）

　思い出すと、また鼻の奥がツンと痛んで、目にじわじわと熱いものが浮かんでくる。

「水上？」

　達樹に声をかけられて、璃子はゆっくりとそちらを見た。彼が璃子の表情に気づいて顔を曇らせる。

「どうしたら置いていけるんでしょうね」

　璃子の呟きに、達樹がわずかに首を傾げる。

「啓一の思い出と一緒に、彼を好きだった気持ちも置いていきたいのに」

　璃子は視界が滲み、ぼんやりと目を床に落とした。

「そんな風に……思うんだな」

　達樹が低い声で言って、璃子の前に立った。

「すみません。手伝いに来てくださったのに、うじうじと愚ぐ痴ちって」

　璃子は上司の親切を思い出し、気持ちを切り替えようと顔を上げた。達樹の瞳は気遣わしげだ。

「仕事中は気丈に振る舞っていたから、大丈夫なのかと思ったが」

　璃子は大きく息を吸い込んだ。

「大丈夫なつもりだったんですけどね……」

　涙がこぼれそうになり、璃子が瞬きをしたのに気づいて、達樹が穏やかな声で言う。

「気の利いたセリフはかけてやれないが……泣きたい時には泣けばいいんだ。気持ちは吐き出したい時に吐き出せばいい。俺の前でまで強がる必要なんてないだろう？」

「それ……十分気の利いたセリフですよ。そんな優しいことを言われたら、私、本気で泣いちゃいますよ」

　今にも涙がこぼれそうで、璃子は手を目元に添えた。

「俺は気にしない。水上だって今さら気にしなくていいんじゃないか？」

「ホントですね……課長の前では散々醜態をさらしたんだから……」

　そう思うと、肩の力がふっと抜けた。悲しいのに達樹の言葉がおかしくて、璃子は泣きながら笑っていた。

「泣いたり笑ったり、お前は本当に忙しいな」

「……課長のせいじゃないですか……」

　璃子は頬を伝う涙を片手で拭ったが、涙はあとからあとから溢れてくる。それを見た達樹が、温かい眼差しを璃子に向けた。

「胸を貸してやろうか？」

「……お願いします……」

　肩に達樹の手が回され、彼のほうへと引き寄せられた。璃子はゆっくりと彼の胸に顔をうずめる。達樹には沢山迷惑をかけているのに、それでも彼は面倒くさがるそぶりもなく、璃子の背中をそっと撫でてくれた。




　ＳＵＶに乗せられて達樹のマンションに到着した時には、もう十時半近かった。

「あと少しだ。頑張れるか？」

　助手席でずっと黙ったままの璃子を見て、達樹が気遣うように言った。璃子は心身ともに疲れきっていたが、気力を奮い起こして頷いた。

　段ボール箱と春物の入った衣装ケースを達樹に頼んで、自分は割れ物の袋を持ち、ボストンバッグをのせたキャリーバッグを引く。エントランスの前で足を止めて見上げたマンションは、夜空に向かって高く伸びている。

「ここって何階建てですか？」

「十八階建てだ。行くぞ」

　達樹が歩きだしたので、璃子も続いた。エレベーターで十階にのぼり、ピンクのカーテンの部屋まで荷物を運んだ。それを三回繰り返したあと、達樹が片手を腰に当てて口を開く。

「もうひとつ重労働があるんだが」

「あ、そうでした」

　公園での昼食のあと、リビングで使っているソファベッドを貸してもいい、と達樹が言ってくれたのだ。布団を買わずに済むので、璃子はその申し出をありがたく受けた。

　早速、達樹に連れられてリビングダイニングに入り、グレーのロータイプのソファベッドを一緒に持ち上げた。廊下に出てから部屋まで行くのが予想外に困難で、手こずってしまう。

「誰か男に手伝わせればよかったんだが、頼む時間がなかったんだ」

「だ……いじょうぶです」

　達樹の合図で斜めにして部屋の入口から運び込み、カーテンのそばに置いた。

「これで今晩は問題なさそうだな」

「はい、ありがとうございます」

　璃子が疲れた両手をブラブラと振り、ふぅと息を吐くのをじいっと見ていた達樹は、思いついたように言う。

「水上はお好み焼き、好きかな？」

「え？」

　突然聞かれて、璃子はよくわからないまま達樹に視線をやる。

「腹減らないか？　作るから一緒に食べよう」

「でも、夜遅いし、私、そんなに……」

『お腹は減ってない』と続けようとしたが、気持ちとは裏腹にお腹がキュルキュルと音を立てた。

「わ」

　恥ずかしくなって璃子の顔が真っ赤になった。それを見て達樹が頬を緩める。

「今日は疲れただろうから特別だ。上司の手料理を食べる機会なんて、そうそうないぞ」

　泥酔して、勘違いからキスして、号泣して、元カレの新しい彼女との修羅場を見られて、おまけにお腹の音まで聞かれたのだ。ここはもう遠慮なんかせずに、開き直って彼の厚意を受けよう、と璃子は思った。

「そうですね、じゃあ、私も手伝います」

「いや、いいよ。水上は荷解きがあるだろ。俺に任せておけ」

　達樹の片方の口角がキュッと上がり、いつもキリッとしている目元がほころんでいる。普通の人がそんな表情をしても少し笑った程度にしか見えないが、これまでの彼の無表情さから考えると一番笑顔らしい笑顔だ。

「それじゃ、お言葉に甘えちゃいますね」

「ああ、できたら呼ぶ」

　達樹が出ていき、璃子は窓に近づいてそっとカーテンを開けた。彼の家は南西の角部屋で、この部屋からは西側の街の様子が見渡せる。遠くに見える市内の高層マンションの夜景がとても綺麗だ。

　さすがにいろいろあって疲れていて、このままソファベッドに横になりたい気分だったが、せめて服くらいは出しておかないと明日の朝困ることになる。

　璃子は軽く両頬を叩いた。

「よーし、荷解き、荷解き！」

　気合いを入れ直して作業に取りかかる。とはいえ、段ボール箱を開けたものの、片づける場所がないことに気づき苦笑いした。

「いるものだけ出して、あとはこのままにしておこう」

　必要最低限の化粧品やアクセサリー、ポーチだけを出して、もう一度フタを閉め、段ボール箱を隅に押しやった。衣装ケースは達樹がクローゼットに運び込んでくれたので、あとはキャリーバッグとボストンバッグから通勤着を出して、クローゼットに吊すだけだ。

　けれど、バッグにギュウギュウ詰めにしてしまったせいで、お気に入りのブラウスが皺になっていた。皺を伸ばしながら吊しているうちに、キッチンから芳ばしい香りが漂ってくる。おかげでさらに空腹を感じて、目まいまでしてきそうだ。

（こんなどん底な気分でもお腹が空くんだ）

　でも、それは今、こうして達樹の部屋にいるからかもしれない。もしビジネスホテルにひとりで泊まっていたら、きっとなにも食べずにベッドに入り、余計に気力を失っていただろう。

　達樹に同居させてもらえることになったのをありがたく思った時、彼の声が聞こえてきた。

「水上、できたぞ」

「はぁい！」

　璃子は大きな声で返事をしてダイニングに向かった。テーブルにはでき上がったお好み焼きがふた皿並んでいて、たっぷりのソースと綺麗な波模様を描くマヨネーズの上で、鰹かつお節ぶしが踊っている。

「課長って……」

「なんだ？」

「前も思いましたけど、ホント、料理上手ですね」

　璃子は感心しながら言った。

「そうか？」

「はい。趣味が料理っていうのも納得です。啓一なんか、お好み焼きをひっくり返すのが苦手で、私がやってあげないと……」

　璃子は思わず口をつぐんだ。

（啓一への思いは彼のマンションに置いてきたかったのに）

「ほら」

　達樹が冷蔵庫から缶ビールを出して璃子の前に置いた。

「今日は好きなだけ飲んでいいからな」

　上司の思いやりが胸に染しみる。

「課長……」

『ありがとうございます』と言うより早く、達樹が真顔で告げる。

「ただし、俺を襲うなよ」

「お、襲いませんよっ！」

　璃子は憤慨しながら椅子に座った。

（課長って冗談なのか本気なのかよくわかんない）

　けれど、よくよく観察すると目元が緩んでいるので、きっと冗談なのだろう。

「冷めないうちに食べるぞ」

　着席した達樹に促され、璃子はパチンと手を合わせた。

「いただきます！」

　達樹もつられたのか、手を合わせて「いただきます」と呟いた。

　璃子は持参した若わか狭さ塗ぬり箸ばしを取って、お好み焼きを口に入れた。熱々の生地の中からぷりっとしたエビが出てくる。

「あ、エビ玉!?」

「残念、シーフード玉だ」

「え、じゃあ、イカもホタテも入ってますか？」

　璃子はお好み焼きを箸で切りながら尋ねた。

「冷凍シーフードミックスのだけどな」

　達樹が言って、お好み焼きを口に運んだ。

「へえ、そういうのが常備されてるんですね。課長って意外とマメなんですねぇ」

「冷凍庫にシーフードミックスが入っていたら、その男はマメなのか？」

　達樹に聞かれて璃子は眉を寄せる。

「課長ってばイチイチ難しい」

「悪かったな」

　達樹が自分の缶ビールを手に取ったのを見て、璃子もプルトップを開けてその苦い液体を喉に流し込む。

「なかなかの飲みっぷりだな。水上はビールが好きなのか？」

　今さら課長の前で気を遣っても仕方がないか、と璃子は開き直って答える。

「実はあんまり」

「そのわりには俺の歓迎会で、たらふく飲んでいたと思うが」

　達樹に視線を向けられ、璃子は片手を口元に当てた。

「えー、見てたんですか？」

「当たり前だ。俺は帰国して日が浅いから、部下のことをあまり知らない。普段の言動を観察して、どういう性格なのかできるだけ早く把握したいと思ってる」

「そうなんですね。じゃあ、私はどんな人間に見えました？」

　気になって璃子が尋ねると、達樹がニヤッと笑う。

「面白い人間だと思った」

「お、面白い!?　なんですか、それ！　普通、仕事が早そうとか、信頼できそうとか、そういう評価をしませんか!?」

　璃子は無意識にビールの缶を握り締めた。

「仕事上の評価を下すのはこれからだ。ただ、信頼できそうだとは思っている。そうでなければ、ここには呼ばない」

「なるほど……」

　一応は悪い評価ではないらしい、と安心しつつも、複雑な気持ちでお好み焼きを完食した。

「さて、食べたら水上は先にシャワーを使うといい」

「作っていただいたので、食器を洗います」

　璃子の申し出に、達樹が首を横に振る。

「食洗機に入れるだけだ。気を遣うな」

「じゃあ、明日の朝ご飯は私が作ります！」

　璃子は意気込んで宣言したが、達樹が迷うように首を傾ける。

「その申し出はありがたいが、水上の負担にならないか？」

　璃子は達樹の言葉に苦い思いになり、目を伏せて口を開く。

「今までだって、ふたり分作ってきたんです。なにも変わりませんよ」

「そうか……。水上がそう言うなら任せようか」

「はい！　それぐらいさせてください！」

『承りました』という意味を込めて、璃子はにっこり微笑んだ。

（いくら元カレの新しい彼女に追い出されたことを哀れんでくれているのだとしても、甘えてばかりではいけないよね）

　そう思った時、達樹が事務的な口調で言った。

「だが、基本的には互いに無干渉だからな。明日の夜からは気を遣わなくていい。それぞれ好きな時間に好きなものを食べよう」

「それでいいんですか？」

「ああ。俺はどうせ遅くなる。水上は気にせず、自分のことだけやっておけ」

　その言葉に、璃子は急に突き放された気分になった。

「あ、はい」

「冷蔵庫にあるものは勝手に使って構わないが、他に必要なものがあれば自分で買うように」

「わかりました」

（ルームシェアってやったことないからわかんないけど……こんな風に毎日一緒に食事をするわけじゃないんだ）

　彼がお好み焼きを作ってくれて、一緒に食べたことに、地の底まで沈んでいた気持ちを救われた気さえしていた。それだけに寂しさが芽生える。

「どうした？」

　達樹に問われて、璃子は慌てて残っていたビールを飲み干した。

「いいえ、なんでもありませんっ。ごちそうさまでした！　それじゃ、先にシャワーをお借りします！」

　立ち上がって食器をシンクに入れると、ピンクのカーテンの部屋に戻った。










秘密の同居




　どこか遠くのほうから、味気ないアラーム音がかすかに聞こえてきた。

『璃子も好きな曲を目覚ましの音楽に設定したらいいのに』

　同棲し始めて間もないある朝、啓一に言われた言葉が璃子のぼんやりとした頭に蘇ってきた。

『好きな音楽にすると、聴きながら二度寝しちゃうからダメなのよ』

　璃子がそう返すと、彼は『じゃあ、璃子を起こすのは俺の役目だね』と微笑んでキスをしてくれた。

（ああ、そうだ……。あれから啓一は、私を毎朝『璃子』って呼んでキスして起こしてくれるようになったんだよね……）

　夢見心地でそんなことを思った。そのあいだに耳障りなアラーム音は少しずつ大きくなる。それでも璃子は気持ちよい眠りから引きずり出されまいと、毛布を頭の上まで引き上げてくるまった。

　そうして無視を決め込むと、ほどなくしてアラーム音が消え、襲いくる睡魔にあっさり白旗をあげた璃子は、再び眠りに落ちかけた。けれど、今度はドアがノックされる大きな音が聞こえてくる。

「水上？　水上！」

　くぐもった声で呼ばれた。璃子はソファベッドの上で身体を丸めながら、ぼんやりと呟く。

「名字じゃなくて名前で起こしてよぅ……。いつもみたいに『璃子』って呼んで優しくキスして……」

『璃子はしっかり者なのに、朝だけはホント、弱いんだなぁ』

　啓一の呆れたような、でも優しい笑い声が聞こえてきそうだ。

　二年付き合ってから始めた同棲は、ふたりに新鮮な喜びを与えてくれた。啓一のそばにいて、彼のためにご飯を作って、洗濯と掃除をして……一緒にいるのが楽しくて幸せだった。

「キスして起こしてくれたら、いつもみたいに朝ご飯を作ってあげる……」

　寝ぼけた甘え声で言葉を紡いだ時、耳元で低い声がした。

「璃子、起きろ」

　吐息に耳をくすぐられて、首筋がぞぞっとする。

「うわぁぁぁっ」

　慌てて跳び起きようとしたが、毛布にくるまれている身体は言うことを聞かず、璃子は無様にもじたばたしただけだった。

「朝からミノムシごっこか？　楽しそうだな」

　言葉とは反対にあまり楽しそうに聞こえない声の主のほうに顔を向けると、そこにはすでにスーツに着替えている達樹の姿があった。ソファベッドの傍かたわらで片膝をついて、璃子の顔を覗き込んでいる。

　温かな夢の登場人物ではなく、不機嫌課長の顔が目の前にあり、璃子はパニック状態であわあわと口を開く。

「どっ、どうして課長がここにいるんですか！」

「一緒に住んでいるからな」

　その言葉でようやく事態を呑み込めたものの、璃子の動揺は治まらない。なぜなら、今はパジャマ姿で、なによりすっぴんだからだ。

「そうじゃなくて！　部下の部屋にっ、女性の部屋にっ、朝からっ！　い、一体いつ入ってきたんですか!?」

　璃子が早口で抗議し、達樹が淡々と答える。

「どうしてかというと、大音量でアラームが鳴り響いているのにもかかわらず、お前がいつまで経っても起きてこないからだ。いつかというと、ついさっきだ。お前が『名字じゃなくて名前で起こして』と言った辺りだな。ついでにご所望のキスもしてやろうか？」

「お、襲わないって約束したのに！」

　声を荒らげる璃子に、達樹が平然と返す。

「襲わないと約束したのは水上のほうだ」

「そんなの、へりくつ～」

　璃子が慌てて毛布に顔を隠すと、低い笑い声が降ってきた。

「水上がいると、部屋が賑やかでいいな」

「うるさいってよく言われますけどぉ……」

　璃子が毛布から目だけを覗かせた時、達樹が彼女の寝癖のついた髪にポンと手をのせた。

「俺はうるさいとは思わないけどな」

　達樹が穏やかな表情を見せたので、璃子はホッとして小声で言う。

「それは、どうも……」

「それはそうと、そろそろ起きないと遅れるぞ。女は朝からいろいろ忙しいんだろ？」

　その言葉で璃子はハッとした。

「わ、私が朝ご飯作るんだった！」

　慌てながらどうにか起き上がった時、達樹がこともなげに言ってのける。

「朝飯はできている」

「えっ、も、申し訳ありません」

「なぜ謝るんだ？」

「だ、だって、私、朝ご飯を作るって約束を守らなかったんですよ……。約束を破るなんて社会人失格です」

　うなだれながら呟く璃子に、達樹が目元を緩めた。

「今は会社じゃない。気にするな」

　達樹は立ち上がってドアに向かった。そのまま出ようとして足を止め、璃子を振り返る。その目はわずかに輝いていて、楽しそうにも見えた。

「それに、俺はわりとこういうの、好きみたいだ」

　直後、ドアがパタンと閉じられた。

　璃子は、こういうのってなんだろうと思ったが、スマホの時刻表示を見て青ざめた。

「わわわわっ、大変っ！」

　早く朝の身支度を整えなければ、とソファベッドから急いで出る。

　窓に目をやると、ピンク色のカーテンを通してほんのりと朝の光が差し込んでいた。

（課長と一緒に住んでたのって、どんな人だったんだろう……）

　カーテンの花柄の刺しゅうが、淡いピンクの光の中に浮いているように見えて、とても綺麗だ。

（女性だったのは間違いないよね。食器棚には夫婦茶碗もあったし……。やっぱり私たちと一緒で……結婚を前提に同棲してたのかなぁ）

　気になってあれこれ考えそうになり、慌てて首を横に振る。昨晩、達樹に『互いに無干渉だ』と言われたばかりだ。

（詮索してうるさがられて追い出されたら困るし、しばらくは大人しくしておこう）

　そんなことを思っていたら、達樹の声が飛んできた。

「水上！　遅刻するぞ！」

「わかってます！」

　璃子は大きな声で返事をすると、手早く着替え、洗面所に行って顔を洗った。大急ぎでメイクをしてダイニングに向かう。璃子が来たのを見て、達樹がテーブルの上にある花柄のマグカップに、コーヒーメーカーで淹れたコーヒーを注いだ。そのマグカップは、璃子が啓一の部屋から持ってきたお気に入りのものだ。

「ありがとうございます」

「コーヒークリームがいるなら帰りに買ってこようか？」

　達樹がマグカップを璃子の前に置きながら聞いた。

「いいえ、牛乳のほうが好きです」

「じゃあ、冷蔵庫から自分で出してくれ」

「はい」

　璃子は言われた通り、冷蔵庫から牛乳を出した。会社の上司と一緒のこの時間にドギマギしつつも、達樹の部屋で朝食を食べるのが二回目だからか、朝の慌ただしさに紛らわされているのか、思ったほどの違和感を覚えないのが不思議だ。

　席に着いて手を合わせ、「いただきます」の声とともに食べ始める。達樹はすでに新聞を読んだようで、テーブルには折りたたまれたそれが置かれていた。

「課長は随分早起きされたんですか？」

「そうでもない。いつも通り、今から三十分前に起きた」

「ひとりでですか？」

　璃子の問いかけに、達樹が顔をしかめる。

「普通、ひとりで起きるだろう」

　啓一と別れる前の璃子はともかく、達樹の場合はひとりで暮らしていたのだから、それは当然のことだろう。

　間抜けな質問をしてしまったことが恥ずかしくて、璃子は慌てて話題を変える。

「それはそうと、なにか面白いニュースはありました？」

　達樹は新聞の内容を思い出すように天井を見てから、璃子と目を合わせた。

「面白いものはなかったな」

　達樹の返事を聞いて、璃子は質問を変える。

「じゃあ、興味深いニュースは？」

「ああ、興味深いものはあった。気候変動の会議が進展しそうだ」

　達樹がフォークでウインナーを刺しながら言った。

「あ、それ、読みたいです！」

　璃子は手の中のロールパンから新聞に視線を送った。

「食べてからにしろ」

「はぁい」

　一応返事はしたものの、記事が気になって仕方がない。

　璃子の仕事であるエコタウン関連の事業のＰＲには、温暖化防止や持続可能な開発に関する情報が欠かせないのだ。けれど、それを抜きにしても、先進国と新興国との対立から膠こう着ちゃく状態にあった会議が動きそうだというのは、嬉しいニュースだ。

「こういう時、いかに世界の情報とうちのプロジェクトとを結びつけられるかが、私たち広報室の腕の見せどころなんですよね～。世界的な取り組みに貢献するために、ぜひＯＳＫのエコシステムの導入を！って感じで」

　璃子がワクワクしながら話すと、達樹が目を細めて彼女を見た。

「やっぱり水上は笑ったほうがいいな」

「へ？」

　突然の言葉に、璃子は瞬きをした。

「思ったことを口にしたまでだ。泣いているよりも笑っているほうがずっといい。そうやって少しずつ笑顔を取り戻したら、いつか心から笑えるようになる。きっとな」

　胸に染み入るような低い声で言われて、不覚にも璃子の目頭が熱くなった。

「あ、朝から泣かせないでくださいよ……」

（いつも無愛想なくせに、ピンポイントでぐっとくるセリフを吐くんだから……）

　マグカップに視線を落とした。手が触れたせいでカフェオレの表面が揺れ、映っていたダイニングの丸い明かりが崩れる。

（課長がこんなにも胸に響くようなことを言うのは、もしかして……）

　璃子は顔を上げた。

「課長も……同じような経験をされたんですか？」

（結婚を考えていた人に裏切られて出ていかれ、二度と笑えないと思ったのに、また笑えるようになったの……？）

　そう問うような璃子の目を見て、達樹が首を横に振った。

「俺は泣かせたほうだ」

　その声には苦い響きがあった。

「えっ」

　予想していなかった返事に驚き、璃子は息を呑んだ。

「だけど、彼女は今はもう笑ってる」

　達樹がふっと目をそらし、重苦しい沈黙がテーブルに落ちた。

（課長が泣かせたって……どういうこと？　啓一みたいに浮気したの？）

『なにをしたんですか？』と聞きたい好奇心もあるが、達樹の顔はそんな疑問を受けつけない厳しさを漂わせていた。まさしく〝不機嫌課長〟の顔だ。

　璃子がじっと見ていることに気づいて、達樹が視線を戻す。

「先に行け。遅刻するなよ」

「あ、は、はい」

　璃子は残っていたオムレツを慌てて頬張った。ハンドバッグを取りに部屋に向かいながらも、達樹の言葉が気になっていた。

（『俺は泣かせたほうだ』って……？）




　そのことは会社に向かうあいだ中、ずっと気になっていた。

　とはいえ、いつまでもその疑問にとらわれている時間はない。出社すると、早速璃子は達樹のインタビューの文字起こしから始めた。

　その他にも、璃子には沙織がまとめるエコタウンプロジェクトの概要をもっと噛み砕いた内容にして、会社のホームページに掲載するという仕事がある。でも、友紀奈の翻訳が終わらないことには、沙織も璃子も仕事を進めることができない。

　友紀奈には今日中で、と翻訳をお願いしているので、ふたりは他の業務に取りかかり、七時前にその日の仕事を終えた。

　優太は定時の五時三十分に退社したので、残っていた璃子と沙織はオフィスの電気を消してドアを閉めた。一緒にエレベーターホールに向かい、沙織が下降ボタンを押しながら口を開く。

「そういえばさ、昨日の帰り際に和田さんとの一件を説明してくれたけど、彼女に出てけって言われたんだよね？　引っ越し先は見つかったの？」

　沙織に問われて、璃子はドキッとした。

（課長とルームシェアしてることは秘密だけど、啓一の部屋を出たことは報告しないと……）

「うん、急きゅう遽きょ引っ越したよ」

「えっ！　もう!?　新しい部屋がよくそんなすぐに見つかったね」

　沙織が驚いたように目を丸くした。

「あー、うん。見つかったっていうか、知り合いが空いてる部屋を貸してくれることになって」

「そっか。知り合いって親戚？」

「親戚じゃないけど、まあ、知り合い」

　璃子は視線を、エレベーターのボタンからエレベーター脇の観葉植物へと落ち着きなく動かした。そんな璃子の言葉に沙織が眉を寄せる。

「大丈夫なの？」

「どういうこと？」

　璃子はチラッと沙織を見た。

「だって、知り合いってどういう知り合い？　男？　女？」

　沙織の追及が厳しくなってきたので、璃子は心の中で『エレベーターよ、早く来い』と念じた。その甲か斐いあってか、すぐにエレベーターの扉が開き、乗り込みながらさりげなく答える。

「お世話になったことのある人」

「で、男？　女？」

「……男」

　沙織に聞かれて、璃子は嘘がつけず、つい正直に答えてしまった。

「えーっ。もしかして独身？」

　沙織の声が大きくなった。

「うん」

「部屋を貸してくれるってことは、その人と璃子って親しいんでしょ？　山城くんと別れたんだし、恋愛関係になったりしないの？」

「ないなぁ。そんな気になれないし、向こうにだってその気はないよ」

　璃子は視線を斜め上に向けて、エレベーターの階数表示を見た。

　達樹は思ったよりも話しやすいし、今朝などは『ご所望のキスもしてやろうか』と言われたが、あれはどう見ても璃子をからかっただけだ。

「そうなんだ。まだつらいよね……」

　沙織がしんみりと呟いた。また悲しい気分に襲われそうになって、璃子はわざと明るい声を出す。

「でも、もう泣かないって決めたの。啓一のためにいつまでもめそめそしない」

「それでこそ璃子だよ。山城くんよりいい男なんて沢山いる！」

　沙織が元気づけるように璃子の背中を軽く叩いた。

「でも、出会えるかどうかわかんないけどね」

　小さく肩をすくめる璃子を、沙織が励ます。

「きっと大丈夫だよ！　これからの日本に必要なのは、璃子みたいに仕事と家事を両立できる女性なんだから」

「両立かぁ……。なんかもう疲れちゃった。啓一にあんなに一生懸命尽くしたのに、こんな結果になっちゃったんだもん」

　啓一との別れを思い出して、知らず知らず璃子の肩が落ちた。

「そっか……。じゃあ、今はなにも考えないで、心を癒やすほうが先だね。部屋のことでは力になれなくてごめんね。でも、私は璃子の味方だよ」

「ありがと」

　エレベーターが一階に着いたので降り、ふたりは並んで本社ビルから外に出た。空はもう暗くなっていて、いくつか星が小さく瞬いている。

　正門を出たところで、璃子は帰り道が違う沙織と別れた。達樹の部屋へは啓一の部屋に帰るのと同じ路線を使うが、方向は逆だ。啓一との思い出をたどらなくて済むことにホッとしながら、璃子は駅に向かった。

　商店街を抜けたところにある改札を通り、電車に乗って最寄り駅で降りた。駅前のスーパーを素通りしようとして、ふと足を止める。

（課長にはお世話になりっぱなしだし、晩ご飯くらい作ろうかな。『気を遣わなくていい』って言われたけど、作ったら食べてくれるかも。課長はどんな料理が好きなんだろう？　ずっと海外にいたから和食のほうがいいかな）

　そんなことを考えながら、スーパーに入って食材を選び始める。野菜や精肉のコーナーをぐるぐる回ったが、結局無難な肉じゃがにすることにした。

　エコバッグを提げて、達樹の部屋があるマンションへと帰る。飲み会の翌日や引っ越しした昨日はバタバタしていて、じっくり眺める暇はなかった。だが、今こうして近くから見ると、それはマンションの多いこの辺りでもひと際大きい建物だった。壁は白みがかったグレーの重厚なタイル張りで、窓を大きく取った都会的な外観をしている。

（いいとこに住んでるんだ～。治安もよさそうだし、長く住むにはいいよね。課長もそんなことを思ってここを借りたのかな……）

　璃子はハンドバッグから今朝借りた合い鍵を取り出し、入口のオートロックのセンサーにかざした。静かに開いた自動ドアを抜け、クリーム色の壁の明るいエントランスを通ってエレベーターで十階に上がる。

　玄関ドアを開けて帰宅すると、リビングダイニングに入り、キッチンカウンターに食材入りの袋を置いた。

「課長は何時に帰ってくるのかな……？」

　呟きながら、炊飯器に米をセットし、肉じゃがを作り始める。達樹自身は『どうせ遅くなる』と言っていたが、具体的に何時とは聞いていない。

（よかったら食べてください、ってレベルでいいよね。もし課長がどこかで食べて帰ってきたら、お弁当にして私の明日のお昼ご飯にすればいいや）

　そんな感じで気負わず気楽に料理して、肉じゃがとほうれん草のおひたし、ワカメと豆腐の味み噌そ汁しるを作った。

　ご飯も炊き上がり、夕刊を読んだりテレビを見たりしながら時間を潰したが、九時近くになっても達樹が帰ってくる気配はなかった。

（ベトナムの新規プロジェクトがあるって言ってたし、きっと仕事、忙しいんだろうな……）

　待つのをやめた璃子は、皿に盛りつけて、ラップをかけた達樹の分と一緒に料理をダイニングテーブルに並べた。そして、スーパーで買った缶カクテルを冷蔵庫から取り出し、席に着いて食べ始める。

（うん、我ながら上手に作れた。啓一も肉じゃが、好きだったよね……）

　そんなことを思ってハッとする。

（もう啓一は関係ないから！　これは課長のために作ったんだし！）

　ほとんどは自分のためなのだが、この際、そんなことはどうでもいい。余計なことを思い出さないよう、璃子は黙々と食事を終えた。食器を洗って水切りカゴに伏せてから、ダイニングテーブルにノートパソコンを持ってくる。

（暇だから、エコタウンのホームページでもじっくり見てみよう）

　スウェーデン語のページは読めないので、右上隅にあるＥイＮンＧグＬリＩッＳシＨュのアイコンをクリックして英語のページに飛んだ。会社概要とエコタウンのマップは達樹のインタビューの前に見てしまったので、他のアイコンをクリックする。そのうちに、スタッフ紹介のページを見つけた。そこに表示された数枚の写真の中に、見覚えのある男性の顔が小さく写っている。

「あ、課長だ。しかもすんごい笑顔」

　達樹が青い作業着姿で、同じような格好の男性たちと談笑していた。

（こんな風に笑えるのに、なんで課長は日本では笑わないんだろう。やっぱり本当は帰国したくなかったの……？　もしかして、泣かせた彼女と顔を合わせるのが気まずいから？）

　達樹によると、彼は〝泣かせたほう〟なのだ。璃子が啓一に対して抱いたのと同じような感情を、達樹の元カノが彼に対して抱いていると思っている可能性がある。

（でも、『彼女は今はもう笑ってる』って言ってたから、仲直りはしたのかな……？　いつ会ったんだろう……。同じ会社の人？　でも、それなら噂うわさになるよね。違う会社の人なのかな。いつ別れたんだろう。ストックホルムに出向する前？）

　考え始めると、どんどん気になってきてしまう。

（ああ、ダメダメ。プライベートなことに首を突っ込みすぎちゃ）

　璃子は自分を戒めるように両頬を軽く叩いて、パソコンのモニターに視線を戻した。




　ウェブサイトを見ていたはずが、いつの間にかテーブルに突っ伏して眠っていたようで、璃子は玄関のドアが開く音で目を覚ました。目を擦りながらリビングのかけ時計に視線をやると、午後十一時前だ。

「おかえりなはい……」

　璃子があくびを噛み殺しながら伸びをした時、達樹がリビングダイニングに入ってきた。

「なんだ、まだ起きてたのか」

　璃子がダイニングテーブルに座っているのを見て、達樹が言った。

「うたた寝はしてましたけど。それより、課長、夕食は済みましたか？　肉じゃが作ったんで、よかったらどうぞ。温め直しますよ」

　璃子が向かい側の席の皿を示すと、達樹が表情を曇らせた。

「悪い、食べてきた」

「あ、そうなんですね。気にしないでください。自分の分のついでに作っただけだし、明日、私のお弁当にしますから」

　璃子が片づけようと皿に手をかけるのを、達樹が言葉で止める。

「ちょっと待て。水上がせっかく作ってくれたんだから、食べてみたい」

「無理しなくていいですよ」

　璃子は達樹が気にしないよう微笑んだ。

「無理などしていない。バーで軽くつまみながら飲んできただけだから、満腹ってわけじゃないんだ」

「じゃあ、温めますね」

　璃子は立ち上がってキッチンに向かった。達樹がネクタイに指を入れ、緩めながら椅子に腰を下ろす。いつもきっちりしているので、その着崩した感じが新鮮だ。

　璃子はカウンターキッチンから達樹に話しかけた。

「課長はいつもバーに寄るんですか？」

「いつもじゃないが、今日は俺が帰ってくるまでに水上がシャワーを浴びたらいいかと思って」

　そう言われて、璃子は鍋を混ぜていた手を止めた。

「気を遣って、わざわざ遅く帰ってきてくれたんですか？」

　返事がないので達樹のほうに目をやると、彼は頬杖をついていた。大きな手に隠れていてわかりにくいが、横顔が照れているようにも見える。

　会社にいる時にはない細やかな気遣いを示されて、璃子はなんだかくすぐったい気分になった。口元が自然に緩んでしまう。

「課長って、本当は不機嫌課長じゃないんですよね」

　璃子の言葉に、達樹はなにも言わず視線だけ彼女のほうに向けた。

「エコタウン研究センターのホームページで、課長の満面の笑みを見つけましたよ」

「あー……あれか」

　達樹が大きな手で目の下まで顔を隠した。

「課長は……日本に帰ってきたくなかったんですか？」

　その問いかけには返事がない。璃子は温め直した肉じゃがと味噌汁、炊飯器からよそったご飯を達樹の前に置いた。

「ありがたくいただくよ」

　達樹が言って箸を取り上げた。

　璃子がさっきの疑問をもう一度ぶつけようかと思った時、達樹が口を開く。

「日本に帰ってきたくなかったわけじゃない。ベトナムでのプロジェクトが承認されて、それを引き受けることが決まっていたからな」

「そうですか」

　璃子はペットボトルの麦茶をグラスに注ぎ、達樹に差し出す。

「それはそうと、課長のインタビュー、なかなかいい感じにまとまってますよ。それで、写真なんですけど、そのエコタウン研究センターのものを使ってもいいですか？」

「なに？」

　達樹がご飯を食べていた手を止め、璃子を見た。

「ステキな笑顔だし、不機嫌課長の汚名返上になりますよ」

　璃子は自分の思いつきにワクワクしたが、達樹はぶっきらぼうに言った。

「別に汚名は返上しなくていい」

「どうしてですか？」

　璃子の問いに答えることなく、達樹は肉じゃがを食べた。しばらく味わって頬を緩める。

「うん、うまいな。中までしっかり味が染みてる。疲れている時にはホッとするよ」

「お口に合ったようでよかったです」

　そう返しながらも、璃子は話題をそらされたことに気づいていた。とはいえ、話を変えたということは、触れられたくないということなのだろう。璃子もあえて追及せずに別の話をする。

「今日のお昼は、移動オムライス屋さんで買ったんですよ。でも、あの狭いオフィスで食べたくなくて、沙織と一緒に公園に行きました。天気がよくて気持ちよかったですよ。課長はどこで食べました？」

「社食」

　達樹は短く答え、ご飯を口に入れた。

「青葉くんも行ったみたいですよ。会いました？」

　璃子の問いかけに、達樹がわずかに眉を寄せる。

「あいつ、静かに食べていた男性社員たちの中で、ひとりだけべらべら喋ってたよ。うるさいったらなかった。どうしてああも空気を読まないんだろうな」

「課長もそう思いました？　彼の場合〝読まない〟じゃなくて〝読めない〟んだと思います。青葉くんって独特の雰囲気がありますよね～。でも、広報室できつい女の先輩ふたりに囲まれて上手くやっていけるのは、きっと彼みたいにどこか抜けたキャラですよね」

　璃子が「あはは」と笑うと、達樹がボソッと呟く。

「きついかどうかは別にして、三人でよく頑張っていると思うぞ」

　上司に褒められ、璃子は照れながら言う。

「あ、一応、高井田課長も頭数に入ってるんですよ」

「とはいえ、彼女は総務部・広報課のほうがメインだろう？」

「まあそうですね。でも、いつも原稿の最終チェックとかをお願いしてます」

「そうみたいだな……」

　達樹が食事をするあいだ、璃子はテーブルに着いていたが、彼が食べ終わったので立ち上がった。

「それじゃ、先に休ませてもらいますね」

「ああ、晩ご飯、ありがとう。ホントにうまかったよ。こういうのもいいもんだな」

「こういうのも？」

　達樹の口調が珍しくしみじみとしていて、璃子は歩きかけた足を止めた。振り返って達樹を見ると、彼は横を向いて前髪をくしゃりとかき上げる。

「いや、俺たちは、それぞれ外食したり出来合いの総菜を買ってきたりすることが多かったから」

　彼の言う『俺たち』とは、ここに住んでいた女性、つまり達樹と彼の元カノのことを指しているのだろう。

（課長の元カノは、料理をあまりしなかったのかな）

「ご迷惑でなければ、明日の夕食も作りましょうか？」

　璃子の申し出に、達樹が首を横に振る。

「いや、遅くなるかもしれないから俺の分は必要ない」

「そうですか」

（課長は、夜は家庭料理よりも、外食のほうが好きなのかな。それなら朝食を作ろうかな）

　そんなことを考えながら、璃子は「シャワー、先にお借りします」と言ってダイニングを出た。










元カレとの決別




「水上、水上！」

　どこか遠くから璃子を呼ぶ男性の声がして、璃子は毛布にもぐり込み、横を向いた。

「璃子、起きないと遅刻するぞ」

　声が大きくなったが、快適な眠りにどっぷり浸る璃子の目を覚まさせるほどではない。

「……眠いから……ほっといて」

「ほっとけないな」

「いいえ……お構いなく……」

　もぞもぞと呟いて毛布に顔をうずめる。話しかけられなくなったので、そのまま再び眠りに落ちようとした時、耳元にふぅっと息を吹きかけられた。

「うひゃぁっ」

　背筋がぞわっとして慌てて目を開けると、達樹が璃子の顔を覗き込んでいた。上司の顔がドアップだったせいで、驚いて眠気が吹き飛ぶ。

「なっ、なんで課長がここにいるんですかっ！」

　璃子は上半身を起こしながら、あとずさった。

「一緒に住んでいるからな」

　達樹に真顔で言われて、璃子は毛布を胸の上まで引き上げて抗議する。

「そうじゃなくて！　部下の部屋にっ、女性の部屋にっ」

　達樹が腰を伸ばし、呆れの滲んだ口調でこぼす。

「また昨日と同じやりとりを繰り返す気か？　いい加減慣れろ。水上が住んでいるのは俺の家だ。いつまで経っても起きない同居人を親切にも起こしてやろうとして、なにが悪い？」

（出た。課長の『なにが悪い？』理論）

　璃子は小さく息を吐いた。

「なにも悪くありません。起こしてくださってありがとうございます。着替えますから出ていってください」

「言われなくてもそうする。朝食はできているからな」

　達樹はそう言い残して部屋をあとにした。

（課長、今日も朝食を作ってくれたんだ。今日こそ私が作ろうと思ってたのに、ダメダメじゃないの……）

『作ります』と宣言しなかったことだけが不幸中の幸いだ。

　璃子がベッドから下り、肩を落としながら身支度を整えてダイニングに行った時には、達樹は椅子に座って新聞を読んでいた。璃子が入ってきたことに気づいて、マグカップにコーヒーメーカーのコーヒーを注ぐ。

　テーブルには、ベーコンエッグとレタス、こんがり焼けたトーストが盛られた皿とヨーグルトのカップが並んでいた。

（起きたら朝食が用意されてるって……すごく幸せかも……）

　ついほっこりしてしまったが、上司に作らせてしまったことを申し訳なく思い、謝罪する。

「あのう、今日も……作っていただいてすみません」

「気にするな。昨日の肉じゃがの礼だ」

　璃子は席に着いてから提案する。

「それじゃ、朝食のお礼に、今日は夕食にショウガ焼きを作りましょうか？」

「水上だって仕事をしているんだから、気を遣わなくていいぞ」

「別に気なんか遣ってませんってば。それに、ずっとふたり分作ってたから、ひとり分の量がわからないし」

　璃子が小さく肩をすくめたのを見て、達樹の表情が曇った。

「水上……」

「あ、大丈夫ですってば。もう泣いたりしません。それじゃ、いただきます！」

　璃子は口角を引き上げて笑顔を作り、いつものごとくパチンと音を立てて手を合わせた。達樹も静かに手を合わせてから、トーストを取り上げて言う。

「夕食のほうが材料費が高くつきそうだな。これからはどちらかが食材を購入して食事を作った場合、割り勘にすることにしようか」

「そうですね、そうしましょう」

（そのほうが課長に朝食を作ってもらっても、気兼ねなく食べられる）

　そんなことを思いながら、璃子は同居二日目となる水曜日の朝も、上司の手料理を食べたのだった。




　またもや別々に出社したその日。璃子がパソコンでレイアウトを調整している横で、キーボードを叩いていた沙織が重いため息をついた。

「ねー、璃子、どう思う？」

　璃子は顔を上げた。斜め前にいる沙織は、眉間に深い皺を刻んでいる。

「どうしたの？」

「和田さんがさぁ」

　友紀奈の名字を出されて、璃子の肩がピクリと震えた。

「今度はなに？」

「昨日中に、って頼んでたパンフの和訳、仕上げてくれないんだ。朝イチで届いてるかと思ってたのに届いてなくて。【どのくらいできてる？】って社内メールで問い合わせたら、【今は他の案件で手一杯なので、週明けまで取りかかれません】だって！」

　話しているうちに沙織の言葉に苛立ちが滲み、璃子はため息をついた。

「あー……それ、やっぱり私のせいかなぁ」

　沙織が腹立たしげに言う。

「そんなわけないでしょ。もう山城くんと別れたんだし。それに璃子のことが気に入らないにしたって、そもそも和田さんのほうが悪いんだよ。璃子はもっとひどい言葉を浴びせたって構わなかったのに」

「ええっ」

　大きな驚愕の声を上げたのは、給湯室から戻ってきたばかりの優太だった。コーヒーの入ったマグカップをデスクに置きながら、勝手に会話に割り込んでくる。

「水上さん、和田さんになにしたんですかっ!?」

　優太が興味と非難の混じったような口調で問いつめ、沙織がムッとする。

「ちょっと、あんた勝手に女子トークに入ってこないでよ」

「だって、この狭い部屋にいたら、どうしたって会話は聞こえてしまいますよ」

　優太は沙織に反論してから、璃子を見た。

「で、水上さんは和田さんをどんな風にいじめたんですか？」

「なんで私が和田さんをいじめたことになるのよ」

　璃子は優太を睨んだ。

「今そうやって俺を睨んでいる水上さんと、ゆるふわパーマでいつもにこにこしている癒やし系の和田さんだったら、どっちのほうが強いかなんて、誰が見ても一目瞭然じゃないですか」

　優太がさも当然と言わんばかりにあっさり返したので、沙織が彼にじろりと鋭い視線を向ける。

「へぇ。あんたは和田さんを癒やし系なんて思ってるんだ。女を見る目ないのね」

「沙織！」

　璃子の牽けん制せいの声を振りきって、沙織が忌々しそうに話す。

「あんな子、かばってやらなくていいよ。どうせそのうち自分から得意げに言いふらすんじゃない？　璃子の彼氏を寝取って、先輩を『あんた』呼ばわりして、最後は押しのけていくような子なんだから」

　優太が『信じられない』と言うように目を見開いた。

「えっ、まさか水上さんの彼氏を奪ったのって……和田さん？」

　璃子はため息をつく。

「そう。五年来の付き合いの彼氏を、その〝ゆるふわパーマでいつもにこにこしている癒やし系の和田さん〟に盗とられちゃいました」

　璃子はそう言って小さく肩をすくめた。優太の声が大きくなる。

「えーっ。嘘でしょ？　あの和田さんがそんなことをするなんて……」

「じゃあ、私が嘘をついているとでも？」

　璃子がじとっとした目で見ると、優太が慌てて首を横に振った。

「いえ。水上さんの下で二年働いていますが、水上さんが裏表のある人じゃないってことは知ってます」

　優太は宣言して、ぶるぶるっと身体を震わせた。

「ってことは……あの和田さんが……。女ってこえーっ」

　ブツブツと呟く優太を無視して、璃子は沙織に話しかける。

「パンフの和訳を頼んだのは沙織なのに、週明けまで取りかかれないってことは、広報室全体を目の敵にしちゃったのかな……？　まいったなぁ。私、ちょっと総務課に行ってくる」

　璃子はすっくと立ち上がった。

　沙織が慌てて手を伸ばし、璃子のブラウスの袖そでを掴む。

「待って。さすがに会社で修羅場はちょっと……」

「大丈夫、ケンカを売りに行くわけじゃないよ。今回は確かに急にお願いしてしまったし、直接頼むだけだから」

　璃子はなだめるように言って、沙織の手からブラウスの袖を引き抜き、広報室を出た。エレベーターで二階に下りて総務課をドアから覗いたが、席に友紀奈の姿はない。

（トイレかな？　ふたりきりのほうが話しやすいよね）

　璃子は女子トイレのほうに向かって歩きだした。廊下の角を曲がった時、ちょうどトイレから出てきた友紀奈が、璃子を見て足を止める。

「和田さん、ちょっといいかな」

「私、別にあなたとお話しすることなんてありませんけど」

　璃子を『あんた』呼ばわりしないものの、声には相変わらず毒が含まれていた。

「仕事の話。エコタウンのパンフの和訳、できれば急いでほしいんだけど」

「啓一さんの部屋から出ていかないあなたのお願いを、どうして私が聞かなくちゃいけないんですか」

　私情をたっぷり挟んだその言葉を聞いて、璃子は呆れると同時に、引っ越したと伝えていなかったことを思い出した。

「あ、言い忘れてたけど、私、もう引っ越したの」

「えっ」

　友紀奈が驚いたように声を上げた。

「仕事に私情を持ち込むのは嫌なんだけど、これであなたの気が済んだのなら、河原崎さんに頼まれた和訳を進めてくれないかな」

　璃子はできるだけ柔らかな表情を作って友紀奈を見つめ、彼女の反応を待った。友紀奈はふてくされたように頬を膨らませて黙っている。

（これ以上なにが気に入らないんだろう）

　璃子は努めて穏やかな声を出す。

「あのパンフは、うちの事業を社外にＰＲするために必要な資料なの。だから、よろしくお願いします」

　璃子は頭を下げた。視界に友紀奈のブランドもののパンプスが入る。それが方向を変えたかと思うと、友紀奈はなにも言わず、璃子の横を素通りしていった。

　璃子が顔を上げて角から覗いた時には、友紀奈の背中は総務課のオフィスに消えていた。

　璃子は小走りで屋外の非常階段に向かった。重いドアを開けて階段を駆け上がり、四階と五階の踊り場で足を止め、鉄製の黒い柵を掴んで身を乗り出す。

「もーっ！　なんなのよーっ！」

　璃子が上げた大声は、ビル風に吹き飛ばされて消えた。

『仕事に私情を持ち込むのは嫌』と言っておきながら、友紀奈を目の前にすると、どうしても胸の中にドロドロとした黒い感情が渦巻いてしまう。どうして啓一は私よりあの子を、と納得できない思いが募る。

　そんな自分を嫌いになってしまいそうで、いつまでも彼のことを引きずらずに早く忘れたい、と切に願った。

　柵に背中を預け、深呼吸を繰り返す。

（もう泣かない。気にしない。忘れる）

　それを呪文のように何度も唱えて、どうにか気持ちを落ち着かせると、広報室に戻るべく階段をのぼり始めた。




　その日の昼休み、璃子は沙織と社員食堂でランチを食べたあと、ひとりでＯＳＫ繊維開発の敷地をのろのろと歩いていた。向かうは繊維研究部の入る研究所。啓一にマンションの鍵を返しに行くのだ。

　沙織には『郵送すればいいでしょ』と言われた。でも、璃子には啓一の顔を見たい、という思いがあったのだ。

（忘れるって決意したのに、私未練たっぷりだわ……）

　沈んだ気持ちで研究所のスチール製の扉を押して中に入った。守衛室で社員証を見せて、廊下を進む。手前の自動販売機コーナーから話し声が聞こえてきたので、璃子はそっと顔を覗かせた。

　ソファに座って、数人の男性社員が談笑している。その中に啓一の姿を見つけて、璃子の胸がキュッと締めつけられるように痛んだ。

（啓一が……笑ってる。彼の笑顔を見たのはいつ以来だろう）

　そう思った時、視線を感じたのか、啓一が顔をこちらに向けた。璃子と目が合って、彼の顔から一瞬にして笑みが消えた。

　その表情の変化に、胸の痛みが強くなる。

（啓一は私に会いたくなかったんだ……）

「け……」

『啓一』と呼びかけようとして、言い直す。

「山城くん」

「なに？」

　啓一が低い声で返事をした。彼と話していた同期の男性社員が璃子をチラチラと見る。その意味ありげな仕草から、璃子と啓一が別れたことは既知の事実であることがわかった。

（どこまで知ってるんだろう。啓一の新しい彼女のことも……？）

　璃子はみじめな気持ちになりながら、啓一に言う。

「あの、ちょっといいかな？」

　啓一がしぶしぶといった様子で立ち上がった。コーヒーの缶をゴミ箱に捨てて、自動販売機コーナーから出てくる。

「なんの用？」

　冷たい声だった。

（啓一は一体どれだけ私を傷つけたら気が済むんだろう。私はただ啓一のことが好きだっただけなのに……。あなたのその態度で私がどれだけ傷つくか、わからないの？）

　悲しくて鼻の奥が痛み始める。泣いてしまう前に用事を済ませようと、璃子は手提げバッグの中から鍵を取り出した。

「引っ越したから、これを返そうと思って」

「そうなんだ、ありがとう」

　啓一がそっけなく手のひらを広げたので、璃子はそこにおずおずと鍵をのせた。これで啓一との関係が本当に終わってしまうのだと思うと、ふたりで向き合っているこの時間を引き延ばしたい、と願ってしまう。

（啓一が私を思い出して、いい女だったなって思ってくれるように……『お幸せに』とか言ったほうがいいのかな……？　でもやっぱりそんなこと言えないわ）

　そう璃子が考え直した時、啓一が頭を傾けて、研究所のドアを示した。

　璃子は黙って彼のあとを追い、外に出た。無言で歩き続けた啓一は、研究所から少し離れた花壇の前で足を止め、振り返って璃子に向き直る。

「あのさ、鍵を返してくれるのはありがたいんだけど」

　啓一が足元を見て、数秒躊ちゅう躇ちょしてから顔を上げて口を開く。

「なんで……友紀奈のことがわかったんだ？」

『友紀奈』と呼び捨てにする啓一の言葉が、璃子の胸の傷を増やす。

「なんでって……和田さんが自分から、啓一の今の恋人は自分だって言ったんだけど」

　戸惑いながらも璃子が答えた途端、啓一の表情が険しくなった。眉間に深い皺を刻み、鋭い眼光で璃子を見据える。

　普段おっとりしている彼が、璃子の前でそんな顔をしたのは初めてだった。『友紀奈を守るのは俺だ』とでも言わんばかりのその表情が、彼の心は完全に彼女のものなのだと物語っている。

「嘘だろ。友紀奈がそんなことするわけない。友紀奈は『水上さんを傷つけたくないから、しばらくは私たちのこと内緒にしてください』って言ってたんだ。それなのに自分から教えるはずがない」

　表情同様、責めるような険しい彼の口調に、璃子は呟くように答える。

「だって、本当に和田さんが自分で――」

「それに、友紀奈の仕事にケチをつけてるって話じゃないか」

　璃子の声を遮って、啓一が言葉を被せる。

「は？　ケチってなに？」

「友紀奈の翻訳が間違ってるとかどうとか言ってるって聞いた」

「間違ってる、じゃなくて、順番を変えたほうが原文に忠実になるって……」

　璃子が遠慮がちに訂正すると、啓一が噛みつくように声を上げる。

「けど、友紀奈は傷ついてた。提出した訳文が勝手に変えられていたら、普通はそうだろ」

「でも……翻訳会社にも訳文を見直す校正者がいるじゃない。私は校正者じゃないけど、高井田課長だって目を通したし……適切な判断をしたつもりよ」

　啓一が小さく首を横に振って、吐き捨てるように言う。

「友紀奈は璃子みたいに強い人間じゃないんだ」

　その言葉を聞いた途端、璃子は胸が燃え上がるように熱くなるのを感じた。吐き気がするくらいムカムカしてきて、さっきまでの感傷が燃え尽きてしまいそうだ。

「あなたは和田さんのなにを見てるの？」

　キッと啓一を見上げた。啓一がわずかにたじろぐ。

「なにって……？」

「どうして彼女をそんなにかばえるの？」

　璃子の腹立ちのこもった口調に、啓一の声のトーンが落ちる。

「どうしてって……三週間前の後輩との飲み会で『厳しいことばかり言う先輩がいるんです』って相談された。『一生懸命仕事をしてるのに、いつも否定される。私、きっとその人に嫌われてるんだ』って。で、話を聞いて慰なぐさめて、最後に『その先輩は誰なの？』って聞いたら、『水上璃子さんです』って」

「なにそれ」

　身に覚えのないことばかり言われて、璃子は怒りのあまり手が震えるのを感じた。

「驚いたよ。自分の彼女が陰で後輩をいじめるような女だったなんて」

「ちょっと待ってよ。どうして和田さんの言葉を鵜う呑のみにして、そんな風に簡単に決めつけられるわけ？」

　啓一が大きく息を吸って、璃子を見返す。

「見たらわかる。俺が璃子と付き合ってるって伝えたら、友紀奈は驚いて泣きだしたんだ。『知ってたら、こんなこと言いませんでした』って」

「そんなの信じられない。半年もうちに勤めていて、私と啓一の関係を知らなかったなんて……」

　璃子の疑問の言葉に動じることなく、啓一はキッパリと告げる。

「あんなに罪悪感にさいなまれて涙を流す子が、嘘をつくわけないだろ」

（ああ、啓一はもう……私の言葉には耳を傾けてくれないんだ……）

　璃子の心に諦めの気持ちが湧き上がってきた。それでも、きっとこうして啓一と話すのは最後になるだろうから、と口を開く。

「和田さんがあなたの前でどう振る舞っているかは知らないけど、私は嘘はつかない。和田さんが自分から私に出ていって、って……啓一さんの今の恋人は私だ、って言ったから……私、こうして今日、鍵を返しに来たの」

　もっといろいろぶつけたい言葉はあるが、声に出してしまえば彼や彼の味方をする同期の男性社員との仲が険悪になるかもしれない。それを考えて、収まらない気持ちのまま唇を噛み締めた時、璃子の肩にポンと誰かの手が置かれた。啓一が驚いたように璃子の背後に視線を送る。同時に璃子も振り返り、すぐ後ろに達樹の姿を見つけた。

「課長」

　璃子は驚いて瞬きをした。達樹はそんな彼女に穏やかな眼差しを向けてから、すっと目を細めて啓一を見る。

「繊維研究部の山城くんだな」

「は、はい」

　達樹の突然の登場に戸惑っていた啓一が、緊張したように姿勢を正した。

「聞くつもりはなかったんだが、通りかかったら聞こえてしまった。キミはもう少し、人を見る目を養ったほうがいい」

　達樹に強い口調で諭さとすように言われて、啓一はたじろいで瞬きをした。

「ど、どういう意味ですか」

「強そうに見える人間にだって弱いところはある。か弱そうな人間が本当に弱いとは限らない」

「それはどういう……」

　啓一の言葉には答えず、達樹は促すように璃子の肘に触れた。

「水上、そろそろ昼休みが終わるぞ。こんなところでいつまでも油を売ってるなよ」

「あ……」

　璃子は啓一のほうを見た。彼はいまだに達樹の言葉の意味が理解できていないようだ。

（課長が私の代わりに言ってくれたから……）

　璃子は文句ではなく、別れの言葉を紡ぐ。

「今までありがとう。啓一と過ごした五年間は、私にとって宝物だった。お互い理解し合った大切な存在だと思ってた。こんな風に終わるのは残念だけど……その気持ちだけは変わらない」

「璃子……」

　今の啓一は、璃子のよく知っている、目尻の下がった少し頼りなげな表情をしていた。

（でも、彼に頼り頼られるのは私じゃない）

　璃子は未練を断ち切るように微笑み、できるだけ冗談っぽく言う。

「私のことを呼び捨てにしたら、和田さんがきっと目を三角にして怒るわよ」

　啓一がわずかに目を見開いた。

（きっと啓一は、彼女がそんなことをするなんて思わないんだろうな）

「それじゃあね」

　璃子はそのまま啓一の横を通って本社へと歩きだした。すぐに達樹が追いついてきて横に並ぶ。チラッと見上げた彼の顔は、ナイスなタイミングで現れて気の利いたセリフを言ってくれたわりに、不機嫌そうだ。

「なにを怒ってるんですか？」

　璃子の問いかけに、達樹がそっけなく答える。

「別に怒ってなどいない」

「眉間に皺が寄ってますが」

「俺はこういう顔だ」

「本当はそうじゃないって、私は知ってます」

　璃子の言葉に、達樹が表情を緩めた。眉のあいだの皺が消える。

「恋は盲目だとしても、あれはひどすぎる。五年も付き合った相手に対して、あんまりだ」

　それを聞いて璃子の胸がほわっと温かくなり、ここ数日感じたことがないくらいさっぱりした気分になった。

「ありがとうございます。課長のその言葉だけで十分です。それに、不思議なことにもう吹っ切れた気がします」

「そうか」

　達樹の言葉は短かったが、その口調はいつもより明るかった。

「はい。ところで、課長は研究所になんの用事だったんですか？」

　璃子の問いかけに、達樹は右手に持っていたＡ４サイズの茶封筒を持ち上げて答えた。

「廃水再利用プロセス図のコピーをもらいに行ってた」

「紙だなんて、アナログですね」

「なんとでも言え」

　達樹が足を速めるので、璃子はその背中に話しかける。

「課長には本当に感謝しています」

　達樹が歩を遅くした。酔って泣いて、散々迷惑をかけた璃子を気遣ってくれた人。その彼の広い背中を見ているうちに、熱い気持ちが溢れそうなくらい膨らんでいく。

　璃子はゆっくりと彼に並び、視線をパンプスのつま先に落として告げる。

「心が折れた時、折れそうになった時、そばにいてくれて嬉しかったです」

　足を止めた達樹を、璃子も立ち止まって見上げた。達樹の端正な顔には、いたわりの色が浮かんでいる。

「放っておけなかったんだ」

　低く優しい声で言われて、胸がじぃんとして目頭が熱くなってきた。

「課長……」

　璃子が感謝の気持ちを込めて潤んだ目で見ると、達樹が照れたように頬をかいて、ふっと視線をそらした。

「ほら行くぞ」

　達樹がそっけなく促して、急せかすように歩きだした。

　璃子は啓一への気持ちを吐き出すように、深く、深く息を吐いた。そうして息を吸い込みながら顔を上げる。見上げた空は清々しいくらいに青い。

「よし！」

　もう大丈夫。璃子は晴れ晴れとした気分で一歩踏み出した。










上司と部下の一線




「璃子、起きろ」

　耳元で低い声に囁ささやかれた。それは毛布と同じくらい温かく、つい甘えてしまう。

「んー……もうちょっと寝かせて……」

「ったく、しょうがないな」

　呆れたような声が聞こえたかと思うと、耳にふぅーっと息を吹きかけられた。首筋がゾクリとして、璃子は反射的に跳び起きる。

「うきゃーっ！　やめてくださいよ、課長！」

　鳥肌の立った首筋を手のひらで擦りながら達樹を見上げると、彼は両手を腰に当てて満足げに笑った。

「水上を起こすには、やはりこれが一番効果的だな」

「ち、違いますよっ。もう、こんなこと、二度とやらないでくださいねっ」

　璃子は毛布を握り締めて不満の声を上げた。

「『二度と』と言われても、こうやって水上を起こすのは今日で三度目だ」

「へりくつ課長！」

「文句があるなら自分で起きることだな」

　達樹の口調が、いたずらっぽくなる。

「待てよ。もしかして水上が毎朝こうして寝坊するのは、俺に起こされたいからなんだな？」

　達樹の言葉に、璃子の頬がカァッと熱くなった。

「そ、そんなわけないでしょっ」

「なんだ、つまらん」

「『つまらん』……って、課長は一体私をなんだと思ってるんですか？」

　璃子の言葉に、達樹が涼しげな顔で答える。

「面白い同居人」

「なんかそれムカツク」

　璃子は達樹に聞こえないよう、口の中でもごもごと呟いた。

「文句を言ってないで、そろそろ起きろ」

「わかりましたっ」

　達樹が背を向けて歩きだしたので、璃子はパジャマのままソファベッドから下りた。

　以前は、『啓一のために朝食を作らなくちゃ』という義務感で毎朝ベッドから這はい出ていた。その義務を失った今、こうして起こしてもらえるのはありがたい。

（でも、毎朝こんなことをしてもらうわけにもいかないよね。そろそろ本気で目覚まし時計を買わなくちゃ……）

　反省しながら、いつものごとく身支度を整えて、ダイニングに行った。テーブルに並んだ朝食を見て、ほーっと息を吐く。

「どうした？」

「朝目覚めたら、こうしてご飯の用意ができてるなんて幸せすぎますっ。クロワッサンにオムレツにサラダなんて、まるでホテルの朝食みたい！」

　璃子は目を輝かせた。

「朝はしっかり食べないと仕事にならないからな」

「まあ、そうですね。でも、私のために誰かが作ってくれるなんて嬉しい」

　璃子の言葉を聞いて、達樹が頬を緩めた。

「そんなこと言われたら、明日も腕を振るわないわけにはいかないな」

「あー、すみません。今日、目覚まし時計を買ってくるので、明日から自分で作ります」

　達樹が呆れたように口を開く。

「どれだけ朝が弱いんだ」

「学生の時は、目覚まし時計三個で起きてました」

「目覚まし時計なんか買わなくても、俺が起こしてやる。それに昨日のショウガ焼きは今まで食べた中で一番うまかった。この際、水上が夕食担当、俺が朝食担当、というのでどうだ？」

　それは魅力的な提案だ。璃子は一も二もなく飛びつく。

「交渉成立！　よろしくお願いしますっ」

「よし、水上は毎朝好きなだけ寝てろ」

（やーん、それって幸せすぎるぅ……）

　璃子は気持ちいい毛布の肌触りを思い出して、うっとりと目尻を下げた。そんな彼女を見て、達樹がいたずらっぽく言う。

「なんたって俺は、目覚まし時計よりも効果的な起こし方を知っているんだからな」

　その言葉を聞いた瞬間、璃子は首筋が粟あわ立だったような気がして、慌ててごしごし擦る。

「だから、〝耳フー〟はやめてくださいってば！」

「俺から楽しみを奪うなよ」

「課長を楽しませるために寝坊してるんじゃありませんっ」

「そうなのか？　水上は俺のツボを心得てるなと思っていたのに」

　達樹の口調はあくまでも面白がっているものだ。

「ツボってなんですか、ツボって。課長のツボほど意味不明なものはありませんよ」

「俺を楽しませるツボのことだよ」

　達樹にニヤニヤされて、璃子は頬を膨らませた。

（なぁに、あの顔！　会社でかぶってる不機嫌課長の仮面、いつか絶対剥はがしてやるっ！）

　そう固い決意をしながら、同居三日目となる木曜日も、璃子は上司手作りの朝食をいただいたのだった。




　達樹に朝食を作ってもらうことにも慣れて、気分よく出社した璃子だったが、先に出社していた沙織はデスクで眉間に皺を寄せながらコーヒーを飲んでいた。

「おはよう、沙織。彼とケンカでもしたの？」

　璃子はアイボリー系のツイードジャケットをハンガーラックにかけながら、沙織に話しかけた。沙織がマグカップをデスクにドンッと置いたが、幸いにも中身は少なく、デスクがコーヒー色に染まるのは免れた。

「もう、和田さんには頭きたっ」

「えー、また和田さん？」

　璃子は半ばうんざりしながら言った。

「その和田さんよ。【パンフの英訳は来週取りかかります。仕上がり予定は未定です】って社内メールがきてた。特許翻訳に比べれば優先順位は低いかもしれないけど、こんな調子じゃ、来週になっても本当にやってもらえるのかわからないわ」

　璃子はため息をつく。

「昨日、和田さんに引っ越したことを伝えたし、鍵も啓一に返したから、もう彼女の気も済んだと思ったのになぁ……」

「私たちのなにが気に入らないんだろう。こうなったら、青葉くんの色仕掛けに頼るしかないかな」

　どこまで冗談なのかわからない沙織の言葉に、璃子は苦笑した。

「私、和田さんにもう一度直接頼んでくる。しつこく言えば聞いてくれるかもしれないし。それに、もし本当に忙しいんだったら、部長にお願いして、人事課長に翻訳担当の派遣社員を増やしてくれるよう、かけ合ってもらうって手もあるし」

「そっかー、そうだよね。もうひとり翻訳要員がいたほうがこっちも都合がいいわね」

　沙織が頷きながら同意した。

「じゃ、とりあえずお百度参り一回目に行ってくる」

　璃子はハンドバッグをデスクに置いて広報室を出た。エレベーターホールでエレベーターが来るのを待っていると、開いたドアから達樹が降りてきた。続いて他の社員も出てきたので、璃子は真面目な顔を作って挨拶をする。

「おはようございます」

「おはよう」

　達樹もそしらぬ顔で璃子の横を歩いていった。当然、周りの社員の誰も、璃子と達樹が同居をしているなどと気づくはずがない。

（課長と私だけの秘密かぁ……なんかドキドキしちゃう？　それともワクワクかな？）

　そんなことを考えて頬を緩めながらエレベーターに乗り込み、二階で降りた。総務課を覗いたが、友紀奈の姿はない。

（まだ来てないのかな）

　オフィスを見回した時、総務課の隣の島にある人事課から、課長の中なか森もりに手招きされた。人差し指を鼻に当てて『私ですか？』と問うと、中森が頷き、手振りで応接室を示す。

（人事課長が私になんの用だろう）

　璃子は不安でドキドキしながら、オフィスの端を歩いてそちらへ向かった。

「おはようございます、中森課長」

「うん、おはよう。少し時間をくれ」

　中森に続いて応接室に入り、彼に促されてソファに向き合って座った。

「始業前だから手短に言うが」

「はい」

「和田さんから、ここ最近広報室から回される仕事の量が多すぎる、と苦情があった」

　中森の言葉に、璃子は目を丸くした。

「えっ、苦情ですか？　私、そんなに和田さんに仕事を頼んでいないと思いますけど」

「昨日、本人から申し出があったんだ。それに、特許出願書類など時間を争う書類の翻訳をしなければいけないのに、広報室の仕事をあと回しにするな、と圧力をかけられて困っている、と」

　中森の渋い顔を見ながら、璃子は内心舌を巻いた。

（うわぁ、和田さんって根回しが早いわ……ある意味すごい。人事課長まで味方につけてるなんて……）

「うちがお願いしたのは、ストックホルムのエコタウンのパンフレットの和訳一件だけです。それについては、四国でのエコタウン計画のために国内事業課も必要としています。特許の出願が時間との戦いなのは承知しています。けれど、四国でのエコタウン計画も、あと回しにできない重要なもののはずです」

「それはつまり、わざと和田さんに大量の仕事を押しつけているわけではない、とキミは言いたいのか？」

　中森が璃子を真っ直ぐに見た。

「はい。和田さんが全ての翻訳業務を担ってくださっているので、事業の拡大に翻訳者ひとりという現在の体制が追いつかなくなっているのではないでしょうか」

　璃子は中森の顔を見ながら控えめな口調で続ける。

「差し出がましいようですが……和田さんは特許関係の翻訳がお得意なようですから、それ以外の翻訳を担当してくれる派遣社員をもうひとり増やすか……翻訳業務を外注するというわけにはいかないでしょうか」

「人を雇うとなるとなかなか簡単にはいかないからな。だが、和田さんの状況を考えると、検討してみる価値はあるな」

　中森は相変わらず渋い表情をしているが、口調は少し和らいだ。

「ホ、ホントですか？」

　光明が見えた気がして、璃子の声のトーンが上がる。

「ああ。だが、検討して追加で雇用することになっても、すぐにふさわしい人材が見つかるわけじゃない。パンフレットの件に関しては和田さんと調整してみてくれ」

「……わかりました」

　璃子の声がまた沈んだ。中森が『話はこれで終わりだ』と言うように立ち上がり、璃子も腰を上げて「失礼します」とお辞じ儀ぎをした。

（結局、和田さんともう一度バトルしなきゃいけないのかぁ）

　憂ゆう鬱うつな気分になりながら応接室を出た。総務課の島を見ると、友紀奈がにこやかな笑顔でオフィスに入ってきたところだった。

「和田さん、おはようございます」

　璃子が声をかけながら近づくと、席に着こうとしていた友紀奈の笑みが引きつった。それでも、かろうじて笑顔は保っている。

「水上さん、おはようございます」

「パンフの和訳、いつごろ仕上がりそうか、それだけでも教えてもらえませんか？」

「河原崎さんに直接メールしましたけど、今、出願書類の英訳が立て込んでて……しばらく無理かなぁ……」

　友紀奈が椅子に座って、白々しい顔で言う。

「しばらくって具体的には何時間？　それとも何日くらい？」

　璃子の問いつめるような質問に、友紀奈の眉がピクリと動いた。

「しばらくって言ったらしばらくなんですっ」

「ああ、そう」

　このまま友紀奈と話していても埒らちが明かないのはもう明白だった。璃子の中でなにかがプツッと音を立てた。

（もうこうなったら自力で訳してやる！）

　仕事としての翻訳経験はないが、大学時代に英日翻訳の講義を取っていた。それを少しは役立てられるかもしれない。

「それなら、今回の件はこちらで処理します。パンフを返していただきますね」

　璃子はキッパリと言って、友紀奈のデスクの横のラックに無造作に置かれていたパンフレットを手に取り、踵きびすを返して歩きだした。そうして圧倒的に悪い知らせ――友紀奈が翻訳してくれそうにないこと――と、ほんの少しよい知らせ――璃子が翻訳をするということ――を持って、広報室に向かった。




　その日の夜、璃子は手早くカレーを作って食べたあと、リビングのテーブルにノートパソコンを出して、パンフレットの翻訳に取りかかった。書かれていることの意味はわかっても、内容を正確に伝えつつ、日本語として読んでわかりやすいものにしなければならないのが難しい。

「うわー、なにこのプロセス図」

　細かい英語が書かれたメンブレン・バイオリアクターの仕組みを見ても、ちんぷんかんぷんだ。

「せめてこれを日本語で書いたものがあればなぁ……」

　ブツブツと呟きながら、本文の日本語訳を始める。薄いパンフレットだったが、意外に内容は濃くて、英文とパソコンを交互に見ているうちに、だんだん頭が疲れて働かなくなってきた。

（あー、もう英文を読んでも頭に入ってこなくなっちゃった。ちょっとひと休みしよう……）

　仕事をしなくては、と思うが、睡魔に勝てず、璃子はパソコンとパンフレットを押しやり、そのままテーブルに突っ伏した。




　それからどのくらい経ったのか、璃子は身体がふわふわ浮かんでいるような感覚で、ぼんやりと意識を取り戻した。

（あ、まずい。本気で寝ちゃった……）

　完全に覚醒しないままゆらゆら揺られていると、心地よくてまた寝てしまいそうだ。うとうとしているうちに、どこかにそっと下ろされた。背中の下のわずかに弾力のある感触から、自分の部屋のソファベッドに寝かされたのだとわかる。身体に温かな毛布がかけられ、低く抑えた声が降ってきた。

「水上は頑張り屋だな」

（課長の声だ……）

　それを認識した途端、心がほんわりと温かくなった。

　璃子が困った時、ピンチに陥った時、泣きたくなった時、必ずそばにいてくれた人。ぶっきらぼうだけど、本当は思いやりのある人。

（そうだ……運んでくれたお礼を言わなくちゃ……）

　ぼんやりと思った時、額に大きな手が触れて前髪をそっとかき上げられた。露あらわにされた額に、なにかが触れる。軽く押しつけられたそれは、柔らかくて温かい。

（なに……？）

　目を開けようとしたが、眠すぎてまぶたが持ち上がらなかった。

　大きな手が、もう一度璃子の髪をいたわるように撫でて離れた。

「おやすみ」

　囁くような声がして、そっと歩いていく気配がする。やがて静かにドアが閉じられ、璃子はすぐに深い眠りへと落ちていった。










スウィンギング・ハート




「璃子、そろそろ起きろ」

　達樹の低い声が聞こえたかと思うと、耳にふぅっと息を吹きかけられた。

「うわあああっ」

　驚いてソファベッドから跳ね起きる璃子を見て、達樹がクスリと笑う。

「水上のそのおかしな顔、毎朝見ているのに、見飽きないなんて不思議だな」

「〝おかしな顔〟なんて失礼な！　〝耳フー〟はやめてくださいって何度言ったらわかるんですかっ」

　璃子は首筋を擦りながら大きな声を出した。毎朝のことながら鳥肌が立つ。

「〝耳フー〟しなくても起きられるようになったら、やめてやるよ」

　達樹に『できるものならやってみろ』と言いたげな表情をされて、璃子は返す言葉が見つからず、ぷっと頬を膨らませた。

「昨日、着替えずに寝てたからシャワーを浴びたいだろうと思って、早めに起こしてやったんだ」

「あ」

　そう言われて、昨晩のことをぼんやりと思い出した。仕事の途中で寝てしまった気がする。

「すみません、仕事してたつもりが、つい……」

「まあ、十一時を回っていたからな。ずっと細かい字を見ていたら疲れるだろう」

「それもあるんですけど……」

　璃子が肩を落とすと、達樹が思いついたように「ああ」と声を上げた。

「廃水再利用プロセス図なら日本語のコピーがあるから、出社したら海外プロジェクト課に来い。それにメンブレン・バイオリアクターの仕組みが日本語で詳しく書かれている」

　達樹の言葉に璃子の表情がパッと輝いた。

「ホントですか！　わあ、助かります！　それがあったら絶対に訳しやすいですよ！」

「アナログだけどな」

　啓一に鍵を返した帰りに言った言葉を引き合いに出され、璃子はバツが悪い思いで小さく舌を出した。

「わ、それ、ホントすみません。でも、どうして私がメンブレン・バイオリアクターで悩んでるってわかったんです？」

「パソコンをつけっぱなしにしたまま寝てただろ。念のため保存してスリープの状態にしといた」

　達樹が部屋の隅に視線を送った。璃子のノートパソコンが閉じられ、パンフレットと一緒に段ボール箱の上に置かれている。

「あ、そうでした。重ね重ねご迷惑をおかけしまして」

「気にするな。それじゃ、あとで」

　達樹が背を向け、部屋を出ていこうとする。その後ろ姿に璃子は思わず声をかけた。

「あの」

「なんだ？」

　首だけで振り返った達樹に、璃子はおずおずと尋ねる。

「あの、昨日……課長が私をベッドまで運んでくれたんですよね？」

「ああ」

　彼の言葉とともに、額の温かくて柔らかな感触が蘇ってくる。

　あれはまさか、と思った途端、胸がドキンと打った。けれど同時に、寝てたから夢かもしれないし、とも思う。

　璃子の悩んでいるような様子を見て、達樹の表情が怪訝なものに変わった。

　璃子は取り繕うように慌てて言う。

「あ、あの、もしかしてすごく重かったんじゃないかな～って」

「なんだ、そんなことか。心配するな。こう見えて一応男だ」

「一応」

　その表現に笑みを誘われた。

「そうでしたね、一応そうでしたね」

　あまりにのびのびと達樹の部屋で暮らしていたので、彼が上司で男性だということを忘れかけていた。

　璃子が腑ふに落ちた、というようにポンと手を打ったのを見て、達樹が苦笑する。

「そこは納得するところか？」

「あまりに普通に生活してたんで、意識してませんでした！」

「それは聞き捨てならないな」

　達樹が一歩璃子に近づいた。璃子よりも二十センチほど背が高く肩幅の広い男性が、腰をかがめて片手を伸ばし、璃子のサイドの髪を梳すくようにして頬に触れた。骨張った大きな手を感じて、璃子の顔が熱を帯びる。

（な、なんか、調子狂う）

「わ、私、シャワー浴びるんで通してください」

「一緒に浴びようか」

　色気のある声で誘われて、璃子の心拍数が跳ね上がる。

「な、なに言ってるんですかっ！」

　璃子が耳まで真っ赤に染めたのを見て、達樹が声を上げて笑いだした。

「水上は本当に面白い奴だな」

「からかったんですか？」

　璃子はドキドキうるさく音を立てている胸を押さえて、達樹を上目遣いで睨む。

「どう思う？」

　達樹がニヤッと笑った。

（絶対にからかわれたんだ！）

　彼の言葉を真に受けてしまったことが恥ずかしい。璃子は達樹をはねのけようと、彼の胸を両手で押そうとした。けれど、ワイシャツ越しに触れた彼の胸板は思ったよりも厚くて、びくともしない。

「力で俺に勝てるとでも？」

　璃子の両手首を達樹が掴んだ。そのまま璃子はゆっくりと押し倒された。達樹が膝をのせたため、ソファベッドが大きく沈む。

「課長!?」

　手首を押さえつけられたまま、璃子は達樹を見上げた。彼の眉を寄せた険しい表情は、怒っているようにも、どこか苦しそうにも見える。

「あの……っ」

　璃子の手首を握る彼の手は、鋼のように力強い。

（鼓動が乱れるのは、安心して一緒に住んでいた相手に、普段と違う姿を見せられたから……？）

「課長……っ」

　璃子の口調に戸惑いと不安を聞き取り、達樹がふっと表情を緩めた。

「そんな顔をするな」

「だって！」

「お前がムキになるからだよ」

　達樹が目を細め、口角を引き上げて笑った。その笑みを見て、璃子の頭にカッと血がのぼる。

「ひどいっ。またからかったんですね!?」

「さあな」

　達樹がソファベッドから下り、璃子の手を引いて起こした。そうしてぶっきらぼうに言う。

「早くしろ、遅刻する」

「わ、私はシャワーを浴びようとしたのに、課長が邪魔をしたんじゃないですか！」

　璃子は声を張り上げながら立った。

（いつか絶対に、みんなの前で課長の表情を崩させてやるっ！　大笑いした顔、照れた顔、恥ずかしそうな顔……。課長にそんな顔をさせるにはどういうシチュエーションがいいんだろう）

　足音も荒くバスルームに入った。達樹の部屋は２ＬＤＫだけあって、バスルームはファミリー向けの広さで、啓一と暮らしていた部屋のものとほとんど変わらない。

（広いから十分ふたりで入れるけど……。もし私が『一緒に入りましょう』って誘ったら、課長はうろたえるかな）

『もし本気にされたらどうしよう』などと想像してしまい、慌ててシャワーのレバーを捻ひねった。

「わ、冷たっ」

　勢いよく水が出てきて、璃子は急いでシャワーヘッドの向きを変えた。だが、髪から冷たい滴がポタポタと落ちて背中を伝う。

（もう、課長が変なことを言うから！）

　我が家のようにさえ感じ始めていたこの部屋の主が、実は上司であり男性であるということを改めて意識させられてしまった。

（でも、からかって面白がるくらいだから、やっぱり私は課長にとって〝面白い同居人〟なのよね……）

　達樹が『男でも女でも誰かがいてくれたらいい』と言っていたことを思い出す。

（課長は、ルームシェアをする相手は私じゃなくてもいいんだ……）

　そう思った途端、気持ちがずしんと重くなった。自分は達樹のことを意識してしまったのに、彼のほうは誰でもいいと思っていることに寂しさを覚えた。

（昨日の〝デコチュー〟も深い意味はなかったんだろうな。っていうか、そもそもデコチューされたのかどうかもわかんないし）

　沈んだ気持ちのままシャワーを終えて着替えた。メイクをしてダイニングに向かい、唇を引き結んだまま、達樹と目を合わせずに椅子を引く。

「どうした？　まだ拗すねてるのか？」

　達樹が璃子の花柄のマグカップを差し出しながら尋ねた。

「子どもじゃあるまいし。いつまでも拗ねてません」

　憎まれ口を叩きながらも、璃子はマグカップを受け取って席に着いた。

　テーブルの上には、達樹が腕を振るってくれた朝食が並んでいる。今日は、焼いたチキンとパプリカにブロッコリーやカボチャなどの温野菜を合わせたサラダと、クルミパン、フルーツヨーグルトだ。サラダのドレッシングに使われているバルサミコ酢の濃い香りに、食欲がそそられる。

　凝った料理を目にして、さっきまで沈んでいたのが嘘みたいにテンションが上がる。

「わあ……すごい！　朝から豪勢！」

「ネットのレシピサイトで調べてみたんだ。見た目はなかなかだろ？」

「味も絶対、美味しいですよ！」

　ふたりで「いただきます」と手を合わせた。璃子は待ちきれない思いで、すぐにサラダを口に運ぶ。

「うわあ、チキンの皮がパリッとしていて、野菜のほくほくした感じと合いますね！　ドレッシングも元気の出る味！」

　璃子が食べるのを見て、達樹が顔をほころばせた。

「水上の機嫌が直って元気になるのなら、朝から頑張った甲斐があったかな」

　達樹が言って、クルミパンをちぎって口に入れた。

「あ、きっと手間がかかりましたよね？　こんなのを調べて作るなんて、やっぱり課長ってマメですね～」

「水上と暮らすようになってから気づいたんだ。こういうのも意外と楽しいんだなって」

「こういうのって？」

　璃子はフォークを持ったまま首を傾げた。

「誰かのために料理をすること」

　達樹が小さく咳払いをした。照れているのを隠しているようだ。

（課長って会社では無愛想だけど、やっぱりイケメンだし、こんなに料理上手でよく気がつくんだから、モテるはずよね……。なのに、今も独身で恋人もいないのはどうしてなんだろう。なにかものすごい欠点があるとか……？）

　そう思った時、達樹の言った『俺は泣かせたほうだ』という言葉を思い出した。

（一体課長はどんなひどいことをしたんだろう。こんな風にいい人そうなフリをして、実は腹黒・極悪・性悪男とか……？）

　達樹のいい面を知れば知るほど、ここから女性が出ていった理由が、彼が彼女を泣かせた理由が気になってしまう。

　璃子は朝食を食べながら、視線を落として考え込んだ。

　そんな彼女の様子を達樹はしばらく見ていたが、やがて口を開いた。

「せっかく笑ったと思ったのに、今度はなにを悩んでるんだ？」

　そう言われても、本人にずばり聞くわけにはいかず、璃子は言葉を濁しながらマグカップに口をつけた。

「んー……悩んでるというか……」

「仕事のことか？」

　心配そうに見つめる彼の眼差しを感じて、璃子はカフェオレをひと口飲んで答える。

「まあ、そうですね」

　課長についてのことだから、ある意味仕事関係の悩みと言えなくもない。達樹は「そうか」と相づちを打ってコーヒーを飲んでいたが、やがてマグカップを置いた。

「元気出せ。水上が頑張ってることはみんな知ってる。その証拠に、水上にはすぐにいいことがあるから」

　彼の言葉に璃子は顔を上げた。

「いいこと？」

「そうだ。きっと元気になれる」

　達樹が自信ありげに頷いた。悩んでいたのは、厳密に言えば今の仕事のことではないのだが、璃子は達樹の意味深なセリフが気になった。

「いいことってなんですか？」

「今は言えない。でも、仕事がらみだ」

　達樹は片方の口角を上げ、自分だけでなにかを楽しんでいるような思わせぶりな笑顔を見せた。

「気になるから最後まで教えてくださいよ～」

　璃子が甘えるように頼んでも、達樹の口調はそっけない。

「まだ極秘事項」

「極秘!?」

　だが、その秘密たっぷりの言葉に、璃子はドキドキしてきた。

（どうして課長の一言一句に、こんなにも簡単に振り回されちゃうんだろう）

　そう思いながらも揺れ動く気持ちをどうすることもできず、璃子は胸を高鳴らせたまま達樹を見た。

「なんだろう、気になる。新しいプロジェクトかな？　あ、もしかしてオフィスが広くなるとか？」

「それはちょっと違うな」

「えー。私にとって、いいことってそれなのに。あ、それとも中途採用ですごいイケメンが入社してくるとか？　それはいいなぁ」

　璃子がうっとりしながら願望をこぼすと、達樹が表情をムッとさせた。

「それも違う」

「冗談ですよ。教えてくださいよ」

　璃子は笑ってみせた。

「だから、極秘だ」

「ああ、もう、やだ。気になりすぎて、ご飯が喉を通らない～」

　璃子がなにを言っても、達樹は教えるつもりがないようで、彼はまた秘密めいた笑みを浮かべた。

「まあ、楽しみにしていろ」

「えー、教えてくださいよ。私が餓死しちゃったらどうするんですか」

　それでもしつこく食い下がると、達樹の笑みが優しげなものに変わった。

「水上に繊細なところがあるのは知ってる。だけど、このくらいのことじゃ動じないのも知ってる」

　璃子も負けじと言い返す。

「私だって課長が本当は不機嫌課長じゃないってこと、知ってますよっ」

　いたずらっぽく笑ってみせると、達樹が顔をしかめた。

「すぐにわかるから早く行け。遅刻したいのか」

「あ、それは大変！」

　璃子は慌てて朝食の続きを食べ始めた。




　そうして今日も達樹より先に家を出た璃子は、就業時間が始まった直後、環境都市開発部長から内線で呼び出された。

「わかりました。すぐにお伺うかがいします」

　璃子が緊張した声で言って受話器を置いた途端、沙織が心配顔で問う。

「朝イチで部長から直接呼び出されるなんて、璃子、あんたなにやったの？」

「なにもやってないよ……。しいて言えば、部長もいた先週の課長の歓迎会で、青葉くんを押し倒して課長にお持ち帰りされたことくらい……」

「ええっ、課長にお持ち帰りされてたのっ!?」

「課長にお持ち帰りされてたんですかっ!?」

　沙織と優太の驚愕の言葉が重なり、璃子は慌てて訂正する。

「あ、お、お持ち帰りじゃなくて、送ってもらっただけ！」

　本当は連れて帰られたのだが、それを話すと同居させてもらっていることまで話さなければならなくなりそうだ。そのことは達樹との約束で、口外しないことになっている。

　璃子は勢いよく立ち上がった。

「じゃ、ちょっと行ってくるから！」

　これ以上追及される前に、そそくさと広報室を出て、隣の広いオフィスへと入った。一番奥の窓を背にした広いデスクで作業をしている、環境都市開発部長に近づく。

「部長」

　璃子はデスクの前で声をかけた。一週間前の歓迎会の醜態を今頃になって注意されるのだろうか。内心ビクビクしていたが、彼はゆったりと椅子から立ち上がった。

「こっちへ」

　そして薄い壁で仕切られた応接室を示した。部長に続いて璃子もその部屋に入る。

「まあ、座りなさい」

　そう言われて、璃子は部長が黒いソファに座ったあと、向かいに腰を下ろした。固かた唾ずを呑んで、部長の第一声を待つ。

「水上さんは、広報室に勤めて五年が経ったな」

「はい。今年で六年目になります」

「新設の部署で、最初は大変だっただろう？」

　部長がねぎらうような表情で聞いた。その表情と話の流れから、どうやらお叱しかりを受けるわけではなさそうだとわかって、璃子は肩の力を抜いた。

「そうですね……。でも、当時は高井田室長にご指導いただき、現在も監督していただいているおかげで、私も河原崎も青葉もしっかり業務をこなせていると思います」

「その高井田課長だが……そろそろ総務部・広報課の仕事に専念したいそうだ」

「ええっ」

　まさか環境都市開発部・広報室が解散になるのか、と不安になる璃子に、部長が丸い顔に笑みを浮かべて言う。

「そこで、水上さんに広報室長になってもらおうかと思ってな」

「え」

　予想もしていなかった部長の言葉に、璃子はぱちくりと瞬きをした。

「年に二回の面談で、水上さんの仕事に対する情熱や意欲を感じていたし、キミになら任せられると思うんだ。どうだろうか」

　部長に反応を窺うようにじっと見られ、璃子はゴクリと唾を飲み込んだ。

　一生懸命仕事をしてきたのは出世のためではなかったが、これまでの仕事ぶりが評価されたのだとしたら、とても嬉しいことだ。

「あ、ありがとうございます！」

　喜びと緊張でカチコチになる璃子を見て、部長は一度頷いた。

「よかった。辞令は五月一日付けで改めて出されるから。広報室のメンバーには話しても構わないが、辞令が出るまではあまり触れ回らないように」

「わかりました。今後もこれまで以上に業務に励んで参ります」

　璃子は深々と頭を下げた。璃子が顔を上げた時、部長が一度咳払いをした。

「それから」

「はい」

「プライベートでいろいろあったようだが……」

　部長の言葉に璃子はギクリとした。やっぱりお叱りも受けるのか、と身構える。

「この一週間、水上さんの仕事ぶりを見ていたが、いつも通りの働きだった」

　周囲に注目されていたことを知らされて、璃子は恥ずかしくなって首を縮めた。

「それに、水上さんの室長昇進は前から決めていたことだから、あえて再検討することもあるまい、というのが、環境都市開発部の課長クラス以上の意見だった」

「課長クラス以上の……？」

　その中には達樹も含まれているのだろうか、と璃子は思った。

「そういうわけだから、水上さんは今後もこれまで通りの、いやこれまで以上の働きをしてくれるものだと我々は信じている」

　部長の信頼に満ちた言葉を聞いて、璃子はホッとすると同時に嬉しくなった。そしてキッパリと言う。

「ご期待に添えるよう、職務に専念いたします」

「期待しているぞ」

「はい！」

　部長に促されて、璃子は応接室から出た。どうしても緩みそうになる頬を懸命に引き締めながら出入口に向かう。ふと視線を感じてそちらを見ると、海外プロジェクト課の島の課長席にいる達樹と目が合った。彼は他の社員にわからないよう、璃子に小さく頷いた。

（そっか……）

　その仕草で、璃子は彼が今朝言っていた『いいこと』の意味がわかった。『これまでの頑張りが評価されるぞ』ということだったのだ。璃子は嬉しくてドキドキする胸を押さえながら、彼に向かって小さく頭を下げてオフィスを出た。

　広報室に戻った途端、席に着いている沙織が璃子を見て不安そうに問う。

「どうだった？　なにを言われたの？」

　璃子は一度息を吐いて、気持ちを落ち着かせようとした。けれど、どうしても興奮して身体が震えそうになる。

「璃子……？」

「五月一日付けで室長になることになったの」

　嬉しい報告を伝えてから、璃子はハッとした。沙織も璃子と同期で、新卒でこの広報室に配属されている。沙織も昇進したかったんじゃないか、と不安になりかけた時、沙織が大きな笑顔になった。

「おめでとう！　よかったじゃない！　高井田室長の代わりになれるのは璃子しかいないと思ってたもん！」

　沙織が椅子から立ち上がって、嬉しそうに璃子に近づいてきた。

「ホント？　でも、沙織は……」

「私は面談で聞かれても、いつも昇進したくないって答えてたんだ」

「えっ」

「だって、結婚して妊娠したら仕事を辞めるかもしれないし。お給料はたいして変わらないのに、責任だけ重くなるなんてまっぴら。でも、璃子は高井田室長と一緒に遅くまで残って広報室の土台を築いてきたでしょ。私は璃子が室長に選ばれてよかったって思ってる」

「沙織……」

　璃子が親友の言葉に胸をじぃんとさせていると、沙織がいたずらっぽく言う。

「それに考えてみてよ。私と璃子を除けば青葉くんしかいないのよ？　〝青葉室長〟なんて冗談じゃないわ」

　すると、すぐ隣のデスクで話を聞いていた優太が唇を尖とがらせる。

「冗談じゃないなんて、それはひどすぎませんか？」

「じゃあ、青葉くんが室長やる？」

　沙織に問われて優太が真顔になる。

「いいえ。俺は水上室長についていきます！」

「それなら問題なし！　璃子、これからもよろしく！」

　沙織がにっこり笑った。

「こちらこそよろしくね。一生懸命頑張るから、ご協力をお願いします」

　璃子は深々と頭を下げた。顔を上げたら沙織が手を差し出していた。応援してくれる親友の手を握ると、胸に熱いものが広がる。

「結束が固くてなによりだな」

　後ろから突然男性の声が聞こえてきた。相手の顔を見るまでもなく、璃子にはその声の主が誰だかわかる。

「課長！」

　璃子が振り返った時、達樹が歩み寄って、紙の束で璃子の頭をポンと叩いた。

「ほら、水上が言ってたプロセス図のコピーだ」

　璃子は受け取って内容を確認する。彼の言葉通り、それは欲しかった廃水再利用プロセス図の日本語版だった。

「すぐにコピーを取ってお返ししますね」

　璃子が言うと、達樹が柔らかな表情で答える。

「必要ない。コピーのコピーだから。不要になったら忘れずにシュレッダーにかけるように」

「わかりました。わざわざありがとうございます！」

　璃子はぺこりと頭を下げた。

「頑張れよ」

　達樹が微笑んで頷き、片手を上げて広報室を出ていった。

（課長には助けられてばかりだな……）

　璃子はプロセス図を胸に抱いて、ホッと息を吐いた。達樹への感謝の気持ちがじわじわと湧き上がってくる。

「藤岡課長が笑ってた……」

　璃子の横で優太がボソッと呟いた。同じく沙織も小声で言う。

「不機嫌課長じゃなかったね」

「うん、ああ見えて課長は意外といい人なのよ」

　何気なく返した璃子の言葉に、沙織が敏感に反応した。

「なになに、その〝課長のことはよくわかってます〟的な発言は！　もしかして……送ってもらった時とかインタビューした時とか、課長となにかあったの？」

　沙織に探るような目で見られて、璃子は慌てて片手を振った。

「な、ないよっ。なんにもないよ。ただの上司と部下なんだから」

（今朝だって私を押し倒しといて、『お前がムキになるからだよ』って笑ってたし。いくらなんでもあれは度がすぎてたけどっ）

　そのことで達樹を男性だと意識してしまったなんて、本人どころか沙織たちに話せるはずがない。

「さあ、みんな仕事しよっ。ほらほら」

　璃子はまだなにか言いたげな沙織の背中を押して、席へと促した。




　仕事のほうは達樹にもらったコピーのおかげで順調に進み、パンフレットの和訳も仕上がった。沙織と優太の協力もあって、グループ会社向け社内報の原稿は無事に完成し、友紀奈とは木曜日の昼以降、接触はなく、璃子の一日は平穏に過ぎていった。

　そうして業務を終えた七時過ぎ、璃子は帰路につきながら、これまでのことを思い返していた。

（啓一に振られて部屋から出ていってくれと言われた時は、人生が終わるかと思ったけど……不思議と人生は続いていくんだね。それも、こんな風に仕事が評価されていい方向に進むなんて……。課長がルームシェアさせてくれたおかげ、かな？）

　そう考えると、達樹に対して改めて感謝の気持ちが生まれた。

（まあ、迷惑な〝耳フー〟とか〝デコチュー〟疑惑とかは置いといて……今日はせめてものお礼に、〝うち飲み〟が楽しめるよう沢山の料理を少しずつ作ってみよう）

　帰りにスーパーに寄って食材を選ぶ。

（課長はなにが好きなんだろう。好物とか、聞いといたらよかったな。なんでも美味しそうに食べてくれるけど……）

　毎回の料理を『うまい』と言ってくれる彼の顔を思い出して、璃子の顔がほころんだ。

（もっと褒めてもらいたい。もっと嬉しそうに笑ってほしい）

　あれこれ迷いながら買い物をして帰宅した。達樹がどんなものを好きでも楽しんでもらえるように、辛いもの、甘いもの、酢の物など、幅広い味つけの料理を用意した。栄養バランスを考えて、彩りを工夫して。

（どれかひとつでも気に入ってくれたら嬉しいな）

　ドキドキしながら達樹の帰宅を待っていると、九時過ぎに玄関のドアが開く音がした。

「おかえりなさい！」

　璃子が廊下をバタバタと走ってくるのを見て、達樹が目を柔らかく細めた。

「ただいま。今日は出迎えつきか」

「『いいこと』がとても嬉しくて。ありがとうございます」

　璃子は気持ちのままに彼に笑顔を向けた。

「感謝される理由がわからないな。昇進のことなら、あれは水上が自分で掴み取ったことだ」

　達樹が靴を脱ぎながら言った。

「でも……課長がこうしてルームシェアさせてくれなければ、私、多分すごくへこんで落ち込んで、仕事が手につかなかったかもしれないし……。だから、課長に改めてお礼を伝えたかったんです」

「そうか」

　達樹は璃子の頭にポンと手をのせて、髪をくしゃくしゃとかき回す。

「役に立てたのなら嬉しいよ」

　達樹は笑みを見せてから、璃子を追い越して廊下を歩いていく。

（広い背中……）

　そのスーツの背中に抱きつきたい衝動を覚え、璃子は慌てて首を横に振った。

（私はただの〝面白い同居人〟だから！）

　そして自分を戒めるように表情を引き締める。

　先にダイニングに入った達樹は、テーブルの上を見て顔をほころばせた。

「へえ、いいな、こういうの」

「でしょ？　今日はうち飲み、しましょ」

　彼の反応が嬉しくて、璃子に笑顔が戻った。

　達樹はジャケットを脱いで椅子の背にかけると、ネクタイの結び目に指を入れて緩め、ホッとしたように腰を下ろす。

「早速いただこうかな」

「どうぞどうぞ」

　璃子は冷蔵庫から缶ビールと缶カクテルを取り出し、テーブルに向かい合って座った。そうして乾杯をする。

「一週間、お疲れだったな」

「課長もお疲れ様でした！」

　璃子が喉に流し込んだカシスオレンジが、爽さわやかな香りを漂わせた。向かい側では、達樹がふんわりしただし巻き卵に箸を入れている。

「これはだし巻き卵？」

「はい。母直伝です」

　達樹がそれを口に運び、味わうように咀そ嚼しゃくして言う。

「うまい」

　柔らかな味つけの料理を食べて、彼の表情がいっそうまろやかになったように感じる。それが嬉しい。

「ありがとうございます！　母が結婚前に料理教室に通ったらしくて、料理上手なんです。で、長女の私にあれこれ教えてくれました。『いつお嫁に行っても恥ずかしくないように』って。行きそびれちゃいましたけどねっ」

　璃子は小さく舌を出した。

「水上……」

　達樹の表情が曇ったので、璃子は「あはは」と元気に笑った。

「冗談です。今はもう全然平気ですよ。あ、課長、この手羽先も食べてみてください。ピリ辛でビールが進みますよ」

　璃子は達樹のほうに大皿を押した。

「こんなに沢山作るの、大変だっただろう？」

「いいえ。今朝の課長と一緒です。誰かのために料理をするのがとても楽しいんです」

「誰かのために、か」

　達樹がぼそりとこぼした。

　璃子はそれを聞いて、誰かのためじゃなく、課長のために料理をして楽しかったな、と心の中で呟いた。

　達樹が手羽先のピリ辛揚げに手を伸ばし、ひとつつまんで食べ始めた。ひと口食べてなにか考えるような表情をする。

（辛いの嫌いだったのかな？）

「お口に合いませんでした？」

　璃子が心配になって聞くと、達樹が我に返ったように言う。

「ん？　あ、いや。水上の言葉通りビールが進むよ。ちょっと考え事をしてたんだ」

「考え事？」

　達樹がビールを数口飲んで、おもむろに璃子を見た。

「ああ。水上はこの週末、どうするつもりなのかと思ったんだ」

「特に予定はありません。課長は？」

「日曜日は友人の結婚式があるんだが、明日は空いてるんだ。一緒に出かけようか」

　璃子は大根とホタテのサラダを食べようとして箸を止めた。

「私と課長がですか？」

「おかしいか？」

　真顔で聞き返されて、璃子は首を横に振る。

「おかしくはないですけど、一体どこへ？」

「奥美郷町」

「奥美郷町!?」

　璃子はパッと顔を輝かせた。

「もしかして」

「そうだ。エコハウスを実際に見てみたほうが、きっとイメージが湧きやすいだろ。家に帰る前、古民家＠ホームの代表に連絡したら、一時までなら中を見学してもいいと言われた。それに近くに温泉施設もあるから、リフレッシュできる。予定がないなら日帰りで、どうだ？」

　達樹の提案に、璃子は思わず両手をパチンと合わせた。

「行きたいです！　課長の一番印象に残ってるプロジェクトなんでしょう？　実際に見学できるなんてステキ！　しかも温泉～！」

　考えるだけでもワクワクしてきた。

（課長のことを『不機嫌課長』と呼んでいた頃なら、ふたりきりで出かけるなんてありえないって思っただろうけど……）

　こんなにも胸が高鳴るのは、エコハウスを見られるから？　温泉が楽しみだから？　それとも……課長と出かけるから？

　達樹が食べ終えた手羽先の骨を小皿に置いた。

「それなら決定だな。片道三時間かかるから早起きしろよ」

　達樹の言葉で、璃子は浮かない顔つきになる。

「早起き……」

　璃子にとってそれが一番の難題だ。なにしろ休日は寝坊するのが璃子と啓一の習慣だったから。

　璃子が肩を落としたのを見て、達樹がいたずらっぽく言う。

「心配しなくても、俺がちゃんと起こしてやるよ」

「それなら〝耳フー〟以外の方法でお願いします」

「考えておくよ」

　達樹の笑みを含んだ表情を見て、明日も〝耳フー〟で起こされる予感がした璃子であった。










上司とデート!?




　どこか遠くでスマホのアラーム音が鳴っていて、璃子は徐々に深い眠りから浅い眠りへと引き上げられた。けれど『起きなさい』という理性の命令が手足どころか脳にも伝わらず、璃子は気持ちよくまどろみながらアラーム音を聞いていた。

「璃子」

　達樹に名前を呼ばれた。『すぐに起きないと〝耳フー〟される』と理性が警告を発した瞬間、達樹が座ったのか、腰の辺りでソファベッドが少し沈んだ。それをぼんやりと認識した時、璃子の髪に大きな手が触れ、いたわるようにそっと頭を撫でた。

「璃子は不思議な女だな」

　璃子は覚醒しきらない頭で達樹の低い声を聞く。

（面白いの次は不思議かぁ……）

　達樹の中での自分の評価がいまいちわからない。璃子が身動きしないので、眠っていると思ったのか、達樹がまた呟くように言う。

「歓迎会で璃子の事情を知って、放っておけなかったんだ……。多分、美み咲さきの姿と重ねてしまったのかもしれないな。ずっと美咲への罪悪感を拭えなかったから。璃子が笑えるようになれば、俺の罪悪感も消えるかもしれないと思ったんだ。だけど……」

（だけど、なに？）

　璃子が思った時、髪を撫でていた達樹の手がうなじに触れた。耳の下辺り、一番弱いところを触られて、璃子の首筋が瞬時に粟立った。

「うきゃああああっ」

　璃子は思わず悲鳴を上げて寝返りを打った。達樹がハッとしたようにベッドから立ち上がる。

「起きてたのか」

「お、起きますよ！　こんなところ触られたらっ」

　璃子は首筋を両手でごしごしと擦った。〝耳フー〟以上の衝撃だ。

「まったく、なんで課長は私の弱いところばっかり攻めるんですかっ」

　ブツブツ文句をこぼす璃子に、達樹がふいっと背中を向け、低い声を出す。

「それは決まってる。面白いからだ」

「もう、面白がってないで早く出ていってください！　着替えるんですからねっ」

　達樹の言葉に不満を覚え、璃子はその気持ちを口調に込めて彼にぶつけた。

「そうしろ。俺は朝食の準備をしておく」

　達樹が抑揚のない声で返事をして、璃子の顔を見ずに部屋から出ていった。ドアが閉じられたあと、璃子はソファベッドから起き上がった。

　課長の朝食は美味しいから好きだ。こうして役割分担しながら暮らす生活を居心地よく感じているし、昨日は彼のために料理をすることに心躍りさえした。彼が『誰かのために料理をすること』を『意外と楽しい』と言ってくれて、課長も同じように感じてくれているのかも、と思った。けれど。

（美咲……って、課長が〝泣かせた〟人？　私をこうして住まわせてくれてるのは、私のためじゃなくて、課長が美咲さんへの罪悪感を消すためなの……？　私をからかって面白がっていれば、彼女と暮らしたこの部屋にひとりでいる孤独感を忘れられるから？）

　そう考えると、璃子の気持ちは重く重く沈んでいった。




　ダイニングでは達樹が新聞を読みながら璃子を待っていた。彼は普段のかっちりしたスーツ姿とはイメージの違う、丈の短いホワイトのカジュアルシャツにチノパンという格好だ。それが爽やかでとても似合っていて、璃子の胸がトクンと音を立てた。

「今日はドライブ日び和よりだぞ」

　達樹が言いながら新聞を下ろし、璃子を見た。璃子が今身につけているのは、春らしいマルチボーダーのニットと、柔らかな素材でガーリーな印象のベージュのキュロットで、それに動きやすいブルーのスニーカーを合わせるつもりだ。

（課長も私のギャップになにか思ってくれるかな）

　だが、璃子の期待とは裏腹に、達樹は表情を変えることなく、視線をテーブルに移した。

「それじゃ、食べようか」

　達樹の言葉に璃子はがっかりして肩を落とし、テーブルに着いた。彼にとって、やはり自分は、〝面白い同居人〟にすぎないのだと再確認した気分だったからだ。

　今朝のメニューはフリッタータと呼ばれる、ベーコンやブロッコリー、チーズが入ったイタリアンオムレツだった。それを美味しくいただいたのに、璃子の気持ちは少しも持ち上がらなかった。




　朝食後、八時前に達樹のＳＵＶに乗せられて、出発した。昨晩は、『奥美郷までドライブだ』とワクワクしてなかなか寝つけなかったのに、今はそれが嘘みたいな気分だ。

　璃子がずっと黙っているので、信号で停車した時、達樹が助手席を見た。今彼はすっきりしたシルエットのブラックのテーラードジャケットを羽織っていて、それも悔しいくらいに似合っている。

「水上は車が苦手なのか？」

「いいえ」

　璃子は達樹から目をそらした。横顔に彼の視線を感じながらも、フロントガラスの向こうをじっと見る。

「食後すぐに車に乗ったから、気分でも悪くなったのかな？」

　気遣うように聞かれて、璃子は首を横に振る。

「そんなんじゃないです。ちょっと考え事をしてるんです」

「話しかけないほうがいいのか？」

　達樹に言われて、璃子はもう一度首を横に振った。車内の空気を和ませようと、膝の上のトートバッグからＣＤを取り出した。

「音楽かけてもいいですか？」

「どうぞ。水上はどういう曲を聴くんだ？」

「基本的には洋楽です。今はイギリス出身の男性バンドが好きです」

　達樹がナビのパネルを操作してくれたので、璃子は現れた投入口からＣＤを入れた。すぐにノリのいい曲が流れだす。

　達樹がふっと口元を緩めた。

「水上らしい曲だな」

「それ、意味わかりません」

「元気で明るいってことだよ」

「ふーん」

　璃子はそっけなく返事をして、助手席のサイドウィンドウに視線を向けた。お気に入りの曲を聴いても、心は達樹と〝美咲〟のことにとらわれたままだった。

（どうしてこんなに気になるんだろう。私の失恋のことは全部知ってるんだから、課長だって、私に心を開いてくれてもいいのに……）

　達樹のことを知りたいと思うのに、彼との約束で詮索することができない以上、璃子は口をつぐんだままでいるしかなかった。




　途中で一度、高速道路のサービスエリアで休憩して、また車で走っているうちに、窓から見える緑が増えてきた。山は新緑が美しく、緩やかな山やま裾すそからは棚田が続いていて、掘り起こされた土が田植えを待っている。ゆったりと流れる川の水面には、午前の光がキラキラと反射していた。

　都会では目にできないのどかな風景に、璃子の目が輝く。

「わあ……綺麗」

　思わず口をついて出てしまい、それを聞いた達樹が声をかける。

「この辺りから奥美郷町だ」

「そうなんですね。ずっと運転してくださってありがとうございます」

「窓を開けてもいいぞ。空気が綺麗だ」

　言われてパワーウィンドウを下げると、ひんやりとした清々しい空気が入ってきた。それを胸いっぱい吸い込むと、不思議と心が洗われたような気持ちになる。

「なんか空気の味が違いますね！　美味しい！」

　璃子の弾むような声を聞いて、達樹がホッとしたように息を吐く。

「やっと機嫌が直ったみたいだな」

「あ」

　達樹の言葉に璃子は頬を赤らめた。今朝の彼のひとり言に勝手にモヤモヤして、不機嫌になっていたことが恥ずかしい。

（美咲さんのことは忘れよう。課長が私に親切にしてくれていることに変わりはないんだから）

「すみません」

　璃子は小さく頭を下げた。

「水上の機嫌を直すには、地鶏卵のプリンか、絞りたて牛乳のジェラートのどちらがいいか、悩んでいたところだ」

　達樹に軽い口調で話されて、璃子は不満顔で運転席を見た。

「私を食べ物で釣ろうとしてたんですか？」

「いらないのか？　どっちもここでしか食べられない特産品だぞ」

　達樹の目にはいたずらっぽい光が浮かんでいるが、彼の言葉の内容が魅力的すぎた。そんなことを言われたら、食べ物で機嫌が直る簡単な奴だという認識に憤慨していた気持ちより、食べてみたいという気持ちのほうが勝ってしまう。自分でも子どもっぽいとは思うが、仕方がない。璃子はあっさり不満顔を引っ込めた。

「いります。食べたいです」

　達樹がカーナビの時刻表示をチラッと見た。ちょうど十時半になったところだ。

「それなら、まずは温泉に行こうか」

「プリンとジェラートは温泉で食べられるんですか？」

　璃子の問いかけに、達樹がふっと微笑んで言う。

「いや、町営温泉施設の隣の足湯茶屋で売られているんだ。古民家＠ホームの代表との待ち合わせまでまだ時間があるから、温泉のあとプリンとジェラートを食べよう。温泉には美肌効果があるらしいぞ」

「きゃー！」

　もうそれだけで璃子のテンションが上がってしまい、我ながら簡単な女だと内心苦笑した。

　そんな璃子を見て達樹がクスリと笑う。

「水上って……」

「なんですか？」

「ホント、面白いな」

（また面白がられてる！）

　璃子は胸が再びモヤッとするのを感じた。

「課長にとって私はお子様なんですか!?」

　璃子が運転席をキッと見ると、達樹の横顔が険しくなった。

「なんだって？」

「だって！　課長は私のことをすぐに面白がるし、食べ物で釣ろうとするし……」

　璃子がブツブツ言うのを聞いて、達樹が片手で前髪をかき上げた。

「プリンやジェラートの話は水上が喜ぶかも、と思って持ち出しただけだ。気を悪くしたのなら謝る。子ども扱いしたつもりはない」

（子ども扱いしてないとしても、女性扱いもしてないくせに）

　璃子は不満を抱えながら窓の外を見た。前方の山裾のほうに、五十戸近くのかやぶき民家がある。一方ＳＵＶの走る幹線道路沿いは、かやぶき屋根の家屋と瓦屋根の住宅が混在している。

　幹線道路から川沿いの道へと曲がり、そのまま十分ほど走ると、緑の自然に溶け込むような木造の大きな町営温泉施設が見えてきた。三十台分ほどのスペースがある駐車場は半分くらい埋まっていて、達樹は施設に近い場所に車を停めた。

「課長はこの温泉に来たことあるんですか？」

　璃子が車を降りて聞くと、達樹はドアをロックしながら答える。

「ああ。プロジェクトの進捗状況をチェックしに来る度に来たよ。ストックホルムに赴任する前、仕事で付き合いのあった人たちに挨拶に来た時には、エコハウスにも泊まった」

　璃子は達樹と並んで自動ドアから中に入った。石敷きのエントランスで靴を脱ぎ、それぞれ木製のロッカーに入れる。スリッパに履き替えて、受付で料金を払いフェイスタオルとバスタオルをレンタルした。

　内装は木を基調としていて、民宿のような温もりがある。受付横の駐車場の見える広いスペースは休憩室になっていて、入浴後ものんびりできそうだ。

「入浴が終わったら、あそこで待ち合わせよう」

　達樹が休憩室に視線を送って言った。

「私、多分すごくゆっくり入ると思いますよ」

　璃子が『いいですか』と問うように達樹を見ると、彼が頷いた。

「気にするな。好きなだけ楽しんでこい」

「はい」

　璃子は達樹と別れて、『女湯』と書かれた臙えん脂じ色の暖の簾れんをくぐった。脱衣所で服を脱いで、フェイスタオルを持つ。温泉自体久しぶりで、ワクワクしながら内風呂へと続くガラス戸に手をかけた。

「わぁ……」

　スライドさせて開けた途端、檜ひのき特有の清々しい香りにふわっと包まれた。入って右手に水風呂があるが、そこは素通りする。広い内風呂の前にはシャワーが七つほど並んでいるものの、空いているのはひとつだけだ。璃子はそのひとつの前に行き、バスチェアに座った。

　かけ湯をして髪と身体を洗ってから、まずは内風呂に入る。すでに十人近くの人が入浴しているが、手足を伸ばしてゆったり浸かれるほどの広さがあった。湯は熱めで、気分をすっきりさせてくれる。

（露天風呂もあるのね……）

　璃子は内風呂から上がり、外へと続くガラス戸を開けて、石段を下りた。その先に大きな露天風呂があって、年配の女性が数人と、ひと組の母はは娘こが入っていた。母親は三十代半ばくらいの綺麗な人で、三歳くらいの娘は黒目がちの愛らしい顔立ちをしている。

　璃子は端のほうにそっと入った。中よりも温ぬるめの湯が、じんわりと身体に染み渡る。

（あー……気持ちいい……）

　肩まで浸かって、温泉を囲う大きめの石に頭を預けた。檜の屋根が切れたところから、薄い雲に覆われた淡い青空が見える。

（この一週間、本当にいろんなことがあったなぁ……）

　啓一に別れを切り出されてからのことを振り返る。もう彼のことを思い出しても涙が浮かぶことはなく、ようやく吹っ切れたんだとホッとした。

（でも、ゴールデンウィークには実家に帰って、別れたことを報告しなくちゃいけないよね……。住むところはどうするんだって聞かれるだろうなぁ。どこに引っ越したことにしよう。勢いと流れで課長とルームシェアしてることを正直に話すわけにもいかないし……）

　どうしたものかと悩み始めると憂鬱になってきて、慌てて頬をペシペシと叩いた。

（ややこしいことを考えるのは今はやめよう。せっかく温泉に来たんだから、ゆっくりほっこりしよう）

　目を閉じてふぅっと息を吐いた。かけ流しの湯が流れてくる音を聞きながらのんびりしていると、女の子の声が響いた。

「ママぁー、そろそろ上がろうよ～。きっとパパが待ちくたびれてるよ」

「大丈夫。パパは『好きなだけ楽しんでおいで』って言ってたでしょ」

　母親の諭すような言葉を聞いて、璃子は思わず目を開けて微笑んだ。

（あの子のパパ、課長と同じこと言ったんだ。でも、課長のほうはもっと偉そうだったよね。『好きなだけ楽しんでこい』だったし。課長は露天風呂と内風呂のどっちに入ってるんだろう）

　そんなことを思った時、なんの前触れもなく達樹の言葉が耳に蘇ってきた。

『こう見えて一応男だ』

（こう見えて、私も一応女なんだけどなぁ……。美咲さんはどういう女性だったんだろう。課長がいまだに引きずっているのだとしたら、よっぽど魅力的な人だったのかも）

　璃子はため息をついて、自分の身体を見下ろした。胸は弾力があるし形も悪くないとは思うものの、いまいちボリューム不足で、そそられるような谷間を作るには、谷間メイクブラに頼らなければいけない。下半身は引き締まっていると言えば聞こえはいいけれど、学生時代ずっと硬式テニスをしていたので、逞たくましいと言えなくもない。

（あーあ、和田さんみたいなボンキュッボン体型だったら、課長も少しは女性だって意識してくれるのかな）

　寂しい気持ちでため息をついて湯から上がり、脱衣所へ戻った。

　服を着て髪を乾かしメイクをして、達樹と落ち合う約束の休憩室に向かった。そこにはＬ字型のソファがあって、新聞を読んだりドリンクを飲んだりしている老若男女の姿がある。けれど、その中に達樹はいない。

（課長はどこかな……？）

　奥のほうにマッサージチェアとリクライニングソファがあって、どちらにも何人か横たわっている。近づいたら、一番奥のリクライニングソファに、目を閉じてゆったり身を預けている達樹の姿を見つけた。

「あ」

　そこまで歩いていき、彼の前に立つ。

（こうして見ると、課長って彫が深くて綺麗な顔してる……）

　閉じたまぶたのまつげは長く、頬に影を落としている。すっと通った鼻筋は美しいし、薄めの唇はセクシーだ。

（あの唇にキスしちゃったんだ……）

　そう思うと、今さらながら恥ずかしくなってきた。手で顔をパタパタと扇いで熱を冷ましてから、声をかける。

「課長、お待たせしました」

　だが、彼はピクリとも動かない。いや、正確には胸が上下しているので、うたた寝でもしているのだろう。

（ずっと運転してくれてたし、少し休んでもらおう）

　璃子は彼の左隣の空いているマッサージチェアに腰を下ろした。フットマッサージだけにセットすると、すぐに稼働音がして、足の裏からふくらはぎへと空気の力で揉もみ上げられていく。

（うひゃぁ、気持ちいい！）

　背もたれに身体を預けてくつろいでいたら、Ｌ字型のソファで新聞を読んでいた男性のところに、さっきの母娘が近づいていった。

「パパ！」

　女の子が男性に飛びついた。

「しっかり温まったか？」

「うん！　パパは？」

「パパもだ」

　男性は立ち上がって、女性ににっこりと微笑みかけた。

「足湯茶屋のジェラートを買って帰ろうか」

「ええ」

　男性が女性を気遣うように腰に手を回した。ワンピースに包まれた女性のお腹がふっくらしていることに、璃子はその時初めて気づいた。

（いいなぁ、結婚して子どもができてもあんな風にお互いを思い合って、ラブラブな空気を醸し出してるなんて……）

　ステキな夫婦の姿に、璃子は羨望の眼差しを向けた。そうして右側にチラリと目をやる。

（会社では見せない笑顔を時々見せてくれるようになって、課長のことがわかってきたように感じてたけど……本当はまだ全然わかってないのかも）

　美咲という女性は、きっと彼の笑顔を――不機嫌じゃない顔を――沢山知っているのかと思うと、どうしようもなく胸が苦しくなった。

（顔もわからない女性のことがこんなにも気になるなんて）

　璃子が眉を寄せてギュッと目を閉じた時、達樹の低い声が聞こえてきた。

「ここで〝耳フー〟すると、周囲から誤解を招きそうだな」

「うわぁぁっ」

　璃子はびっくりして目を開けた。達樹が呆れたように目を細めて璃子を見る。

「〝耳フー〟してないのに、その驚きようはなんだ」

「だ、だって！」

　璃子がドキドキしている心臓をなだめようと胸に手を当てた時、達樹が立ち上がって伸びをした。シャツを肘のところまで折り返していて、そこから筋肉質な腕が覗く。

「なんだ？」

　璃子がその逞しい腕に見とれていることに気づいて、達樹が聞いた。

「いえ！」

（課長のことを〝一応〟じゃなくて〝紛れもなく〟男性だと認識したなんて言えない！）

　璃子はドギマギしているのを誤魔化すように、立ち上がって何気ない調子を装う。

「プリンとジェラート、食べに行きましょうよ」

「お待ちかねだったかな」

　達樹にからかうような瞳で見られて、璃子はぷいっと横を向いた。

「ごめん、そう怒るなって。水上の反応がかわいくてつい……」

　達樹の言葉を聞いて、璃子は彼のほうに目をやった。

　彼はハッとしたように片手を口元に当てている。

（私の反応がかわいい!?　今確かにそう言ったよね？）

　璃子が信じられない思いでまじまじと見ているうちに、達樹の頬がほのかに朱に染まった。

「そんなにのんびりしていて、売りきれても知らないからな」

　達樹がさっさと歩きだしたので、璃子は慌てて彼に続いた。

（かわいいって言ってくれた！　しかも照れてる!?）

　普段と違う達樹の表情が垣間見えて、璃子の足取りは自然と軽くなった。

　足湯茶屋はその名の通り、足湯が併設された茶屋で、町営温泉施設の駐車場の一角にある。『足湯茶屋』と看板の出た茶店では、ひとりの女性がプリンやジェラートの他、草くさ餅もちやみたらし団子なども販売している。

　カウンターの前で並びながら、達樹が口を開いた。

「ランチには奥美郷名物のイノシシ肉のココナッツカレーを食べに行こうと思うんだ。どうかな？」

「イノシシ肉!?　わあ、私、食べたことない！」

　璃子の声にワクワクした響きを感じ取り、達樹がふっと笑う。

「だから、甘い物で腹一杯にならないように、プリンとジェラートはひとつずつにしよう」

「ひとつしか食べちゃダメってことですか？」

「味見させてやるぞ」

　こともなげに言われて、璃子はぱちくりと瞬きをした。

（それって間接キスじゃないの？　課長は私と間接キスしても平気なの？　それともそういうことは気にしない人？　って、間接どころか直接キスしちゃったんだけどさ）

「半分じゃ足りないのか？」

　達樹に問われて、璃子は大きく首を横に振った。

「い、いえ！」

　ひとりでドキドキしている璃子の横で、達樹がプリンとジェラートを買った。さっき温泉に入ったばかりなので、足湯には入らず、ふたりで並んでベンチに腰を下ろす。

「水上はどっちから食べる？」

「わ、私はプリンから食べようかな……」

　そう答えた矢先、綺麗に食べられずカラメルソースがぐちゃぐちゃになったプリンを彼に見られるのは嫌だ、と思い急いで言い直す。

「やっぱりジェラートからがいいです！」

　達樹がジェラートの盛られたコーンを差し出し、璃子は両手で受け取った。

「ありがとうございます。いただきます」

　そっと舌を出して舐なめると、甘さ控えめなミルクの濃厚な味がした。

「んー、美味しい！」

　やっぱり絞りたては違うなぁ、とうっとりする。

「本当？」

　達樹が顔を寄せてきたかと思うと、璃子の手の中のジェラートをペロリと食べた。

「うん、うまいな」

　璃子のすぐ目の前で、達樹がピンク色の舌を小さく出して上唇を舐める。その表情がやたらとセクシーで、璃子の心拍数が跳ね上がった。

「どうした？」

　真っ赤な顔の璃子を見て、達樹が尋ねた。そのわずかにかすれた声すら色っぽく感じてしまう。

「あ、あんまりいっぱい食べないでくださいよっ」

　璃子はそう言って視線をそらした。これ以上達樹を見ていたら、ただでさえ熱に浮かされ気味の頭に血がのぼって倒れてしまいそうだ。

「大丈夫だよ。水上の分はちゃんと残してある」

（ああ、これじゃ食い意地の張った女みたいだ……）

　つい口から出てしまったセリフを後悔してしまう。達樹のほうをチラッと窺うと、彼は相変わらず涼しげな表情をしていた。

（課長はどうしたら私と同じくらい焦るんだろう）

　歓迎会の翌日、啓一と勘違いしてキスをした時でさえ、達樹は落ち着いていた。それ以来、彼の表情の小さな変化に気づくようにはなったが、それでも動揺しているところは見たことがない。

（課長をドキドキさせてみたい！）

　璃子はベンチの上を滑るようにして、達樹に近づいた。そうして彼の二の腕にぴとっと肩を触れさせてみる。

「それ、食べてもいいですかぁ？」

　下から覗き込むようにして彼を見上げた。

（この角度はかわいく見えるはず！）

　けれど、そんな璃子の努力も虚しく、達樹は平然とプリンをすくい、そのスプーンを璃子の口に突っ込んだ。

「そんなに食べたいなら、ほら」

「むぐっ」

　色気のない声が出てしまい、璃子は肩を縮ませ、スプーンをくわえたままプリンをもぐもぐと食べる。璃子の口の動きに合わせてスプーンが上下するのを見て、達樹が吹き出した。

「それ、おかしいだろ」

　達樹の顔は、目が細くなっていて唇は大きな弧を描いている。

　ドキドキさせることはできなかったが、表情を崩させることには成功した。

「やっは！　はひょーははらっは！」

『やった！　課長が笑った！』と言ったつもりだが、当然達樹には伝わっていない。

「意味がわからん」

　達樹は片手を口元に当てて、いつまでも楽しそうに笑っている。さすがに恥ずかしくなって、璃子はくわえているスプーンを抜き取った。

「そ、そんなに笑わなくてもいいじゃないですか！　課長のツボってよくわかりません！」

　璃子はぷいっと横を向いて、ひとりで黙々とジェラートを食べ続ける。

「もう全部食べちゃいますからねっ」

　さくさくと小気味いい音を立てながらコーンをかじっていると、彼が手を伸ばして璃子の手を掴んだ。

「好きなんだよ」

「えっ」

　達樹の言葉にドキンとして璃子が彼を見た時、璃子が持っている最後のひと口になったコーンに、達樹がぱくりと食いついた。弾みで璃子の指に彼の唇が触れる。柔らかなその感触に背筋がゾクリとして、喘あえぐような声が漏れる。

「課長……っ」

　達樹が璃子の手を握ったままチラリと彼女を見た。その流し目に胸を射貫かれ、握られた手がどんどん熱くなって、鼓動が頭に大きく響く。

（私、課長のことが好き……）

　それを実感して、璃子は真っ赤な顔で達樹を見つめた。

「わ、私も……好き」

　達樹が瞬きをした。

「水上もなのか」

「はい」

　照れた表情を隠すように膝に視線を落とし、小さく頷く。

「わかった。そんなに好きなら、もうひとつ買ってやる」

「へ？」

　話が呑み込めず、璃子は顔を上げて瞬きをした。

「ジェラート」

「ジェラート？」

　璃子は目を丸くして、首を傾げる。

「ああ。コーンだけ売ってもらうわけにはいかないからな」

　その言葉で、達樹がなにを『好きなんだ』と言ったのかを璃子は理解した。

（課長はジェラートのコーンが好きって言っただけだったんだ！）

　勘違いしたことが恥ずかしい。告白してしまったなんて思われないよう、璃子はそそくさと立ち上がった。

「あ、いいです、今度は私が買います！」

「サンキュ」

　足湯茶屋へと向かう璃子の背中を、達樹の普段より少し明るい声が追いかけてきた。




　そうしてジェラートをもうひとつ仲良く半分こして食べたあと、達樹の案内で奥美郷町を散策しながらエコハウスに向かうことになった。

「きっとゴールデンウィークには田植えをするんだろうな」

　璃子の右側を歩きながら、達樹が山の棚田を見て言った。

「青々とした棚田はきっとすごく綺麗なんでしょうね」

「ああ。古民家＠ホームの代表が『奥美郷の原風景』と呼んでいる」

「奥美郷の原風景……」

　璃子はうっとりと呟いた。

「来年は絶対にエコハウスの会員になります！　そして棚田を見に来ます！」

「それがいい。何時間でも見ていられる」

「課長は実際に泊まったんですよね？」

「一度だけな」

「わあ、いいなぁ。きっと静かで癒やされますよね」

「そうだな。でも、完全に無音ってわけじゃない。虫や鳥の声、風の音なんかが聞こえるんだ」

　達樹が懐かしそうに目を細めた。

「ステキ！　でも、課長はそれ以来利用してないのに、年会費だけ払ってたってことですよね？」

「そういうことになるな。帰国したらまた利用するつもりだったんだ。それなのに、五年も赴任することになるとは思わなかったからな。気づいたらそのままになってた」

「そういうところはアバウトなんですね」

「大らかと言ってくれ」

　そんな風に他愛ないことを話しながら、土の匂いのする小道を歩く。それにとても癒やしを感じてしまうのは、奥美郷の風景のせいか、隣を歩く達樹のせいか。

　璃子が達樹をチラッと窺った時、彼がおもむろに口を開いた。

「見えてきたぞ。あれがそうだ」

　達樹が指差すほうに目をやると、田んぼの先に緑の木々に囲まれた大きなかやぶき屋根の家が見えた。民家そのものも大きいが敷地も広々としていて、都会なら三階建て住宅が十戸ぐらい余裕で建ってしまいそうだ。

「わあ、すごい！」

　旅行ガイドブックやテレビ番組でしか見たことのない趣のある家屋の姿に、璃子はほうっとため息をついた。その時、前方の車道からブラックのＳＵＶが近づいてきて、民家の横の駐車場に停車した。車のドアが開いて、背の高い男性が降り立つ。

　達樹が目を細めて男性の姿を見てから言った。

「彼が古民家＠ホームの代表の柳やな瀬せ海かい翔とさんだよ」

　近づくにつれて男性の端正な顔がはっきりと見え、璃子は思わず声を上げた。

「あ」

「どうした？」

「あの人、温泉の休憩室で、ソファに座って新聞を読んでましたよ。あの時は奧さんと娘さんも一緒だったのに」

「そうなのか？　全然気づかなかったな。そういえば、娘さんが生まれたとハガキをもらっていたよ」

　達樹が懐かしそうに話しながら足を速めた。璃子も達樹と歩調を合わせる。ふたりが近づいてくるのに気づいて、海翔が整った顔に大きな笑みを浮かべた。

「藤岡さん、お久しぶりです」

「こちらこそ、ご無沙汰してます」

　達樹が近づき、ふたりでがっちりと握手をした。

「五年ぶりですね」

　海翔の言葉に、達樹が頷く。

「はい。ストックホルム赴任前にお会いして以来ですね」

「こちらは……？」

　海翔が尋ねながら璃子を見たので、達樹が彼女を片手で示しながら紹介する。

「同じ会社の水上です」

「環境都市開発部・広報室の水上璃子と申します」

「古民家＠ホーム代表の柳瀬海翔です」

　璃子に続いて海翔もお辞儀をした。顔を上げて達樹に問う。

「今回は、ご見学だけということでしたね？」

「はい。実際に設備を見てみたら、水上の仕事に役立つんじゃないかと思って、日帰りで来たんです」

「今日の宿泊者はまだ来ないので、ご自由に見学してください。気に入ったら、今度はぜひ泊まってくださいね」

　海翔は最後のセリフを璃子に向けて言った。璃子は慌てて胸の前で両手を振る。

「いえ、私、会員じゃないんで」

「会員じゃなくても、会員のお連れ様なら大丈夫ですよ」

「あ、でも、私、連れっていうか……」

　璃子がチラッと達樹を見ると、彼は表情を変えることなくあっさりと答える。

「水上はただの会社の後輩です」

「あ、そうなんですね、失礼しました。それじゃ、鍵を開けますから、どうぞこちらへ」

　海翔に促されて、達樹が歩きだした。その後ろ姿を見ながら、璃子は、確かに彼の言う通りなんだけど、とがっかりしてしまう。

（他言無用とはいえ、ここは会社からすごく離れてるのに……。〝ただの会社の後輩〟と〝面白い同居人〟だったらどっちのほうがいいんだろう）

　そんなことを考えながら、早足でふたりのあとを追いかけた。

　璃子の前で、達樹が海翔に話しかける。

「水上が温泉で見かけたと言ってましたが、奥様はお元気ですか？」

「おかげさまで。娘も三歳になりましたよ。今、妻はふたり目を妊娠中なんです」

　海翔が父親の顔になって嬉しそうに笑った。

「それはそれは。おめでとうございます。仕事でご一緒させていただいていた時は、まだ新婚でしたね」

　当時を思い出しているのか、達樹が顔をほころばせた。

「はい。月日が経つのは早いですね。石いし川かわさんはお元気ですか？」

　海翔が玄関の鍵を開けながら振り返って達樹を見た。達樹の笑みが消えたことに気づき、海翔が『しまった』というような表情をする。

「元気だと思いますよ……。結婚するそうです」

　達樹が低い声で言った。

「すみません」

「いいえ」

　達樹の言葉を最後に、気まずい空気が流れたが、それを図らずも破ったのは璃子だった。玄関から入った途端、思わず声を上げてしまったのだ。

「わあ、ステキ！」

　広い土の土間があり、上がり框かまちと呼ばれる横木に、艶のある木目の美しい木が使われていた。天井には古い年月を感じさせる梁はりが見え、畳独特の爽やかな香りが漂ってくる。

「どうしよう、匂いだけで癒やされる！　いい匂～い」

　璃子が目を閉じてくんくん嗅いでいるのを見て、海翔が瞬きをした。彼の驚いた様子に、達樹が苦笑する。

「水上はこういう面白い奴なんです。気にしないでください」

「なかなか新鮮な感想、ありがたいです」

　海翔が微笑んだ。璃子は気にせず、エコハウスの中に視線を送る。

「どうぞ」

　海翔に促されて、達樹に続いて璃子も靴を脱いで上がった。

　黒みを帯びた落ち着いた色の廊下、その両側にある趣のある和紙の障子戸。それを開けた南向きの部屋には、障子窓越しに淡い光が差し込んでいて、床の間とそこに飾られている山水画のかけ軸に郷愁の色を添えている。

　どれも小さい頃に訪れた、今は亡き曾そう祖そ父ふの家を思い出させた。

「京都の曾祖父が、こんな感じの古い大きな家に住んでました。小さい頃に亡くなったんで、ほとんど記憶はないんですけど……」

「水上は都会っ子だと思っていたが」

「生まれも育ちも大阪ですよ。南の郊外のほうですけどね」

　海翔が部屋から廊下に出て、玄関へと戻る方向を片手で示しながら璃子に言う。

「トイレと浴室は離れにあったんですけど、廊下で繋つないだんです。冬はさすがに寒いので、屋根と壁もつけました。窓ガラスを大きく取って、離れに向かうという雰囲気を味わえるようにしています」

　先を歩く海翔に続いて玄関まで戻った。そこから左手奥へと続くトイレへの廊下は、同じように黒光りする木材が使われているが、他と比べて新しいように感じる。

「ここも生活排水が出る場所だからな。見てみるといい」

　トイレを見ろってどういうことよ、と思いながら、璃子は木の扉を開けた。壁はこちらも木目の美しい焦げ茶色の板が張られているが、ごくごく普通の洋式トイレである。

　だが、そのフタを開けて璃子は驚いた。目にしたものが信じられなくて、一旦フタを閉じ、またそっと開ける。

　もう一度見ても同じだった。その陶器の便器には、なぜか真ん中に同じ素材でできた横向きの仕切りのようなものがあって、前後ふたつに分かれているのだ。

「なんで……？　これって本当にトイレですか？」

　璃子は振り返って達樹に視線を送った。眉を寄せた璃子の顔を見て、達樹がこらえきれないといった様子でぷっと吹き出す。

「これは分離トイレと呼ばれるものだよ」

「分離トイレ……？」

「そう」

　達樹が咳払いをして、真面目な顔で説明を始める。

「農業肥料には、リンやアンモニアが必要なのは知ってるね？」

「一応」

「今日本でも、大量のエネルギーを使って空気中の窒素から窒素肥料を作っているし、リン鉱石を採掘してリン肥料を作っている。でも、リンは数十年から百年で枯渇すると言われていて、リンの確保は食料自給率の低い日本にとって、いずれとても重要になると考えられているんだ。トイレの汚水は、下水としてそのまま川や海に流せば、含まれるリンと窒素のせいで、藻類が大量発生して汚染の原因になる。でも、適切に処理すれば肥料として使えるんだ」

　達樹はいたって真面目だが、璃子のほうは理解が追いつかない。

「いやいやいや、ちょっと待ってくださいよ。だって！　アンモニアって……！」

　やっぱりソレが農業に使われるというのはどうも抵抗がある。

「実はストックホルムのエコタウンでも使われているし、オランダやフィンランド、アメリカでも試験的にも本格的にも取り組みが始まっている。日本だって江戸時代には、堆肥としてさかんに使われていたんだよ」

（確かに江戸時代には肥こえ溜だめというものがあって、そこに溜めたものを農家がわざわざお金を出して購入していた、というのをなにかの授業で習ったか、本で読んだ記憶がある）

　そんなことを考えながら、璃子は達樹の話に耳を傾け続けた。

「途上国では不適切な下水処理が伝染病などの疾病の原因になっている一方、肥料が足りずに食料不足に陥っているところがある。その両方を解決できる手段として、分離トイレを導入するプロジェクトを海外で行っている日本の大学もあるんだ」

　達樹が熱のこもった口調で言った。璃子は廃水再利用プロセスを表面的にしか理解していなかったことに目の覚める思いがした。工場廃水・家庭排水が処理される仕組みをＰＲする仕事をしているのに、その排水の中身がなんなのかを考えたことがなかったのだ。

「それじゃ、その分離処理した肥料はどこで使ってるんですか？　ここの敷地に畑はなさそうですけど」

　璃子の問いかけに達樹が答える。

「地下のタンクに貯留して、隣町にある大学の研究センターが回収して実験的に使用している」

「それ以外の排水を処理する装置は、ちょうどこの裏手にあります」

　海翔が言って、廊下の突き当たりにある小さなドアを開けた。彼がドアを押さえてくれているあいだに、璃子と達樹は外に置かれていたサンダルを履いて裏庭に出た。数メートル先にあるツツジの植え込みの横に、ダークブラウンに塗られた大きめの家庭用物置のようなものが鎮座している。

「あれが、うちの製品の中でも一番小型の排水処理システムだ」

　達樹がその物置のような施設に近づき、壁をポンと叩いた。

「水上がプロセス図で見たものが全てここに入っている。この中で処理した水が、庭の水まきやトイレ用水として再利用されるんだ。梯はし子ごをのぼれば上の窓から中を覗ける。のぼってみるか？」

　達樹が制御板の横の五段梯子を示し、璃子は現物を見られることに目を輝かせた。

「はい！」

「ついてこい」

　達樹が言って梯子の手すりに手をかけ、先にのぼり始めた。彼がのぼりきったのを確認して、璃子は手すりを両手で掴み、一番下の段に足をかける。

（キュロットで来てよかった）

　梯子を使って排水処理システムの平らな屋根に上がると、達樹が金属製の四角いフタを引いて持ち上げた。その下は強化ガラス製の覗き窓になっていて、そこから中の様子を見ることができる。

「うわぁ……こんな風にして水が綺麗になっていくんだ……」

　展示模型や図面でしか見たことのないポンプや水槽、膜を使ったカートリッジなどが実際に作動している様子を、璃子は感動しながら見つめた。そんな璃子に達樹は優しげな眼差しを向けていた。

「満足したなら、そろそろ下りるか？」

　達樹に声をかけられ、璃子は覗き窓の中から彼へと視線を移した。その目はまだ興奮してキラキラしている。

「はい！」

　璃子の返事を聞いて、達樹がフタをゆっくりと閉じた。

「先に行くぞ。気をつけて下りてこい」

「はい」

　達樹が地面に立ったのを見て、璃子は後ろ向きに梯子を下り始めた。最後の一段から足を離した時、達樹の右手が璃子の背中に軽く触れた。怪訝そうに見上げた璃子に、達樹がいたずらっぽく言う。

「落ちずに無事に下りてこられたな」

　その言葉に璃子は目を見開く。

「課長はたった五段の梯子でも、私が落ちると思ったんですか!?」

「そうか、心配しすぎたか」

　達樹がからかうように小さく笑ったため、璃子はまた子ども扱いされた気がして唇を尖らせた。すると海翔が頬を緩めて声をかける。

「よかったら表の庭も見てください。僕は部屋の窓を開けてきますので」

　海翔がドアのほうへと歩き始め、璃子と達樹も室内に戻った。海翔と別れ、璃子たちは見学を続ける。押し入れのある和室や団らんができる囲い炉ろ裏りのある部屋、色調を揃えた木材が使われている近代的なキッチンを見たあと、縁側に並んで腰を下ろした。

　小さな池のある庭を眺めながら、璃子は言う。

「すごく勉強になりました。連れてきてくださって、ありがとうございます」

「勉強のためだけに連れてきたわけじゃない。いつも頑張ってる水上にリフレッシュしてもらえたら、とも思ったんだ」

　達樹が璃子を温かな瞳で見た。

「課長……」

　達樹の言葉が嬉しくて、胸がじぃんとしてきた。

「まあ、水上が俺のツボだというのもあるが」

「またツボですか……」

　璃子は肩を落とした。

「そう。一緒にいて水上ほど笑える奴はいない」

「それってひどくないですか？　面白いとか、笑えるとか、女性に対して使う言葉じゃないです」

　璃子がぷっと頬を膨らませると、その頬を達樹が軽くつまんだ。

「その顔もツボだ」

「人の顔で遊ばないでください！」

　そう言った時、左手にある玄関の方向から足音がして、海翔が近づいてきた。璃子たちの様子を見て穏やかな笑みを浮かべる。

「やっぱり今度は泊まりに来てくださいね、おふたりで」

　海翔の言葉に、璃子は慌てて首を横に振る。

「いや、だって、私と課長はただの上司と部下で、あ、じゃなくて、部下と上司で！」

　あたふたする璃子とは対照的に、達樹は落ち着いた表情で彼女の耳に囁く。

「今だって一緒に住んでるんだから、そんなにうろたえなくてもいいのに」

「うろたえてなんかっ」

　璃子は押し殺した声で抗議する。その時、声のトーンを落としたせいで、達樹が聞き取ろうとして顔を近づけていることに気づいた。目の前に彼の顔があって、頬が熱くなる。

　ふたりの様子を海翔は微笑みながら見ていたが、やがて言った。

「そろそろ一時近いですが、昼食はお済みですか？」

「いえ。『リシャバ』に行くつもりなんです。水上にも、イノシシ肉のココナッツカレーを食べさせてやりたいなと思いまして」

　達樹の言葉に璃子は目を輝かせた。

「課長に聞いてから、ずっと楽しみにしてたんです！　そんなカレー、食べたことないですから！」

　璃子の様子を見て、海翔が目を細めた。

「初めて『リシャバ』を紹介した時のうちの妻とは正反対の反応ですね」

「そういうところが僕のツボなんですよ」

「いいですね」

　達樹と海翔が意味ありげに視線を交わし、璃子は不満げに呟く。

「ふたりだけで通じ合っててつまんないです」

「男同士の話だからな」

　達樹が楽しげに言った。仲間外れにされているのは面白くないが、達樹と海翔は璃子がＯＳＫ繊維開発に入社する以前からの知り合いなのだ。

（柳瀬さんが言ってた『石川さん』って、話の流れからすると、きっと課長の親しい女性だったんだよね……。もしかして、ピンクのカーテンを残していった人……？）

　彼女のことを知りたい、という気持ちと、私よりも課長のことを知っているなんて羨ましい、という気持ちが芽生えて、心が乱れる。その嫉妬のような気持ちは石川に対するものなのか、海翔に対するものなのか。

（男性にヤキモチを焼くなんて変よね）

　璃子がチラッと海翔を見ると、彼が璃子から達樹へと視線を動かしながら口を開く。

「『リシャバ』は従妹いとこ夫妻の店なんです。よろしければ車でお送りしますよ」

「車を温泉の横に停めたままなので、そうしていただけると助かります。なにしろここに目をキラキラさせて、〝今すぐ行きたいオーラ〟を全開にしている奴がいるもので」

「また人を食い意地の張った女みたいに……」

　璃子の不満の言葉に、達樹がいたずらっぽく口角を上げる。

「それならここから歩いていくか？　三十分近くかかるぞ」

　悔しいので『歩いていく』と言いたいところだが、田舎いなかの美味しい空気を吸いながら散歩したので、思ったよりもお腹が空いていた。

「やっぱり食い意地の張った女でいいですっ。もう歩けませんっ」

　璃子が唇を尖らせると、達樹が楽しげな声を出す。

「そういうところがツボなんだよ。わかってる？」

「わかりませんっ」

　ふてくされる璃子を見て、達樹がくすくす笑っている。そんなふたりを海翔が温かい目で見ていた。




　そのあと、璃子は達樹とともに海翔のＳＵＶの後部座席に乗せてもらった。十分もしないうちに到着したのは、そば屋と見まごうほど趣のある、黒い柱と白壁が印象的な一軒家だった。壁にかけられた木の看板には『インド料理・リシャバ』と達筆で書かれている。店の駐車場で車から降りた途端、独特のスパイシーな香りに鼻をくすぐられて、余計に空腹を感じてしまう。

「もうダメ、お腹と背中がくっつく～！」

　海翔が笑いながら、黒い格子の引き戸を開けてふたりを通してくれた。達樹の顔を見て、白いエプロンをかけた三十代半ばくらいの女性店員が大きな笑顔になった。

「彼女が柳瀬さんの従妹のチャンドラ・若わか菜なさんだ」

　達樹が璃子に囁いた。若菜が達樹に近づいてくる。

「藤岡さんじゃないですか！　ストックホルムに赴任されたと聞きましたが、帰国されたんですか？」

「はい。この四月に」

「おかえりなさい！　それで、こちらが石川さんなんですね!?　お目にかかれて光栄です！　五年前はお仕事で来られなかったそうで――」

　若菜のワクワクした声を、ふたりのあとから入ってきた海翔が鋭い口調で遮る。

「こちらは藤岡さんの後輩で、ＯＳＫ繊維開発の水上璃子さんだ」

「あ……」

　若菜が一瞬にして気まずそうな表情になった。

「ごめんなさい、私ったら」

「でも、藤岡さんと水上さんのおふたりで、いずれエコハウスに泊まりに来てくれると思うよ」

　海翔に視線を向けられて、璃子は話を合わせるように微笑んだが、内心は寂しい思いでいっぱいだった。彼には璃子と達樹が一緒に泊まりに来るような仲に見えたのかもしれないが、達樹はただ璃子を面白がっているだけなのだから。

　海翔の言葉に、若菜がホッと表情を緩めた。

「よかった。余計なことを言ってごめんなさい。こちらのお席へどうぞ」

　若菜が厨房に近いテーブル席を示した。

　店内はカウンターがふた席空いているだけで、他の五つのテーブル席は埋まっている。カジュアルな服装の客や、バックパックを置いている客がいるため、地元の人や旅行者に人気の店のようだ。

「帰りもお送りしましょうか？」

　海翔に問われて、達樹が璃子を見た。

「昼食のあとも散策したいから、歩きで構わないか？」

「はい」

　璃子の返事を聞いて、達樹が海翔に言う。

「というわけなんで、帰りは歩きます。お気遣いありがとうございました」

「いいえ、今日はお会いできてよかったです」

「こちらこそ。どうもありがとうございました」

　達樹が感謝を述べてからお辞儀をし、璃子も彼の隣で頭を下げた。

「今度はぜひプライベートで来てください」

　海翔が一礼し、その姿が出入口のドアの向こうに消えるのを見届けて、璃子は達樹と向かい合って椅子に座った。

「ここに来たら、俺はいつも奥美郷名物のイノシシ肉のココナッツカレーを頼むんだけど、水上はどうする？　他にもいろいろあるぞ」

　璃子は壁にかけられている達筆なメニュー表を見た。豆カレーやタンドリーチキンなども美味しそうだが、『奥美郷名物』と言われたらやはりそれを食べたくなる。

「課長に聞いてから、私の頭の中にはイノシシ肉のココナッツカレーしかなかったんです」

「そう言うと思ったよ」

　達樹は璃子の言葉に頬を緩め、水を持ってきた若菜に伝える。

「イノシシ肉のココナッツカレーとサラダ、チャイをふたつずつお願いします」

「かしこまりました」

　若菜が厨房に向かった。厨房には、コックコートを着た四十歳くらいに見える浅黒い肌の男性がいて、若菜は彼に注文を伝えた。

「あのふたり、ご夫婦なんですか？」

　璃子の問いかけに、達樹がグラスの水を飲んでから答える。

「ああ。コックの彼が若菜さんのご主人のヴィクラムさんだ。ヴィクラムさんは南インド出身なんだよ。ふたりは留学先のイギリスで知り合ったらしい」

「いいなぁ、運命的！」

「結婚して彼女の故郷で店を開いたんだって。仕事で奥美郷に来た時、俺はいつもここで食べてたんだ」

「じゃあ、五年ぶりの味なんですね」

　達樹が頷いた。

「ああ、楽しみだよ」

　ほどなくして若菜がトレイをふたつ運んできた。

「ごゆっくりどうぞ」

「美味しそう！」

　目の前のトレイには、フレッシュな野菜サラダとチャイとともに、白みがかったカレールーのかけられたココナッツライスの皿が置かれている。

「いただきます！」

　璃子はパチンと手を合わせた。スプーンを取ってカレーをすくう。ライスとともに口に入れた瞬間、舌の上でほろりと肉が崩れ、口内に甘さが広がった。

「うわあ！」

　ココナッツの甘みをスパイスが引き立てていて、くせになりそうな味わいだ。

「すごく美味しい！」

「水上のリアクションはイチイチ大おお袈げ裟さだな」

　達樹に苦笑され、璃子は慌てて声を落とす。

「あ、うるさかったですね、すみません」

「いや、面白いよ」

「また〝面白い〟ですか。今日は五〝面白い〟ぐらいいただいちゃいましたか」

「いや、四〝面白い〟と一〝かわいい〟だ」

「か、かわいい!?」

　璃子の声のトーンが跳ね上がったが、その言葉をスルーするかのように、達樹はスプーンを口に運んだ。

「んー、やっぱりここのカレーは絶品だな」

（課長が私のこと、また『かわいい』って言ってくれた！　一〝かわいい〟だけど！）

　嬉しくて身み悶もだえしそうになりながらも、璃子はそれを悟られまいとカレーをひと口食べた。










課長の事情




　昼食後は郷土資料館などを見学し、川沿いを散策したあと、大阪に戻ることになった。璃子はエコハウスの視察――気持ちの上では達樹との奥美郷日帰り旅行――を満喫して、彼の車の助手席に座った。ダッシュボードのデジタル時計を見ると、午後五時二十分を表示している。

「今日は本当にありがとうございました。仕事に対する意識も変わりましたし、なにより楽しかったです」

　璃子は嬉き々きとして語り始めた。達樹はアクセルを踏んで車を走らせながら、時おり短く相づちを打ち、璃子の話を聞いている。

　奥美郷町から離れるにつれて、西の稜りょう線せんが茜あかね色に染まり始めた。

「綺麗だな」

　達樹がハンドルを握ったまま、ぽつりと言った。璃子も運転席側の西の空を見る。達樹の横顔が逆光に染まって、なぜだか陰りを帯びて見えた。その様子から、海翔に〝石川さん〟について聞かれた時の達樹の表情を思い出した。

（さっきから口数が少ないけど、もしかして〝石川さん〟のことを考えてるの？　〝石川さん〟って課長にとってどういう人だったの？）

　気になって我慢できなくなり、璃子はついに疑問を言葉にした。

「石川さんって……どなたですか？」

　達樹がなにも答えないので、璃子の声が消えた車内には、オーディオから流れるバラードだけが漂っている。その曲がかかっているのは偶然だが、今の夕焼けにすごく似つかわしく感じた。

　達樹が小さく息を吐いた。

「二度も言われたら、気になるか」

「気になります」

　璃子が即答したので、達樹が苦笑した。

「水上は正直だな」

　達樹は右手の指先でハンドルをトントンと叩いた。

「予想はついてるだろうけど、前の恋人だ」

「前って？」

「ストックホルムに赴任する直前まで付き合ってた。一緒に住んでたんだ」

　璃子はやっぱり、と思った。あのピンクのカーテンもお揃いの食器も、全てその石川という女性が使っていたものだったのだ。

「石川……美咲さん、ですか？」

　璃子の問いかけに、達樹が一瞬彼女に視線を投げた。

「起きていたのか」

　今朝のことを言っているのだ、と璃子は気づいた。

「はい」

「そうか……。柳瀬さんは仕事がらみで美咲に会ったことがあって、当時、俺たちが恋人同士だと知ったんだ。それを覚えていて、今日聞いてくれたんだろう」

　それだけ話すと、達樹は黙ってしまった。信号で停車した時に、璃子は尋ねる。

「課長が『泣かせた』って言ってたのは、その石川さんなんですよね？」

「こんな話、聞いたってつまらないだろう」

　達樹が助手席を見た。逆光のせいで表情はわからないが、璃子は彼の口調に苦いものを感じ取り、ゴクリと喉を鳴らして口を開く。

「つまらなくありません。気になるんです。こんなに私によくしてくれる課長が……女性を泣かせたことがあるなんて、とても信じられません」

　達樹はもう一度息を吐いた。右手で前髪をくしゃりとかき上げ、視線を正面に戻す。信号が青になりアクセルを踏んでから、低い声で話し始めた。

「彼女は……美咲は……ＯＳＫ繊維開発が吸収合併した産業繊維開発企業の取引先の社員だ。出会った当時、俺は新入社員で、美咲は三歳年上だった」

　達樹が年上の女性と付き合っていた、ということに少し驚いたが、璃子は黙ったまま耳を傾けた。

「美咲と一緒に働くうちに、彼女の仕事に対する姿勢に惹ひかれていった。新卒の俺なんか相手にしてくれるわけがないと思っていたが……彼女も俺を評価してくれるようになって……気づいたら付き合うことになっていた。そしてそのまま……付き合って二年目に同棲を始めた。そこは水上と一緒だな」

　達樹にチラリと視線を向けられ、璃子は頷く。

「その時、彼女は係長に昇進した。彼女の勤務先は小規模企業だったが、それでも二十七歳で係長なんて今考えてもすごいよな。で、三年後、俺にストックホルム出向の話が持ち上がり……彼女にプロポーズした」

『プロポーズした』という達樹の言葉に、璃子の胸がズキンと痛んだ。達樹にとって、美咲は一生一緒にいたいと思った女性だったのだから。

「『俺と一緒にストックホルムに来てほしい』って言ったら、美咲が初めて俺の目の前で泣いたんだ。『キャリアを捨てろってこと!?』って……。だから、『それなら、三年、日本で待っててほしい』って言ったら、返ってきたのは『考えさせて』だった。それから何度も話し合ったけど、彼女は『キャリアも捨てられないし、三年もひとりで待てない』って言うんだ。俺もやりがいのある仕事のチャンスを蹴ることはできなくて……結局別れることになった」

　璃子は遠慮がちに口を開く。

「課長は……美咲さんの希望を叶えてあげなかったから『俺は泣かせたほうだ』って言ったんですか？」

「美咲のことを、わりとしっかりした気の強い女性だと思ってたから……彼女の涙を見た時はショックだった。幸せにしたい人をむしろ苦しめている自分が許せなかった」

　達樹の声はいつも以上に低くて、彼の悩みの――罪悪感の――深さを伝えているようだ。璃子は胸が疼うずいて、彼の横顔を見ながら必死に言葉を発する。

「でも、課長だって苦しんだんでしょ？　美咲さんと仕事のあいだで悩んだんでしょ？　なにかを犠牲にすることができなかったのは、課長もだけど美咲さんもでしょ？　だったら、いつまでも罪悪感を持ち続けなくてもいいのに」

「ありがとう」

　彼の口角がふっと上がった。

「今はもう苦しんでも悩んでもいない。水上が隣にいるからな」

「私が……？」

「帰国して水上の仕事ぶりを見た時、すごく熱心で一生懸命な女性だなって思った。仕事にやりがいを持っていて……まるで美咲みたいだって」

　璃子は胸が締めつけられるように苦しくなった。

「だから、課長は私と美咲さんを重ねたんですか？　失恋して課長の前で泣いた私が、泣いて課長との別れを選んだ美咲さんと同じに見えて……？」

　今朝、達樹が呟いていた『璃子が笑えるようになれば、俺の罪悪感も消えるかもしれないと思ったんだ』という言葉が蘇ってきた。

（好きになった相手が、自分に元カノの姿を重ねていたなんて……）

　璃子は黙って俯いた。鼻の奥がツンと痛んで涙がこぼれそうになり、下唇を噛み締めてこらえる。

　達樹が横目で璃子を見た。今にも泣きだしそうな彼女に気づいて、左手を伸ばす。その手が璃子の頬に触れたかと思うと、ぷにっとつまんだ。

「なっ、なにするんですかっ！」

　達樹が左手をハンドルに戻した。

「水上に美咲を重ねた、というのは厳密に言えば違う。ふたりの状況を重ねた、というのが正解だな」

「また難しいことを……」

　璃子は、達樹の温もりが離れた頬を押さえながら呟いた。

「もうこの話はやめよう。今は美咲の話はしたくない。せっかくこうして水上と綺麗な景色を見ているんだから」

　達樹はそう言ったきり、唇を引き結んでしまった。課長が元カノのことを思い出したくないのなら、と璃子は彼に従い、黙って窓の外の景色を眺めることにした。

　とはいえ、せっかく楽しい時間を過ごしたのに、璃子が元カノの話を持ち出したせいで、しんみりしたムードのまま一日を終えるのは嫌だった。璃子は気分を盛り上げるために、途中で大型スーパーに寄ってくれるよう達樹に頼んだ。

「いいけど、なにを買いたいんだ？」

「卓上串揚げ鍋です！」

「卓上フライヤーってやつか？」

「そうです！　今日は一緒に串揚げを作って食べましょうよ！　課長も食べて飲んでハッピーな気分になって、今日を楽しく締めくくりましょ！」

　達樹がマンションから程近い大型スーパーの駐車場に車を停めてくれたので、璃子は助手席から降りた。達樹も苦笑しながら降車する。

「俺は別に落ち込んじゃいないけどな」

「そうですか？」

「ああ。今日は楽しかったから。あ、今日も、か」

「四〝面白い〟私がいるから？」

　璃子がいたずらっぽく言うと、達樹が小さく笑った。

「そう。卓上フライヤーを欲しがる時点で、一〝面白い〟プラスだ」

　璃子は彼のその表情にホッとしながら、店内入口へと向かった。




　そうしてその日の夕食は、買ったばかりの卓上フライヤーを囲んで串揚げパーティーとなった。豚肉、エビ、ホタテ、ウインナー、青唐辛子、タマネギ、じゃがいもなどの具材に小麦粉、卵液、パン粉をつけて、フライヤーで揚げながら達樹は缶ビールを、璃子は缶カクテルを飲んだ。

　具材を多めに買ったつもりだったが、自分で揚げて食べるのが楽しくて、完食してしまった。達樹も十分満足したようで、最後のひと串を食べ終えると、椅子の背もたれにゆったりと背を預けた。

「こういうのもいいな」

　達樹が言って、目を細めながら璃子を見た。頬が少し赤くなっているため酔っているのだとわかるが、明るいその口調に璃子も嬉しくなる。

「いいでしょ。楽しいでしょ？　またやりましょうね」

　璃子は立ち上がって、フライヤーのコンセントを抜いた。

「片づけますね」

「手伝うよ」

　達樹が続いて腰を上げ、食器を重ねて手に取った。

　達樹と璃子がそれぞれ朝食と夕食を担当しているので、こうして一緒に片づけをするのは初めてだ。広いキッチンだけど、シンクの前に並んで立つと、やはり身体を寄せ合うようになってしまう。触れ合っているわけではないのに、達樹の体温を感じてしまい、璃子の頬が熱くなった。

「串揚げとアルコールって合うから、つい飲みすぎちゃいますね」

　暑そうに手で顔を扇ぐ璃子に、達樹が問う。

「もう休みたい？」

　達樹にじっと見つめられ、扇いだ頬もすぐに熱を取り戻す。胸がドキドキして、また自分だけが彼を意識してしまいそうだ。

「いえ、大丈夫です」

　璃子はさりげなく視線をそらして、達樹がシンクに置いた食器を軽く水で流して食洗機に入れ始めた。

「俺はこの楽しい時間をまだ終わらせたくないな」

「じゃあ、ゲームかなにかします？　それとも面白い番組がやってるか見てみましょうか？」

　璃子は目を合わせないまま提案した。

「そういう楽しい、とは違う」

　達樹が真顔で言って、璃子の腰に左手を回した。

「あのっ」

　驚いて見上げる璃子を、彼がぐいっと引き寄せた。服越しに達樹の逞しい腹筋を感じて鼓動が跳ね上がる。

「璃子と一緒にいるこの時間を終わらせたくない、ということだ」

　朝起こされる時以外に名前で呼ばれたのは初めてだった。達樹に真っ直ぐ視線を向けられて、胸が苦しくなる。

「課長……」

「もう少し璃子と一緒にいたい」

　達樹の右手が璃子の頬に触れ、すっとなぞって顎に添えられた。彼の手が触れている箇所が、やけどしそうなくらい熱い。

「璃子は？」

　彼に名前を呼ばれる度に胸がキュッと締めつけられ、璃子は喘ぐように答える。

「わ、私も……まだ……課長と一緒にいたいです」

　璃子の返事を聞いて、目の前の達樹の瞳が強い光を宿してきらめいた。普段の無表情で、冷静で、時に不機嫌な彼からは想像もつかないような、情熱的な眼差しだ。

「璃子」

　彼が顔を傾けながら近づけた。

「課長」

「今は会社じゃない」

　達樹の囁き声がして、璃子の唇に彼の息がかかる。触れそうで触れない、焦れったい距離。

「俺の名前、知ってるだろ？」

　彼の吐息が熱すぎて、璃子は頭がクラクラしてきた。

「呼んでみろ」

　必要最低限の短い言葉が、璃子の思考回路を麻ま痺ひさせる。

「達樹、さん……」

「〝さん〟はいらない」

「課長を……呼び捨てになんて……」

　眼前にある長いまつげの下の達樹の目が、熱い瞳で璃子をとらえ、彼は熱情のこもった声を出す。

「今は璃子の上司じゃない。ひとりの男だ」

　そのセリフで、璃子の身体の奥が痺しびれるように熱くなった。

「……達樹……」

　小声で彼の名前を呼んだ。

「よくできた」

　そう言って彼の口角が上がったのは一瞬だった。

「璃子」

　熱を孕はらんだ声で名前を呼ばれ、唇を重ねられた瞬間、璃子の背筋を電流のようなものが駆け上がった。勘違いのキスの時にはなかった刺激。角度を変えて口づけられるごとに、身体が熱くなっていく。

（キスだけで……こんなに）

　璃子は身体の奥底から湧き上がってくる衝動のままに、達樹の首に両腕を絡めた。いつの間にか抱くようになっていた達樹への気持ちを伝えたくて、彼の唇を貪る。

「んん……っ、達樹……」

　璃子の背中に彼の腕が回され、ギュッと引き寄せられた。何度も借りた胸だけど、今感じているのはその時覚えた安心感ではない。大きくて広い胸の中に閉じ込められ、激しくキスを返されて、全身が熱に浮かされたようになる。

「璃子」

　キスの合間に名前を呼ぶ彼の声がかすれている。

「達樹」

　璃子は甘い吐息混じりの声で彼の名前を口にした。

　今まで求めなかったのが不思議なくらい、璃子の心も身体も彼を求めていた。達樹も同じ気持ちだということは、璃子を抱き締める腕の力強さからわかった。

「璃子……」

　達樹が唇を離し、両手で璃子の頬を包み込んだ。見つめ合った瞳は潤んでいる。ふたりとも頬が上気して、呼吸が荒い。

「俺の部屋でいいな」

　頷いた直後、璃子の背中と膝裏に彼の手が回されて、ふわりと抱き上げられた。達樹は彼の部屋まで行き、ダークブラウンのシーツがかけられたベッドに璃子を下ろす。

　達樹がベッドに膝をのせ、璃子の顔の両側に肘をついて彼女を見下ろした。そして愛いとおしむように、璃子の髪に指を通す。

「璃子と暮らすようになってから、ずっとこうしたいと思ってた。お前のことをかわいい、と言ってしまったら、歯止めが効かなくなる気がして、言わないようにしてたんだ」

「でも今日……言いましたよね？」

　璃子が達樹を見上げると、彼が璃子の額に自分の額を軽く当てた。

「だから、こうなってしまった。『面白い』と言いながら、本当は『かわいい』と思ってた」

　達樹は「璃子」と呼びながら唇を重ねた。彼の大きな手が璃子のニットをまくり上げる。肌に触れた彼の手は、キスと同じくらい璃子の身体を熱くする。大きな手のひらが脇腹を滑るように撫で、背中へと回る。ぷつり、とブラジャーのホックが外され、浮き上がったブラを彼が押し上げた。露わになった胸の膨らみを達樹の手が包み込む。

「璃子は柔らかいな」

　温泉で、友紀奈のようなボリュームがないことにがっかりした自分の胸。それを彼に見られたと思うと、恥ずかしくなって、璃子は咄とっ嗟さに達樹の手首を握った。

「待っ……」

「どうして？」

「だって……私、和田さんと違って……全然……女らしくない……」

「なぜそう思う？」

　達樹に静かな声で問われたが『彼女よりも胸が小さいから』とは恥ずかしすぎて言えなかった。

　達樹が璃子の視線に自分の視線を絡める。

「璃子ほど魅力的な女性はいないよ」

　熱情のこもった目で真っ直ぐ見下ろされ、璃子は顔を背けた。その首筋に達樹がキスを落とす。

「あぁっ」

　背筋がゾクリとして、反射的に甘い声が漏れた。

「毎朝、璃子にキスしないようにするために、どれだけ自制してたと思う？」

「じ、せい、して、たんですか……？」

　達樹が唇を触れさせたまま喋るので、彼が言葉を紡ぐ度に、璃子の背筋をゾクゾクとした刺激が駆け上がった。

「そう。璃子と一緒にいると癒やされる。そそられる。いじめたくなる……」

「いじ、めたく、なるって……なに……」

「こんな風に」

　達樹の舌が首筋を這い、璃子の口から泣きだしそうな喘ぎ声が漏れる。

「璃子を啼なかせたい」

「たつ……き……」

　達樹がシャツのボタンを外して、逞しい胸板を璃子の柔らかな肌に重ねた。

　上司と部下のあいだの一線は、もう跡形もなく消えていた。










「後悔してる」




「璃子」

　甘く低い声で何度か名前を呼ばれた。璃子は温かなまどろみを手放したくなくて、小さく首を振る。するとその唇に優しくキスが落とされた。

「璃子、そろそろ起きろ」

　それでも目を覚まさない璃子に、キスが熱を帯び始めた。わずかに開いていた唇を強引に割って、達樹の舌が差し込まれる。歯列をなぞられ、口内を撫で回されて、璃子は艶っぽい吐息を漏らした。

「起きないと襲うぞ」

　低くかすれた声で、達樹が囁いた。

「んー……いいよ……」

　璃子は寝ぼけ眼まなこで達樹の首に手を回した。その手を引きはがして、達樹は指先にキスを落とす。

「本当に襲いたいところだが……お前が正気じゃなさそうだからな」

　達樹が言って、璃子の頬に口づけた。半分以上意識が眠ったままの璃子を見て小さく微笑み、彼女のあちこちにそっとキスを落とす。そのくすぐったいような心地よさに、璃子は喉の奥で笑って、再び睡魔に身を委ゆだねた。




　そうしてしばらく気持ちよくまどろんでいたが、璃子は達樹に髪をくしゃくしゃとかき回されて、顔をしかめた。

「もう、なにぃ……？」

　煩わしげに彼の手を押しのける。

「このまま璃子と一緒に過ごしたいが、今日はこれから友人の結婚式に出なきゃならない。気乗りしないが、出席すると言った手前、行かないとな。璃子、俺がいなくてもちゃんと起きて朝飯食えよ」

　達樹の声がして、耳たぶにチュッと口づけられた。くすぐったくて首をすくめながら、璃子は毛布に潜り込む。

　やがて玄関ドアが開いて閉じる音がした。部屋の中は静かだ。達樹が開けていった遮光カーテンのあいだから、明るい陽光が差し込んでいる。それがどうにも眩まぶしくて、璃子は重たいまぶたを持ち上げた。何度も瞬きをして頭を起こそうとする。

「今何時……？」

　首を動かして、壁のかけ時計を見た。もう十時前だ。

「達樹？」

　身体を起こして、乱れた髪をかき上げる。全身が気だるくて、璃子は長く息を吐いた。

「ああ……そっか。結婚式に行くって言ってたっけ」

　裸のままベッドから下り、床に散らばっている衣服を拾いながら、バスルームへと向かった。目を覚まそうと熱めのシャワーを浴びる。

「ふわぁ……」

　それでも眠くて大きなあくびをしながら、シャワーを終えて部屋着に着替えた。

「もうブランチの時間になっちゃった」

　呟きながらダイニングへ行くと、達樹が言っていた通り食事が用意されていた。クロワッサンとレーズンロールが盛られたカゴと、スクランブルエッグとウインナー、オレンジがのった皿に、ラップがかけられたスープカップが並んでいる。スープは野菜とベーコンが入った具だくさんなもので、ボリュームたっぷりだ。

（私が寝坊するとわかってて、こんなに作ってくれてたんだ）

　そう思うと『愛されているんだ』という温かな気持ちが湧き上がってきた。お気に入りの曲をハミングしながら、スープを電子レンジに入れて温め、軽くトーストしたパンとともにいただく。

　食べながら昨晩のことを思い出して、璃子の頬がだらしなく緩んだ。

（不機嫌課長じゃない顔、いっぱい見ちゃった……）

　ベッドサイドライトの淡い明かりの中、愛おしむように優しい目を璃子に向けたかと思うと、次の瞬間には、野性的な眼差しで璃子を組み敷いた。上目遣いで璃子を見つめながら、身体のあちこちに舌を這わせ、キスを落とす。その時の色気のある表情は、今思い出しても身体の芯が熱くなる。

（いろんな課長……じゃなくて、達樹が見られて幸せ……）

　昨晩の記憶に浸りながら食事を終えた。食器を片づけて、洗濯機を回す。いつもは別々に洗っていたが、こうして身体を重ねる関係になったのだから、一緒に洗濯しても大丈夫だよね、と璃子は達樹の衣類も洗って干した。

（うわぁ、幸せすぎてどうしようって感じ……。でも、最近仕事でもプライベートでもいろいろあって大変だったから、このくらいのご褒美をもらってもバチは当たらないよね）

　ニマニマ笑いながら、掃除を始める。玄関に行った時、ダークブラウンのシューズボックスの上に、小さな紙袋があることに気づいた。無造作に置かれたそれから、エンボス加工の白い封筒と、『藤岡達樹』と筆文字で名前の書かれたご祝儀袋が覗いている。

「ええっ」

　璃子は驚いて目を見開いた。

（ご祝儀袋を忘れるなんて！　達樹ってば、しっかりしてそうに見えて意外と抜けてる!?　ないと困るよねぇ……）

　達樹に連絡しようと紙袋を持って部屋に戻りスマホを取り上げたが、電話をかけようとして指を止めた。

（式の途中だと出れないよね）

　本当なら勝手に見ちゃいけないんだろうなと思いながら、白い封筒を開けた。

　思った通り、それは結婚式の招待状で、『シーサイドホテル』という式場の名前と地図が書かれた案内の紙が同封されていた。挙式開始時刻は午前十一時で、今まさにスマホがその時間を表示している。交通案内アプリで調べると、式場は電車に乗って四十分ほどのところだ。

（今出れば披露宴が始まるまでに間に合うし、届けに行ってあげよう！）

　璃子は急いで着替えて必要最低限のメイクをすると、招待状とご祝儀袋をショルダーバッグに入れて部屋を飛び出した。

（連休前に結婚式かぁ。新婚旅行はゴールデンウィークに行くのかな？）

　何気なく封筒を裏返した璃子は、差出人の名前を見て心臓が止まるかと思った。

　男性の名前に見覚えはなかったが、女性の名前が〝石川美咲〟になっていたのだ！

（この人って、達樹の元同棲相手で、プロポーズまでした人じゃない……）

　彼は今、元カノの結婚式に出席しているのだ。

　それに気づいた途端、璃子の頭の中に達樹の声がこだました。

『水上に美咲を重ねた、というのは厳密に言えば違う。ふたりの状況を重ねた、というのが正解だな』

『もうこの話はやめよう。今は美咲の話はしたくない』

（でも、達樹は毎朝、私にキスしないように自制してたって言ってたし、私と一緒にいると癒やされるって言ってたし……大丈夫、今はもう美咲さんのことは好きじゃないはず）

　けれど、自分にそう言い聞かせようとすればするほど、落ち着かない気分になった。

　美咲の結婚式の前日に璃子を抱いたのは、美咲に会う不安を消したかったからではないのか。なにしろ、相手は一生をかけて幸せにしたいと思った人なのだから。

　そんな考えが頭をよぎり、璃子は不安で胸が押しつぶされそうになりながら、電車に乗った。車内は空いていてゆったり座れたのに、気持ちは乱れる一方だ。

　目的の駅で電車を降りて、『シーサイドホテル』へ向かった。ホテルは駅から徒歩十分ほどの場所にあり、その名の通り、海のそばに建っていた。敷地は開放的で、綺麗な芝生の庭にチャペルがあった。今日は快晴で、抜けるような青空に白い尖塔が映えている。

　ちょうど結婚式が終わったところのようで、チャペルからホテルへと続く小道を、スーツや式服姿の参列客がぞろぞろと歩いているのが見えた。

（達樹はあの中にいるのかな……？）

　庭の入口から目を凝らして見ていたが、参列客の中に彼の姿は見当たらなかった。

（どこに行っちゃったんだろ……。披ひ露ろう宴えんが始まるのに、ご祝儀袋がなかったら困るはずなのに……）

　璃子は思いきって披露宴会場があるホテルの入口に向かった。〝廣ひろ瀬せ家・石川家披露宴〟とプレートに書かれた会場を見つけて、そちらへと近づく。会場近くのラウンジに参列客の姿があったが、そこにも達樹の姿はなかった。

（まだチャペルから戻ってないのかな？）

　璃子がチャペルに続くドアを開けた時、すぐ近くの木立の陰から話し声が聞こえてきた。

「それにしても、お前、元カノの結婚式によく来れたなぁ」

　男性の声が聞こえてきて、璃子はドアを押さえたまま足を止めた。

「昔の話だ」

　ぶっきらぼうにそう言ったのは達樹の声だ。

「昔って言っても五年前だろ。しかも、相手はプロポーズまでした女じゃないか」

「今さらなにも感じないよ」

「本当か？　それならなんでまだ彼女と住んでた部屋で暮らしてるんだよ？　彼女が戻ってきてくれるのを待ってたんじゃないのか？」

「それはない。今は同居人がいる」

　達樹の言葉に、璃子はドキンとした。

（私のことだ）

「へぇー、それは初耳だな。同居人って男？」

「女だ」

　達樹が即答し、相手の男性の声が不思議そうなものに変わる。

「女なのに同居人って変な言い方だな。ひとつ屋根の下だろ？　同棲とは違うのか？」

「まあ、同棲みたいなものだな」

「じゃあ、ヤることはヤッてるってわけだ」

　そのセリフに璃子の頬がカァッと熱くなった。けれど、次に聞こえてきた達樹の言葉に、耳を疑った。

「でも、後悔してる」

（後悔してるって……？　私と寝たことを……後悔してるってこと……？　それとも私とルームシェアしてることを……？）

「あんな形で抱くべきじゃなかった」

　低く静かな声なのに、彼のその言葉は鋭利な刃物のごとく璃子の胸に突き刺さった。

『抱くべきじゃなかった』

　その言葉が脳内でこだまする。

　まだ達樹がなにか言っているのが聞こえるが、もう璃子の耳にはなにも入ってこなかった。二、三歩よろよろとあとずさり、くるりと向きを変えて歩きだした。

　ホテルの廊下を小走りで抜け、エントランスを出てからは夢中で走った。走って走って、気づいた時には駅に着いていた。肩を上下させて荒い呼吸をしているうちに、目の前が滲んでくる。

（ご祝儀袋、渡せなかったけど……忘れるほうが悪いんだよね）

　上を向いて瞬きをして、涙を散らそうとする。けれど、込み上げてくるものはあまりに熱くて、今にも溢れそうだ。

「……うっ」

　泣きたい時に胸を貸してくれた人に、もう頼ることはできない。

　璃子は人目をはばからずに泣ける場所を探して、辺りを見回した。改札奥のエレベーター横に女性用トイレの表示がある。

（そうだ、トイレ……）

　ショルダーバッグから定期入れを取り出した時、後ろから名前を呼ばれた。

「璃子？」

　ハッとして振り向くと、目の前に啓一がいた。日曜日だというのに、ワイシャツにスラックスという格好だ。

「なんで……啓一がこんなところにいるの？」

「璃子こそ」

　璃子は予想もしなかった相手に出会った驚きのまま、ドギマギしながら答える。

「わ、私は忘れ物を届けに……。啓一は？」

「俺は……なんていうか……ひと言では説明しにくいよ」

　啓一がため息をついて肩を落とした。

「璃子、どこかでお茶でも飲まないか？」

　今さら啓一と仲良くコーヒーを飲みたいとは思わなかった。けれど、達樹の部屋に帰りたくない、という気持ちのほうが勝った。

「いいよ」

「じゃあ、あそこはどう？」

　啓一が駅前にあるカフェのチェーン店を指差した。

「そうね」

　横断歩道を渡ってふたりでカフェに入り、レジでそれぞれドリンクを注文した。駅の見える窓際のカウンター席が空いていたので、璃子は座ってショルダーバッグを腰の後ろに置いた。隣の椅子に啓一が座り、テーブルの上にＡ４サイズ大の白い紙袋をのせる。

　璃子にすれば、彼のほうからお茶に誘ってくるなんて、先週のことを考えたら信じられないことだ。

（なにかあったんだろうな）

　ピンときて啓一を見たが、彼は黙ったままホットコーヒーを見つめているだけだ。仕方なく璃子が先に口を開く。

「なにか……あったんだよね？」

「わかるかな？」

　啓一が顔を上げた。今まで何度も見たことがある、眉尻を下げた悩んでいるような表情だ。

「わかるよ。啓一がそんな顔をする時は、なにか問題を抱えてる時だもん」

「そうだね……。璃子は俺のこと、なんでもわかるんだったよね」

「そんなことないよ。啓一が二週間も和田さんの部屋に泊まってたって気づかなかったし」

　璃子がチクリと言うと、啓一は決まり悪そうに視線をさまよわせる。

「和田さんとケンカでもしたんでしょ？」

　璃子の問いかけに啓一の横顔が頷いた。

「……実はそうなんだ。友紀奈が結婚式場を見てみたいって言うから、ブライダルフェアを予約して見に来たんだ」

「それって『シーサイドホテル』の？」

「そう」

　璃子はカプチーノを数口飲んで、彼に聞く。

「啓一ひとりで来たの？」

「それがさぁ……」

　啓一はテーブルに肘をついて顔の前で手を組んだ。

「あいつ、ワガママでさ。案内してもらうために予約まで入れてたのに、見もしないうちから『海からこんなに強い風が吹くんじゃ、ドレスが乱れちゃう。やっぱここヤダ』なんて言いだして……。予約した手前、話くらい聞こう、って俺が説得しても耳を貸さないんだ。友紀奈が拗ねてひとりで先に帰るから、他のカップルに交じって俺だけひとりでフェアに参加する羽目になった」

　啓一がテーブルの上の紙袋に視線を向けた。紙袋にはホテルの名前がプリントされていて、中からカラーのパンフレットが覗いている。

「ああ、そう……。結婚するつもりなんだね」

「わからない」

　彼の言葉に璃子は目を見開いた。

「わからないって、どういうこと？」

　璃子が尋ねると、啓一が璃子のほうを見る。

「俺……間違った選択をしたのかもしれない」

「は？」

　璃子は啓一の言いたいことが理解できず、彼を見返した。

「璃子は……俺のことを璃子がいなければダメな男みたいに思ってただろ？」

「それは……」

　確かに『啓一には私がいなくちゃダメなのね』と思ったことはあった。璃子が黙ったままでいると、啓一が話を続ける。

「友紀奈に頼られて……俺は女に頼るばかりの男じゃないんだ、女に頼られる男なんだ、って思って嬉しくなってさ」

「和田さんに頼られて嬉しかったんなら、最後まで頼られてあげなよ」

　璃子の言葉に、啓一が首を横に振った。

「疲れたんだよ。頼るのと、ワガママを押し通すのとは違う。最初はかわいく頼ってくれてたのに、気に入らないとすぐ拗ねるし、かんしゃく起こすし……」

　啓一が璃子を見た。眉を寄せて切なげな表情で。

「俺、なんで璃子と別れたんだろう」

「やめてよ」

　璃子は嫌悪感を覚え、反射的に立ち上がっていた。

「五年も付き合った私じゃなくて、彼女を選んだのは啓一でしょう？　今さらそんなこと言わないで」

　璃子の腕を啓一が掴んで、訴えるような目で、すがるように見上げる。

「後悔してるって言ったら……？　五年も付き合ったんだ。俺への気持ち、璃子の心に少しくらい残ってないの？」

　彼のそういう目に弱くて、今までならなんとかしてあげたいと思った。でも……。

「残ってない。残ってるわけないじゃない」

　璃子は啓一から目をそらした。

「俺のせい……？」

「私は啓一に友達でいてほしいって頼んだのに、啓一は私が嘘をついてるみたいな言い方をしたじゃない。友達でもいられなくなるようなことを言ったのも、したのも、啓一のほうだよ」

「璃子……」

　啓一の手が璃子の腕から滑り落ちた。

　璃子は一度深呼吸して告げる。

「でも、一応同期だし、愚痴なら聞いてあげてもいい。でも、それ以外の話をするなら、私は帰る」

「ごめん……」

　啓一が肩を落として俯いた。彼がとても小さく頼りなげに見えて、少しだけ気の毒になる。

「花嫁姿って、女性の一生で一番綺麗な姿だと思うの。『海からこんなに強い風が吹くんじゃ、ドレスが乱れちゃう』っていうのは、啓一に綺麗な姿を見てほしいっていう和田さんの……かわいいワガママなんじゃないの？」

　璃子は口調を和らげて言った。

「そう……かな？」

　啓一がゆっくりと顔を上げると、璃子はふいっと顔を背けた。

「知らない。とにかく痴話ゲンカに元カノを巻き込まないでよ。私は私で、今は気持ち的に余裕ないんだから」

「なにか……あったんだ」

「大ありよ」

「仕事のこと？　一応同期だし、俺でよければ聞こうか？」

　そう言われて、璃子は啓一に視線を戻す。気遣うように見つめられて、璃子は一瞬、彼にぐちゃぐちゃに乱れる心の中をぶちまけようとした。

　けれど、考え直して首を横に振る。そもそも、啓一が浮気さえしなければ、こんなに泣いたり苦しんだり……達樹のことを好きになったりしなかったはずなのだ。そう思うと、啓一に話したい気分にはなれなかった。

「いい。ひとりで泣きたい気分だから」

「璃子でも泣くんだ」

　璃子はキッと啓一を見た。

「当たり前でしょ！　啓一は知らないでしょうけど、あなたのせいで何度も泣いたんだから」

「……ごめん」

「とにかく、今日はこれでさよなら」

　璃子はショルダーバッグを肩にかけた。歩きだそうとする彼女に、啓一がぽつりとこぼす。

「璃子にとって、俺は頼りたい男じゃないんだよな……？」

　璃子は振り返って啓一を見た。

「頼らせてくれなかったでしょ」

　璃子がそっけなく言うと、啓一は低い声で呟く。

「俺は頼ってほしかった」

「今さらだわ」

「そうだね」

　啓一が目尻を下げたまま、悲しげに微笑んだ。その頼りなげな表情を視界から閉め出すように、璃子は彼に背を向ける。

「それじゃ」

　そうして振り返ることなくカフェを出た。










後悔の意味




　璃子は啓一と別れたあと、ショッピングモールをブラブラして時間をつぶしたものの、達樹の部屋に帰りたくなくて、沙織に電話をした。彼氏と出かけようとしていた沙織だが、璃子の切羽詰まった声を聞いて、璃子のところに駆けつけてくれた。

「ごめんね、沙織」

「いいよ。どこかで飲む？」

「うん……」

　ふたりで小洒落た洋風居酒屋を探して入り、向かい合って座った。注文を終えて頼んだドリンクが運ばれてきても、璃子はグラスに口をつけずに黙っていた。その沈んだ様子を見て、沙織はしばらく無言でレモンサワーを飲んでいたが、料理が運ばれてきたあと、ついに口を開いた。

「日曜日の夜に私を呼び出したわけを、そろそろ話してくれてもいいんじゃない？」

「んー……」

　璃子はオレンジサワーのグラスに口をつけた。少し飲んではグラスについた水滴を指先でなぞる。璃子がそれを延々と繰り返しているので、沙織はシーザーサラダを取り分けながら尋ねる。

「同居させてもらってる人となにかあったの？」

「なんでそう思うの？」

　璃子は視線をグラスから沙織に移した。

「だって、家に帰りたくないって感じだもん」

　沙織に言われて、璃子はまたオレンジサワーを飲んだ。

　沙織はなかなか話そうとしない璃子の口を割らせようと、シーザーサラダをのせた皿を差し出しながら、水を向ける。

「私が『恋愛関係になったりしないの？』って聞いた時、『そんな気になれないし、向こうにだってその気はないよ』って言ってたのに、好きになっちゃったとか？」

　璃子は皿を受け取って頷いた。

「なっちゃった」

「それなのに、相手に恋人がいたとか？」

「恋人は……いないって」

「じゃあ、なにが問題なの？」

　沙織が首を傾げて璃子を見た。

「前の恋人を忘れられないみたい」

「璃子の魅力で忘れさせてあげたらいいのに」

　沙織に軽い調子で言われて、璃子は首を横に振った。

「忘れてくれなかった」

「どういうこと？」

　沙織に聞かれて、璃子はまたグラスについた水滴を指でなぞりながら、相手が達樹であることは伏せて、同居が始まった経緯からぽつりぽつりと説明を始めた。

　ひと通り話し終えると、沙織が我が事のようにつらそうに顔を歪ゆがめた。

「『後悔してる』はきついね……」

「きっと楽しかったから、勢いと流れで私と寝ちゃって、それを後悔してるのよ。こんなことになるなら、最初からちゃんと引っ越し先を探せばよかった。そうしたら、彼のこと、好きになったりしなかったのに」

「仕方ないよ。山城くんとのことが突然すぎたから……」

　沙織が慰めるように言った。

「そうよね。和田さんの言葉に、ついカッとなっちゃって……」

「でも、私、驚いてるんだ」

「なにを？」

「璃子がこんなに早く立ち直って、新しく好きな人を見つけたことに」

「ああ……」

　璃子は力なく微笑んだ。沙織が璃子を見て口を開く。

「だから、きっと、その人はすごくステキな人なんじゃないのかな」

　璃子は首を傾げて沙織を見た。

「だって、あんなに傷ついてた璃子の心を癒やして、虜とりこにしちゃうような人なんでしょ？　そんな人がダメ男なわけないと思うけど」

「うん……」

　璃子は頬杖をついて視線をテーブルに落とした。

　達樹はダメ男どころか、一緒にいればいるほど、無愛想な表情の裏に隠れた意外な一面が見えて、心惹かれてしまうステキな人だ。

　沙織が話を続ける。

「彼に忘れられない人がいても、その人との関係はもう終わってるんでしょ？」

「うん……」

「それなら、これから璃子を好きになってくれる可能性はゼロじゃないと思うよ」

　沙織の言葉に、璃子は顔を上げた。

「どうしてゼロじゃないなんて言えるの？　彼は『後悔してる』って言ってたのに」

「だって、いくら困ってても、普通、異性を同居なんかさせてくれないよ？」

「だから、それは、私と彼の元カノの状況が似てたからで……彼は罪悪感から……」

　璃子は再び視線をテーブルに落とし、ぽつりぽつりと言葉をこぼした。

「きっかけはそれかもしれない。でも、璃子が立ち直るのを待っててくれたんでしょ？　『落ち着いたら出ていってくれ』とか、『次の引っ越し先を早く探してくれ』とかも言わずに。それに『かわいい』って言ってくれたんでしょ？　それは璃子のことが嫌いじゃないからだよ。いや、むしろ好意を抱いてると思う」

「でも……今は後悔してるみたいだし、今日帰ったら『出ていってくれ』って言われるかも……」

　沙織が手を伸ばして、璃子の右手を握った。璃子は驚いて友人の顔を見る。

「その人、そんな無責任な人なの？」

「え？」

「困ってる璃子を住まわせてあげといて、自分が後悔したから一方的に出ていけ、なんて言うような、無責任な人なの？」

　沙織の言葉に、璃子はハッとした。

『力で俺に勝てるとでも？』

　いつか彼が言った通りだ。達樹が璃子を抱こうと思えば、いつでもできたはずだ。けれど、困っている璃子の弱みにつけ込むことなど一度もなかった。

『俺のことを酔って寝ている女を襲うような男だと思っているのだとしたら、それは水上に男を見る目がないということだ』

『部下が目の前で困っているんだ。助けようとしてなにが悪い？』

『放っておけなかったんだ』

『感謝される理由がわからないな。昇進のことなら、あれは水上が自分で掴み取ったことだ』

　そのどれも、彼の誠実さを表した言葉ではなかったか。

「そうだよね……。無責任どころか、とてもステキな人。信じられないくらい、いい人よ」

「だったら、帰りなよ。そして話し合いなよ」

「それしか……解決法はないよね」

　璃子は噛み締めるようにゆっくりと呟いた。

「うん、ない」

　沙織にあっさりと返され、璃子は小さく笑った。

「帰るけど、食べ終わるまでは付き合ってよ」

「もちろん。私だって今日は彼に『璃子とご飯食べに行く』って言っちゃったも～ん。今さら帰ってご飯作りたくないし」

　沙織がいたずらっぽく微笑んでグラスを掲げた。

「じゃ、気分直しに、乾杯しよう」

「どんなのよ、それ」

　璃子も笑いながらグラスを掲げた。




　それから沙織ののろけ話と愚痴を聞いてガールズトークに花を咲かせたあと、璃子は達樹のマンションに戻った。エレベーターを降りてドアの前に立ち、ショルダーバッグから合い鍵を取り出す。

（課長、もう帰ってるかな……）

　昨晩のことは間違いだったと言われても、冷静に話をしよう。そう決意して鍵穴に鍵を差し込んだ。そっと回したが、ガチャリ、と大きな音が響いてビクッとなる。どうにか気持ちを落ち着かせてドアノブに手をかけようとした時、勢いよく内側からドアが開き、達樹が飛び出してきた。

「璃子！」

　驚いた璃子は、慌てて一歩飛び退いた。達樹は璃子の姿を見て、フーッと大きく息を吐く。

「出かけるなんて聞いてなかったから……なかなか帰ってこないし、どこへ行ったのかと心配してた。何度も電話したんだ」

「すみません。沙織と飲んでました。居酒屋が賑やかだったから気づかなかったのかも」

　達樹が電話をくれていたことには驚いたが、同居人が無断で外出したら、家主は心配するものなのかもしれない。

　璃子は達樹が開けてくれているドアから中に入った。シューズボックスの上の置き時計を見て、十一時を過ぎていることに気づいた。

「あ、もうこんな時間なんですね。課長は二次会にも行かれたんですか？」

　璃子は靴を脱ぎながら尋ねた。璃子の言い方に少しそっけなさを感じ、ドアをロックしていた達樹が眉を寄せる。

「璃子？」

　彼が一歩近づくので、璃子はショルダーバッグを抱えて廊下を一歩あとずさった。

「なにかあったのか？」

　璃子の様子がおかしいことに気づいて、達樹が心配そうに目を細めて見た。

「べ、別になにも……」

　帰宅したら話し合うと沙織と約束したが、どう切り出していいかわからず、璃子は目を伏せ、顔を背けた。

「なにもないって顔じゃない」

　達樹が言って璃子の左手首を掴み、彼のほうに引き寄せた。狭い廊下で彼に見つめられて、璃子の心臓が苦しげに鼓動を速める。

　璃子は彼の視線から逃れるように俯いた。

「あの、明日は月曜だし、私、もうシャワーを浴びて寝ますからっ」

「まさかひとりで？」

　達樹の言葉を聞き、璃子の頭にカッと血がのぼった。冷静に話をしようと思っていた気持ちは、どこかへ吹き飛んでいた。

（私を抱いたことを後悔してるくせに、どうしてそんなことが言えるの!?）

　璃子は達樹の手を振り払おうとしたが、彼の手は力強く、びくともしない。

「璃子」

　強い口調で呼ばれて、璃子は上目遣いで彼を見た。達樹の瞳が、璃子の心を読もうとするかのように真っ直ぐに視線を送ってくる。

（そんな風に……見ないで！）

　彼に見つめられ続けるのがつらくなって、璃子は咄嗟にショルダーバッグを持った右手を振り上げた。

「璃子！」

　彼の胸を叩こうとした寸前、達樹が左手で払ったので、ショルダーバッグが廊下に落ちた。弾みでバッグのマグネットボタンが外れて、中身が廊下に散らばる。財布やスマホ、ポーチが転がり出て、結婚式の招待状とご祝儀袋が覗いた。

　その瞬間、達樹の表情が怪訝なものになる。

「なんで璃子がそれを持ってるんだ？」

「課長が忘れてたから、届けようとしたんですっ」

「なぜ？」

「だって、ご祝儀袋を忘れたら困るでしょう!?」

　達樹は小さく首を横に振った。

「ご祝儀袋はちゃんと持っていったよ。もうすぐ後輩の結婚式もあるから二枚買ったんだ。そっちは後輩用」

「えっ」

「招待状を忘れたのは確かだが、場所はわかるし、そのご祝儀袋は今日は必要なかった」

「ああ、そうなんですね。お渡ししなくてよかったです」

　璃子の言葉を達樹が聞き咎とがめる。

「ちょっと待て。式場に来たのか？」

「行きましたよ。でも、不要なものだったのなら渡さずに済んでよかったです。余計なお世話をするところでした」

「わざわざ届けに来てくれたんだな。会えなかったけど、嬉しいよ。ありがとう」

　達樹の感謝の言葉にも、璃子はそっけなく答える。

「いいえ、じゃ、もう離してください」

　璃子は達樹に手首を握られたままの左手を、これ見よがしに振って見せた。本当に早く離してほしい、と璃子は思った。手首から伝わる彼の体温にドキドキしてしまう自分が、哀れで仕方がなかったからだ。

「さっきからそういう他人行儀な態度を取るのは……俺に腹を立てているからなのか？」

　璃子の手首を握っていた達樹の手の力が、わずかに緩んだ。

「よくおわかりですね」

　璃子はわざと冷ややかな目で彼を見た。達樹が表情を曇らせ、璃子の手を離した。やり場のない思いを晴らすかのように前髪をかき上げ、ふぅっと大きく息を吐く。

「そうだったのか……。やっぱり璃子はまだ山城のことを忘れたわけじゃなかったんだな。謝って済むことじゃないのかもしれないが……あんなことをして本当に悪かった」

「え？」

　達樹の言葉の意味がわからず、璃子は小さく眉を寄せた。達樹は悲しげに視線を璃子からそらす。

「昨日、服を脱がせようとした時……和田の名前を出したから、もしかしたら璃子はまだ山城のことを引きずってるんじゃないかと思ったんだ。でも、俺に抱かれることで山城を吹っ切れるのならって……」

「課長？」

　璃子は足を踏み出し、彼を下から見上げた。達樹が一歩下がって璃子から離れる。

「いや、違う。そんなのは嘘だ。本当は俺が璃子を抱きたかった。璃子が欲しかっただけなんだ。すまない。今さら信じてもらえないかもしれないが、無理やり抱くつもりはなかった。璃子が山城を忘れるまで待とうと思ってたんだ」

「ちょっと待ってください！」

　達樹の言葉を聞いて、璃子の声が高くなる。

「私、チャペルの庭で課長が話してるのを聞いたんです。課長、『後悔してる』って言ってましたよね？　『あんな形で抱くべきじゃなかった』って。あんなことを言ったのは……本当はまだ美咲さんのことが好きなのに、私を抱いたことを後悔してたからじゃないんですか？」

　達樹が驚いたように璃子を見た。

「あの時、あそこにいたのか？」

「はい。課長を探して、ホテルからチャペルへ行こうとしてたんです」

　立ち聞きしてしまったことが気まずくて、璃子は視線を落とした。

「その続きも聞いたんだろうな？」

「い、いいえ……」

　達樹が大きく足を踏み出したので、璃子はよろよろと後ろに下がった。璃子の背中がトン、と廊下の壁に当たり、彼女を囲うように達樹が壁に両手をつく。璃子を見下ろす彼の表情は、つらそうに歪んでいた。

「『あんな形で抱くべきじゃなかった』のあとに、『失恋して、行くところがなくて、傷ついている彼女の心につけ込むようなことをしてしまった。彼女が完全に吹っ切れるまで、待つべきだったのに』って言ったのに」

「そうだったんですか……？」

　璃子の言葉を聞いて、達樹が壁についた手の甲に額を押し当て、苦しげに話す。

「帰ったら璃子がいないから、悪い想像ばかりしてしまった。璃子が俺に抱かれたのは酔った勢いで、ホントは後悔して俺から逃げ出したんじゃないのか、とか。行くところがないはずなのに、どこへ行ったんだろうって心配でたまらなかった。帰ってきた、と思って安心したのに、やっぱりよそよそしい敬語で話して、俺を『課長』と呼ぶんだな」

　達樹が壁につけた手で、ギュッと拳を作った。

「最初……水上にルームシェアを持ちかけた時は、本当に下心はなかった」

　達樹が距離を置くかのように璃子を名字で呼んで、話を続ける。

「帰国して早々、元カノと共通の友人との結婚式に招待されて、そいつらが日本国内とはいえ遠距離恋愛の末に結婚すると聞かされたんだ。美咲に未練はなかったが、面白くない気分だったよ。この部屋にひとりでいたくなくて、困っている水上に声をかけた。だけど、気づいたら、水上のためになにかするのが楽しくて、水上になにかしてもらうことが嬉しくて……水上なしじゃいられなくなっていた」

　璃子の目の前で、達樹の肩が、込み上げてくる感情をこらえるかのように一度大きく上下した。

「悪いが……俺がこうして耐えているあいだに、俺の腕の中から逃げ出してくれ。俺に触れないように。もし水上に触れたら、二度と離せなくなりそうだから……」

　璃子の視界の端で、達樹が唇を引き結ぶのが見えた。

　璃子はそろそろと右手を伸ばして、達樹の白いシャツの胸に触れた。彼がビクッとして顔を起こす。

「俺に触れるな、と言ったはずだ」

　達樹が苦しげな表情で、押し殺した声を出した。

「襲うのも触れるのもダメなんですか？」

「お前は意味がわかってるのか!?　俺が今、どれだけ必死で自制してると思ってるんだっ……」

　声を荒らげた達樹の頬を、璃子は両手を伸ばして包み込んだ。ざらついている伸び始めた髭ひげの感触さえ愛おしいと思う。

「私、言いましたよね？　『課長には本当に感謝しています』って。『心が折れた時、折れそうになった時、そばにいてくれて嬉しかったです』って。私、きっとあの時から、課長のことを好きになったんです。今はもう課長のことしか見えてません」

　達樹がハッとしたように璃子を見た。

「水上……」

「昨日、課長が言ったんですよ。『今は会社じゃない』って」

　その直後、璃子は達樹の腕の中にとらわれていた。

「ああ、璃子……！」

　達樹が感情をぶつけるように璃子を強くかき抱いた。

「俺はあの時、ひとりで不条理に立ち向かっている璃子を見て、璃子のことは俺が守りたいと思ったんだ」

　息ができないほどギュウッと抱き締められて、璃子は喘ぐように彼の名を呼ぶ。

「……た、つき……」

「すまない」

　腕の力は緩んだものの、今度は息もつけないくらい激しくキスをされる。その激しさに膝から力が抜けて立っていられなくなり、璃子は達樹の首に腕を回してしがみついた。

「やっぱり二度と離す気になれないな……」

　そうこぼした達樹は、璃子を横抱きで抱え上げた。

「シャワーを浴びるんだったよな」

「あっ」

　璃子の頬が赤く染まった。『シャワーを浴びて寝ます』と言ったが、それはひとりで浴びるのが前提だった。

　バスルームの前で下ろされ、達樹に口づけられる。それに応えているあいだにプルオーバーをたくし上げられ、彼の唇が離れた瞬間に脱がされた。恥ずかしがる暇もなく、再び唇をキスで塞ふさがれる。

　唇を触れ合わせたまま、達樹が言う。

「璃子だからそそられる。璃子じゃなきゃそそられない。わかるか？」

　璃子はこくん、と頷いた。

「シャワーを浴びるのも寝るのも、ふたり一緒で構わないな」

　甘く低い声で囁かれ、彼の熱い手のひらが璃子の肌の上を滑る。腰の辺りがざわめいて、璃子の鼓動が大きくなった。

「今さら……ノーなんて言えない」

「ノーなんて選択肢は最初からない」

　わずかな笑みとたっぷりの熱情を含んだ声で達樹が返した。

　服を脱ぐのももどかしく、素肌を合わせる。そして、バスルームで……寝室で……求めるままに、求められるままに、肌を重ねた。

　ようやく達樹に眠らせてもらえたのは、何度も意識を飛ばされたあとだった。達樹の腕に抱かれて、満たされた幸せな気持ちでまどろみの中へ落ちる直前、「俺は璃子がいないと笑えないようだ」という彼の囁きを聞いた。










この恋は秘密!?




「ええええええーっ！」

　月曜日。始業前の広報室に、沙織の絶叫が響き渡った。キャビネットとデスクのあいだに立っていた璃子は、慌てて人差し指を立てて自分の唇に当てた。

「しーっ！　沙織、声が大きいって！」

「ご、ごめっ……」

　沙織はすぐに両手で口を塞いだ。それでも『信じられない』と言いたげに、大きく見開いた目をきょろきょろと動かしている。

「璃子を同居させてくれてた人が……不機嫌課長だったなんて……」

　沙織が手で口を覆ったまま、もごもごと話した。

「まあ、驚かれるとは思ったけど……そこまで驚かなくてもいいじゃない」

　璃子の不満声に、沙織は何度も瞬きを繰り返した。

「だってぇ。璃子に部屋を貸してくれてるのは、家族の知り合いとか昔からの男友達とかかなって思ってたから……。まさか同じ会社の人で、よりによって藤岡課長だなんて……」

　璃子は〝藤岡課長〟という名前を出されて、もう一度人差し指を唇に当てた。

「沙織には昨日、心配かけちゃったから、正直に話したの。でも、しばらくは内緒にしといてくれる？」

　ようやく落ち着いたらしい沙織が、手を口から下ろして尋ねる。

「どうして？」

「んー、だって、私が啓一に大失恋してからまだ二週間経ってないんだもん。振られてヤケになって付き合ってる、とか思われても嫌だし」

「課長は秘密にするのでいいって？」

　沙織に問われて、璃子は達樹の言葉を思い出しながら答える。

「『周りには好きに思わせておけばいいのに』って言ってたけど、私の気持ちを理解してくれた」

「そう。まあ、璃子たちがそうしたいなら、私も黙ってる」

「ありがと」

　璃子がお礼を口にした時、「おはようございまーす」と声がして、優太が広報室に入ってきた。璃子を見つけて、カッと目を見開く。

「水上さん！」

「な、なに？」

　彼の意を決したような表情に、璃子はなにを言われるのかと反射的に身構えた。

「水上さんって……絶対に好きですよね？」

「へ？　す、好きって……？」

　近づいてきた優太に突然尋ねられて、璃子は驚いてどもってしまった。

（秘密にしておこうと思ってたのに、まさかさっきの沙織との会話を聞かれちゃったの……!?）

　内心焦る璃子に、優太が真剣な表情で詰め寄る。

「俺は気づいてたんですよ」

「な、なんのことかな～？」

　璃子はとぼけようとしたが、優太の表情は変わらない。

「誤魔化さないでください。だって、海外プロジェクト課に行った時は、いつもガン見してるじゃないですか。それこそ文字通り熱い眼差しでじーっと見つめてるの、俺、気づいてましたよっ」

「えっ」

　沙織が急いでふたりのあいだに割り込む。

「な、なにを言ってるのかな～、青葉くんは。ほらほら、もうすぐ始業時間だよ～」

「河原崎さんは黙っててください。俺、もう我慢できないんです！」

　優太が強い口調で沙織に言って、璃子に視線を戻した。

「俺だって狙ってるんです！」

「は？」

　璃子は驚いて優太をまじまじと見た。

（青葉くんが課長を!?　そ、それは気づかなかったなぁ……。そうだったのかぁ。意外だけど、でも、それなら青葉くんの周囲に女性の影がないのも納得……）

　璃子がそう思った時、優太が璃子の両手をギュッと握った。

「お願いします、俺に譲ってください！」

「え、ええっ!?　それは無理――」

『私だって好きだもん』と言おうとした璃子の言葉に、優太の声が重なる。

「だって、水上さん、もう段ボールひと箱分くらい食べたじゃないですかっ」

「……へ？」

　優太の言葉に璃子はぱちくりと瞬きをした。

（『段ボールひと箱分くらい食べた』？　なんの話？）

「俺もあのカップラーメン狙ってるんですよ！　豚骨味が一番気に入ってるのに！」

　優太の叫ぶような訴えに、璃子はようやく気づいた。優太の怒り顔を見ながら問う。

「青葉くんが言ってるのって……日にちロ食品がくれた試食品のこと？」

「そうですよっ。他になにがあるっていうんですか！　うちの〝スープ濾こしに最適！　濾し目が極細の濾ろ過か布ふ〟を使ってスープを取った、インスタントなのに繊細な味わいが楽しめるラーメンなんですよっ」

　その言葉に璃子はずっこけそうになった。

「あ、そう……カップラーメンのこと……」

「『あ、そう』じゃありませんよっ。俺、まだ二個しか食べてないのにっ」

「ご、ごめんね」

（達樹と付き合ってることに気づかれてたんじゃなかったんだ）

　璃子は安堵してホッと肩の力を抜いた。

　確かに隣の広いオフィスに行った時、隅に積まれている段ボール箱にまだカップラーメンが残っているか気になって、ついついじっと見てしまっていた。希望者は試食していい、と言われていたので、残業の時に何個か――優太に言わせるとひと箱分ほど――食べていた。

「残りの五個、水上さんはもう食べちゃダメですよっ！」

　優太が牽制するように言った時、広報室のドアがノックされる音がした。璃子が視線をそちらに向けると、優太が開けっぱなしにしていたドアの横に達樹が立っている。

「おはよう」

　達樹が不機嫌な表情で優太を見るので、優太がピシッと背筋を伸ばした。

「お、おお、おはようございます、藤岡課長！」

「お前はいつまで水上の手を握っているつもりだ？」

　達樹に言われて、優太はパッと手を離した。

「あ、す、す、すみませんっ」

　達樹が目を細めるのに合わせて、優太の額にじわっと冷や汗が浮かんだ。それを見て璃子は吹き出しそうになったが、懸命に表情を引き締めながら達樹に問う。

「課長、なにかご用ですか？」

　璃子に顔を向けた途端、達樹の表情が柔らかくなった。

「室長昇格の辞令が出される。総務部長室に行け」

「あ」

　今日が五月一日だということを、璃子はすっかり忘れていた。

「すぐに行きます！」

　目を輝かせて答えた璃子の頭に、達樹がポンと手をのせた。

「水上室長、おめでとう」

「ありがとうございます」

　璃子がにっこり微笑むと、達樹が穏やかな笑みを返してくれた。温かな眼差しで見つめられて、幸せな気分になる。思わずうっとりしそうになった時、沙織の咳払いが聞こえてきた。

「あー、えっと、璃子、早く行ったほうがいいんじゃないのかな？」

「あ、そうね」

　璃子は優太に向き直った。彼はいまだにカップラーメンのことを根に持っているのか、璃子をじとっとした目で見ている。

「豚骨味、ちゃんと残しとくから」

「頼みますよ、もう」

　優太は念を押すように言って、自席に腰を下ろした。

　達樹が廊下に出たので、璃子も続いた。達樹が振り返って璃子に小声で提案する。

「お祝いに、今日の夕食はどこかへ食べに行こうか」

「やった！　イタリアンがいいな！」

　璃子は思わず大きな声を出してしまい、慌てて片手を口に当てた。達樹が『仕方ないな』と言いたげに目元を緩ませる。

「俺はみんなに知られても、まったく構わないんだぞ。そうすれば、青葉だって俺の目の前で璃子の手を握り締めたりしなくなるだろうからな」

　独占欲の滲む言葉に、璃子の鼓動が高まる。

「それって……もしかしてヤキモチですか？」

　璃子はニヤけそうになる顔を懸命に引き締め、窺うように上目遣いで彼を見た。

　達樹が右手で口元を押さえて、璃子から視線をそらした。普段無愛想な彼が、こんな風に照れを隠そうとしているのを見ると、胸がキュウッとして愛しさが込み上げてくる。

「かーちょう！　顔見せてください」

「嫌だ」

「えー、見せてくださいよぅ。課長の照れた顔、見てみたいもん」

「うるさい。こうなったのはお前のせいなんだからな」

　達樹の顔が頬骨の辺りまで朱に染まっているのが見えた。璃子が笑ったのを見て、彼が不機嫌そうに呟く。

「家に帰ったら覚えておけよ。責任取らせるからな」

「責任ってなんの責任ですか？」

　きょとんと見返す璃子に、声を潜めて言う。

「俺を妬かせた責任だ。たっぷり啼かせてやるから、覚悟しておけ」

「ひえっ」

　達樹がニヤッと笑うので、璃子は首の後ろがぞわぞわするのを感じた。

　慌てて片手でうなじを擦る彼女の横で、達樹が大きく息を吐き出す。次の瞬間には表情はすっかりもとに戻っていて、不機嫌ではないものの、冷静だ。

「わー、変わり身、早っ」

　璃子は目をぱちくりさせた。

「職場では秘密にしたいと言ったのは璃子のほうだろう」

「まあ、そうですけど」

　璃子は呟いて小さく首を縦に振った。

（不機嫌課長の仮面をいつか絶対剥がしてやるって決めてたけど、これじゃ無理そうね）

　璃子のそんな思いなど知らない達樹は、まるで仕事の約束でもするかのようにさらりと言う。

「六時半に駅前だ。いいな」

　それでも、彼と出かけられるのだと思うと嬉しい。

「わかりました。それじゃ、行ってきます！」

　璃子は元気な声で答えて、エレベーターホールに向かった。下降ボタンを押した時、広報室から沙織が出てきて、璃子に追いついた。

「あ、沙織、どうしたの？」

「私は七階に用事」

　沙織は上昇ボタンを押してから、璃子に顔を近づけて囁く。

「その調子じゃ、いつバレるかわからないよ？」

「え？」

　璃子は怪訝な顔で沙織に目をやった。

「璃子を見る時の課長、全然不機嫌課長じゃないんだもん」

「ホント？」

「そうだよ。あんな表情もするんだぁって、ちょっと意外だった」

　沙織に言われて、璃子は「えへへ」と照れ笑いを浮かべた。

「わかるぅ？　ホントは不機嫌課長なんかじゃないんだよ。あれで結構表情豊かなんだから」

　璃子が嬉しそうに身悶えしながらニヤけるのを見て、沙織が呆れた顔をする。

「あー、もう、やってらんない。一応忠告はしたからねっ」

　その時、上行きのエレベーターが到着して扉が開き、沙織が乗り込んだ。

　友人の姿を見送った璃子は、ふと視線を感じてそちらに目をやった。広いオフィスの入口横の壁に達樹がもたれて立っていて、ひとりになった璃子に声をかける。

「早く行けよ」

「はい！」

　端正な顔で微笑む彼の顔を見返し、璃子も笑顔になる。

（恋も仕事も日常も、なにもかも頑張ろう！　でも、全部ひとりで抱え込まなくていいんだ。朝起こして朝食を作ってくれて、困っている時に必ず手を差し伸べてくれる人がいる。私だって頼っていい。私はひとりじゃないんだから）

　弾むように明るく軽い心で、璃子は新しい未来へと足を踏み出した。










ゴールデンウィークの試練？




　ローテーブルの向こう側の三人がけソファでは、璃子の両親が渋い顔をして座っていた。

　璃子はふたりがけのソファにスーツ姿の達樹と並んで腰かけている。

　今はゴールデンウィークの真っ只中。

　連休前、璃子はひとりで実家に帰るつもりにしていた。両親には、帰省した時に啓一と別れたことを話して『今は会社の知人の部屋に居い候そうろうさせてもらっている』とでも曖昧に説明しておこう、と思っていた。だが、璃子がそう言うと、達樹が『ご両親に嘘はつきたくない。理解してもらえるように、きちんと説明しよう』と言ってついてきてくれたのだ。

　璃子はゴクリと唾を飲み込み、口を開いた。

「こちらが藤岡達樹さん。うちの会社の海外プロジェクト課の課長で、三十二歳」

　璃子が達樹を紹介すると、達樹が「璃子さんにはいつもお世話になっております」と頭を下げた。

　あらかじめ電話で、啓一と別れたこと、今は達樹と同棲していて、彼と挨拶に行くことを伝えておいたはずなのに、父は機嫌悪そうに眉間に皺を刻んだままだ。

「いや、でもなぁ……五年も付き合っていた恋人と別れたばかりだというのに……。いきなり別の男性と同棲、というのはなぁ……」

「決して、いい加減な気持ちで璃子さんと一緒に暮らしているわけではありません」

　達樹の誠意のこもった口調を聞いて、今度は母が首を横に振る。

「いえ、そうじゃなくて……。璃子は五年もお付き合いしてきた男性に愛想を尽かされるくらいなんですよ。だから、きっと藤岡さんもいずれ璃子に耐えられなくなるんじゃないかと……」

「え!?」

　母の言葉に璃子は耳を疑い、思わずソファから身を乗り出した。

「私に耐えられなくなるってどういう意味!?」

「だって、璃子は昔っから〝いらんことしー〟のお節介だし、うるさいんですよ。一見しっかりしてそうだけど、外見に騙されちゃダメです。実は結構抜けててマイペースなんですから。今回だって五年も尽くした恋人に、若い子に乗り換えられてポイされるような娘ですよ」

　母が達樹に向かって力説するので、璃子は不服顔で口を挟んだ。

「ちょっとちょっと、お母さん！　実の娘のことをそんな風に言うのはあんまりなんじゃない？」

　璃子の不満を意に介さず、母が続ける。

「だから、藤岡さんもじっくり考えたほうがいいと思うんです。この子、これでも今年二十八歳になるんですよ。また五年経って璃子が捨てられるところなんて、見たくないんです」

　璃子のことをけなしているのか心配しているのか、母の言葉がよくわからなくて、璃子は唇を尖らせた。

「璃子さんのことは、短い期間ですが仕事ぶりも含めてじっくり見てきました。彼女が仕事の面でどれだけ一生懸命で優れているかは、周囲が彼女に下した評価でおわかりいただけると思います」

　達樹が真剣な表情で言うのを聞いて、母が呟く。

「まあ、先日室長になったものね……」

「璃子さんは仕事ぶりだけでなく人柄も評価されています。それは、部長や人事課長の話からも確かです」

「……上司のあなたがおっしゃるなら」

　そう答えつつも、まだ母は納得していない様子だ。

「それに、僕にだって欠点は沢山あります。僕の会社でのあだ名は〝不機嫌課長〟でした」

　両親が瞬きをして達樹を見た。達樹がふたりをしっかりと見返し、熱のこもった声で続ける。

「その僕を、璃子さんは笑わせてくれる。璃子さんがいてこそ、僕の毎日が、心が満たされるんです。僕たちなら足りない部分を補い合うことができます」

「まあね、今は同棲する人も多いとは思うけど……」

　母が語尾を濁した。その時、璃子の二歳年下の妹の菜な子こが、せんべいとお茶のお代わりを持ってリビングに入ってきた。

「お姉ちゃんたちもバカ正直だねぇ。テキトーなこと言ってこっそり同棲しときゃバレないのに。昔からお姉ちゃんは要領が悪いっていうか、損ばっかりしてるっていうか……」

「菜子！」

　母のたしなめるような声にも菜子は動じることはない。

「ま、こうやってちゃんと本当のことを報告しに来たんだし、ふたりとも誠実できちんとしてるってことじゃない？」

「でもねぇ……、山城さんだって一応は挨拶に来てくれたでしょ……」

　まだ気になることがあるらしく、母の歯切れが悪い。

「あの人は頼りなさげだったじゃない」

　菜子の言葉に、母がチラッと達樹を見た。

「確かにそうね……」

　璃子は母に、正直に胸の内を伝える。

「お母さん、私ね、啓一には私がいないとダメなんだって思い込んでたの。でも、本当はそうじゃなかった。彼も頼ってほしいと思ってたみたいなの。わかり合ってたつもりだったけど、そうじゃなかった。彼の不満に気づいてあげられなかった……」

　璃子は達樹を見てから、母に視線を戻す。

「でも、達樹さんとは意識しなくても、考えなくても、自然と頼ったり頼られたりできる。むしろ、私のほうが沢山助けてもらってる。失敗した過去の恋愛じゃなくて、今の私たちを見てほしい」

　璃子の言葉を受けて達樹が話す。

「それから、これからの僕たちも。おふたりの大事な璃子さんを、僕もずっと大切にします」

　そのセリフに、璃子の胸がドキンと大きな音を立てた。

「それって……」

　璃子と両親が達樹を見る。

「それは、その……」

　達樹が両親を真剣な面持ちで見返して口を開く。

「結婚を前提に、このまま璃子さんと一緒に暮らすことをお許しいただけますか」

　彼の言葉で、リビングは水を打ったように静かになった。

　父がゴクリ、と喉を鳴らす音が聞こえ、菜子が静寂を破る。

「いいじゃん、お父さんもお母さんも。こんなに律儀な人なんだからさ！」

　明るい声を出して、けらけらと笑った。

「そうだよ、ここまで言ってくれる人を逃したら、それこそお姉ちゃんのもらい手がなくなっちゃうよ」

　そう言いながらリビングのドアを開け、五歳年下の妹の麻ま子こがひょいと顔を覗かせた。その絶妙なタイミングに、母が眉を吊り上げる。

「麻子！　立ち聞きしてたのね!?」

「立ち聞きだなんて人聞きの悪い。私は菜子姉ねえを手伝ってお茶を運んできただけですーっ」

　麻子は反論しつつ、ちゃっかりリビングに入ってきた。そうして失礼にも、達樹を頭の先からつま先までじろじろと見ている。

「私はいいと思うけどな～。五年付き合ってもプロポーズすらできなかったヘタレより、断然いいじゃん」

「麻子もそう思う!?」

　菜子がはしゃいだ声を上げた。

「うん！　璃子姉の元カレ……誰だっけ……あ、そうそう山城さんか。あの人って、うちに来た時、すんごく緊張してオドオドしてたし」

「その点、カチョーさんなら安心だよねー。見かけだけしっかり者で意外と抜けてる璃子姉にぴったりだよ。しかも、璃子姉にはもったいないくらいのイケメン！」

　菜子の言葉に、麻子も「そうそう、もったいないくらい！」などと言いたい放題だ。

「カチョーさんじゃない。藤岡くんだ」

　父が仏頂面でたしなめた時、チャイムが鳴った。一番近くにいた麻子がインターホンのモニターを見る。

「あ、お寿司の出前が届いたみたいだよ～。私、受け取ってくるね！」

　麻子がウキウキとした足取りでリビングから出ていき、大きな寿司桶をふたつ持って戻ってきた。ローテーブルに美味しそうな寿司が置かれ、菜子が日本酒の瓶とグラスを運んできて、リビングの雰囲気がぐっと柔らかくなる。

「それじゃ、堅苦しい話はこのくらいにしておきましょうか」

　母が言って、日本酒の瓶を取り上げた。

「藤岡くんも飲むだろう？」

　その父の言葉で、水上家ではまだ日も落ちていない夕方から宴会が始まった。菜子が母の隣に座り、麻子が璃子を達樹のほうに詰めさせてソファに無理やり腰を下ろす。

　前もって出前を頼んだり、お酒を用意したりしてくれていたのだから、百パーセント反対されているわけではないのかな、と思いながらも、璃子は不安を拭えずにいた。

　みんなで寿司桶を囲んでいるうちに、いつの間にか父と達樹はそれぞれひとりがけのソファに移動してふたりで飲んでいて、璃子は菜子と麻子に挟まれていた。

「出前を頼んでくれたのはお母さん？」

　璃子が小声で問うと、菜子が同じく小声で答える。

「そう。あんな風に言ってたけど、璃子姉ももう大人だし、本当に好きなら、付き合っている期間の長さに関係なく認めてあげようって言ってたんだよ」

「そうなんだ……。でも、最初は反対されたような気がするけど」

　璃子の呟きを聞いて、菜子が頬張っていたマグロの握りを飲み込んでから答える。

「あれはきっと、藤岡さんがどれだけ璃子姉のことを好きか、言葉にしてほしかったんだと思う。はっきりした言葉を聞いて、安心したかったんじゃないかな」

「そっか……」

「それよりお姉ちゃん、あんなイケメン上司とどうやったら付き合えるのか教えてよ！」

　この四月に社会人になったばかりの麻子が会話に入ってきた。

「麻子はまずは仕事をしっかりやりなさい！　入社したばかりでしょうが！」

　母が言って、麻子と璃子のあいだにお尻をねじ込んできた。

「もう、狭いぃ！」

　麻子が声を上げて立ち、ソファの肘かけにお尻を乗せた。

　母が璃子を見て話しだす。

「あのね、お父さんもお母さんも、ただ璃子が心配なだけなの。昔から、璃子はなんでも自分でしなきゃ、と思うところがあったでしょ」

「うん」

「でも、補い合える、支え合える関係なら、いいと思う。私もお父さんとは支え合ってきたのよ」

　母の言葉に、璃子は幼い頃の母の姿を思い出しながら問う。

「そうなの？　私たちが子どもの頃は、『仕事、仕事って言って、帰ってくるのが遅い』とか、お母さん、いつも文句こぼしてなかったっけ？」

　すると母が小さく微笑んだ。

「まあね。でも、帰ってきたら必ず小さなあなたたちの寝顔を見て、私の子育ての愚痴とか学校の行事のこととか、いろいろ聞いてねぎらってくれた。それだけで、随分違うものよ」

　母は父のほうに視線を向けながら話した。

「そうなんだ……」

　璃子もつられて父のほうを見た。父はすっかり酔って、達樹と機嫌よく喋っている。

「やはりなぁ！　下の者には見えないかもしれんが、上に立つ人間にもそれなりの苦労はあるのだよ！」

　印刷会社で部長を務める父が吐露して、ふと璃子に視線を移した。目が合って、璃子はドキリとする。

　父はしばらく璃子を見ていたが、真顔になって達樹に視線を戻した。

「璃子が室長になったことを、親として誇らしく思うと同時に、心配してもいます。苦労するんじゃないか、とか」

　父が大きく息を吐き出した。その目がみるみる潤んでいく。

「いたらぬところの多い娘ですが、璃子は私たちの大切な娘です。藤岡さん、どうかよろしくお願いします」

　父が頭を下げ、達樹も深々と頭を下げた。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　ふたりの姿に璃子は目頭が熱くなった。隣の母はそっと指で涙を拭い、ふたりの妹は妙なテンションで「きゃー！　よかった！」と喜んだ。




　そのあと、まだまだ名残惜しそうな両親にいとまを告げ、達樹と璃子は手を繋いで駅に向かった。璃子たちの住む市内から電車で二時間離れたここは田んぼが多く、辺りはすっかり暗くなっている。

　懐かしい土の香りがして、璃子が深呼吸して故郷の空気を胸いっぱい吸い込んでいると、達樹が口を開く。

「楽しいご家族だな」

「あー、ごめんなさい。妹たちまで出てくるとは思わなくて。うるさかったですよね」

「いや、賑やかでいいよ」

「そうですか？　そういえば、達樹のご家族は？」

　なにも知らないな、と思う璃子に、達樹が説明を始める。

「父は大学教授で、宇宙物理学を研究してる」

「なんか難しそうですね」

「系外惑星っていう、太陽系の外にある惑星のことを調べているらしい」

「スケールが大きいなぁ」

「それから、母は料理教室の先生だ」

「えっ」

　そんな母親に育てられたのなら、達樹は舌が肥えているだろうに、なにも考えず彼に料理を振る舞っていた。そのことに気づいて、璃子は今さらながら緊張してしまった。

「私の料理……実はあんまり美味しくなかったんじゃないですか？」

「それはない。母の作る堅苦しいフレンチより、璃子の家庭的な肉じゃがのほうが俺は好きだ」

「そう言ってもらえると……嬉しいけど」

　達樹が『本当だよ』と言うように、璃子の手を軽く振って続ける。

「他に、四歳年下の弟がひとりいる。医療機器メーカーで営業をしてる」

「そうなんだぁ……」

「今すぐじゃなくてもいいけど……俺の家族にも会ってもらえるかな？」

　璃子の手を握る達樹の手にわずかに力がこもって、彼の緊張が伝わってきた。璃子は彼を見上げてしっかりと頷く。

「はい、ぜひ！　でも、すごく知的な会話をされそうでドキドキします」

「璃子なら大丈夫だよ」

「そう……ですか？」

　璃子の不安そうな表情を見て、達樹が安心させるように微笑む。

「ああ、自信持っていい。璃子は俺が惚れた女性だ」

　その言葉が嬉しくて、璃子の頬が締まりなく緩んだ。それを誤魔化すように、真面目な口調でお礼を述べる。

「今日は来てくれてありがとうございました。おかげで両親にも認めてもらえたし」

「どういたしまして。俺は璃子が面白い理由がわかってよかったよ。ああいう楽しい家庭で育ったからなんだな」

「あー、また『面白い』なんて言う」

　不満そうな声を出しながらも、璃子にはわかっていた。達樹の璃子に対する〝面白い〟は、彼の愛情表現なのだ。

「たまには素直に『かわいい』って言ってほしいなぁ」

　璃子がチラッと見上げると、街灯の明かりに照らされて、達樹の穏やかな笑顔が見えた。

「そうだな。ベッドでならいくらでも言ってやる。うんと甘やかしてかわいがってやるよ」

「やだ、もう」

　璃子が照れて笑うと、達樹がいたずらっぽく囁いた。

「〝耳フー〟とか〝首チュー〟とかでね」

「それ、甘やかすんでもかわいがるんでもないから！　いじめてるだけだし！」

　璃子の抗議を聞いて、達樹が小さく声を上げて笑った。

「璃子をいじめるのは楽しいんだ」

「達樹、絶対性格歪んでる」

　璃子は頬を膨らませ、達樹の手を離してひとりでずんずん歩きだした。達樹が歩調を速めて追いつき、後ろから璃子をふわりと抱く。

「そう言いつつ、ホントはそうされるの、好きなんだろ？」

「そんなわけ――」

　言いかけた璃子は、首筋にキスを落とされ、あえなくその場で腰砕けになったのであった。










予期せぬプロポーズ！




　それから五ヶ月近く経った九月下旬のある日曜日。チャペルの細長い窓ガラスから差し込む明かりが、中を厳かに照らしている。

　祭壇には若い牧師。その前に向かい合って立つ純白のドレスの花嫁とタキシードの花婿。

　今日は啓一と友紀奈の結婚式だ。友紀奈の希望で、沢山の会社関係者、友人、親戚が呼ばれ、盛大で豪華な結婚式が開かれている。璃子は会社関係者が並ぶ後方の席で、この式に参列していた。

（結局、啓一は和田さんに振り回される人生を歩むことにしたんだね）

　カフェで話して以来、璃子が啓一とまともに会うことはなかったが、友紀奈は現在妊娠五ヶ月だと風の便りで聞いた。

　璃子のすぐ後ろでは、式に退屈しているのか、女性ふたりがなにかひそひそと話している。内容まではわからないが、彼女たちの声には聞き覚えがあった。璃子の後輩女性社員たちで、彼女たちは式が始まる少し前、璃子がトイレの個室に入っていた時にも、洗面所の鏡の前で噂話をしていた。

『和田さんって次の派遣契約、更新しないんだってね』

『安定した職業の彼氏を見つけて結婚するのが目標だったらしいし、和田さんにはちょうどよかったんじゃない？』

『でも、それで彼氏を盗られちゃたまんないけど』

『そうよねぇ。水上室長、気の毒だよね』

『そうだね。でも、私だったら元カレとそれを奪った女の結婚式なんて、絶対来たくないなぁ』

『仕方ないよ、会社関係者じゃ』

『それもそっか……。室長、新しい彼氏、まだできないのかな？』

『あんなことがあったら男性不信になるだろうし、無理なんじゃない？』

　そんな彼女たちの会話を思い出した璃子は、自分はそんな風に思われていたのか、と改めて苦笑を漏らしそうになり、懸命にこらえた。

　前方から牧師の声が聞こえてくる。

「それでは誓いのキスを……」

　その言葉を受けて、花婿が花嫁のベールをそっと持ち上げた。参列者の頭のあいだを通して、友紀奈の澄ました顔が見える。啓一が緊張した面持ちで、傾けた顔をゆっくりと近づけた。

（唇にキスするのかな？）

　そう思った時、璃子の前にいた達樹がひょいっと振り返った。パッと目が合って、彼が微笑む。

　他のみんなが誓いのキスに注目する中、璃子と達樹は甘い笑みを交わした。

　やがて達樹が前を向き、牧師の重々しい声が聞こえてくる。

「ただいまおふたりの結婚が成立いたしました……」

　璃子が視線を祭壇に戻すと、誇らしげな表情の友紀奈と、照れた顔の啓一が並んでいた。

（おめでとう。これでもう、和田さんも変な言いがかりをつけてこないよね）

　璃子は心の中で呟いた。独占欲丸出しの友紀奈は、啓一と同期の他の女性社員にさえ、睨みを利かせていたものだ。

　式の進行通り、オルガンの演奏に合わせて賛美歌を歌い、新郎新婦がバージンロードを歩いて出口へと向かうのを拍手で送った。

　新郎新婦と両家の親族が記念撮影をするあいだ、参列者はチャペルの外に集められた。係の女性が色とりどりの花びらを詰めたカゴを持って、璃子たちのあいだを回り始める。

「ご参列のみなさま、これよりフラワーシャワーを行いますので、どうぞご協力をお願いします。幸せなおふたりを賑やかに祝福してあげてください」

　璃子は花びらをひと掴み受け取った。同じように花びらを手にした達樹が隣に並ぶ。

「投げつけたりするなよ」

　達樹にいたずらっぽく言われて、璃子は苦笑した。

「するわけないじゃない」

　璃子が答えた時、チャペルのドアが大きく開けられて、友紀奈と啓一が出てきた。

「お幸せに～」

「ケンカすんなよ！」

　友人や会社の同僚たちが声をかけて、花びらをまく。友紀奈と啓一が並んでゆっくり歩を進めながら近づいてきたので、璃子も花びらをかけた。

　すると友紀奈が璃子を見て足を止める。

「水上さん」

「なぁに？」

　友紀奈は璃子のペールブルーのパーティードレスを、品定めでもするかのようにじろじろと観察した。そしてしおらしい表情を作って謝る。

「ごめんなさい。水上さんにはホント、申し訳ないことをしちゃいましたよね。でも、私たち、惹かれ合う気持ちをどうしても止められなかったんですぅ。きっとこういうのが運命なんですねー。わかってくれます？　私、水上さんの分まで幸せになりますから、祝福してくださいねぇ」

　話す内容は全然かわいくないが、友紀奈のかわいらしい声が大きくて、ふたりに周囲の視線が集まった。璃子はにっこり笑って答える。

「もちろん。過去のことは全然まったく気にしてないから、あなたも気にしないで」

　達樹と幸せな今、それは本心だったが、友紀奈のほうは上目遣いでネチネチと言う。

「そういうわけにもいきませんよぉ。私が水上さんの幸せを奪っちゃったんだから。罪悪感で胸が痛むんです。本当なら、ここに立っていたのは水上さんだったかもしれないのにって」

「私はそんなこと思ってないから」

　璃子の言葉を意に介さず、友紀奈がわざとらしいくらい控えめな顔で続ける。

「代わりと言ったらなんですけど、水上さんにはこのブーケをあげますね。もらったら次に結婚できるらしいので。でも、ヨーロッパの言い伝えだから、どこまで効果があるかはわかりませんけどぉ。水上さんも結婚できるといいですねー」

　友紀奈が持っている白いバラのブーケを差し出した。そんな嫌味のこもった言われ方をして、ブーケなど欲しくなかったが、他の招待客の手前、断るわけにもいかない。

　璃子が頬を引きつらせた時、達樹がすっと片手を伸ばして、友紀奈の手からブーケを受け取った。

「それなら俺がもらう。次に結婚したいからな」

「え？」

　友紀奈が怪訝そうに眉を寄せて達樹を見た。

「ブーケをもらったら、次に結婚できるんだろ？」

「い、言い伝えですけどねっ」

　友紀奈が困惑顔で答えた。

　達樹は璃子に向き直ったかと思うと、芝生の地面におもむろに片膝をついた。

「か、課長？」

　璃子は驚いて達樹を見た。周囲がざわめいて、みんなの視線が璃子と達樹に集まる。

　だが、そんなことなどお構いなしに、達樹は落ち着いた声で言った。

「璃子、俺と結婚してほしい」

「え」

　目を見開いて驚く璃子の声に、友紀奈の声が重なる。

「なっ、なんで藤岡課長が水上さんに!?」

　その疑問を無視して、達樹が続ける。

「誰よりも璃子を幸せにする自信がある。俺と結婚してくれないか」

　達樹の表情は真剣だった。午後の明るい日差しの中、璃子だけを真っ直ぐ見つめている。

「はい……」

　璃子がはにかみながら答え、達樹は嬉しそうに笑って立ち上がった。

「すごいな、このブーケは効果絶大だ」

　達樹が言って、璃子の腰に片手を回して引き寄せた。璃子にＯＫの返事をもらえたことが嬉しいのか、それともわざとなのかはわからないが、アップにしてパールのＵピンで飾った璃子の髪に、軽くキスを落とした。

「ふ、不機嫌課長があんなことっ……もがっ」

　璃子のふたり横で絶叫しかけた優太の口に、沙織が片手で花びらを押し込み、温かな笑顔で璃子に近づいてくる。

「よかったね、璃子。お幸せに！」

　沙織の祝福の言葉に続いて、周りからも拍手が起こった。璃子と友紀奈のあいだの出来事を知っている人もそうでない人も、それに花びらを口に突っ込まれたままの優太も、温かな拍手で璃子と達樹を祝福してくれている。

　その様子を見て、友紀奈が表情を強張らせた。

「ちょっと！　人の結婚式でプロポーズなんかしないでよっ！　私たちより目立っちゃって、ヤな感じーっ！」

　達樹が友紀奈に冷静な視線を向ける。

「次に結婚できるようにってブーケをくれたのは、他ならぬキミじゃないか。愛する女性が目の前にいて、結婚したいと思ったんだ。プロポーズしてなにが悪い？」

（出た。達樹の〝なにが悪い〟理論）

　璃子はおかしくて笑いそうになり、唇を引き結んで笑みをこらえようとした。でも、幸せすぎてどうしても頬が緩んでしまう。

　本日の主役のもうひとりである啓一も、友紀奈の隣で驚いた表情をしていたが、やがてふうっと息を吐き出し、穏やかな笑顔を達樹に向けた。

「いえ、なにも悪くありません。璃子さんをどうぞ幸せにしてあげてください」

「キミに言われるまでもない」

　達樹が目を細めて啓一を見るので、啓一が苦い笑みを浮かべた。

「そうですね」

　啓一が言って、友紀奈を促し歩き始めた。新郎新婦が進みだしたので、フラワーシャワーが再開された。

　璃子がそちらに気を取られた時、達樹が彼女の手を握って軽く引いた。

「こっち」

　璃子は達樹を振り返って尋ねる。

「どこへ行くの？」

「しっ」

　達樹が人差し指を立てて唇に当てたので、璃子は黙って彼に手を引かれるまま歩いた。新郎新婦を取り囲む参列者から離れて、芝生の庭を進む。チャペルの陰に来た時、達樹が足を止めた。璃子は彼を見上げて言う。

「まだフラワーシャワーの途中よ」

「それは知ってる。でも、プロポーズにＯＫをもらったら、璃子にキスするって決めてたんだ」

　達樹が璃子に向き直って口にした言葉に、璃子ははにかみながら答える。

「髪にしなかった？　それも人前で」

「それじゃ足りないな」

　達樹が端正な顔を傾け、璃子の唇に軽くキスを落とした。

「それじゃ足りないな」

　璃子は達樹の口調を真似て、彼の首に両腕を絡めた。この幸せな気分をもっと味わいたい。そんな気持ちが溢れるように湧き上がってきて、抑えが利かなくなってきた。

「未来の花嫁さんは積極的だな」

　達樹が笑って言った。もう〝不機嫌課長〟の面影はどこにもない。

「未来の花婿さんもね」

　どちらともなく顔を寄せ合い、唇を重ねる。そうして璃子と達樹が甘いキスを交わすあいだ、チャペルの鐘が軽やかな音を立てていた。その明るい祝福の音は、ふたりに幸せに満ちた未来が待っていることを教えてくれた。
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永遠の輝きはクリスマスに




　平日とはいえ、やはりクリスマスイブなので、夜の繁華街はどこの通りも店も、人が――それもカップルが――多くて賑やかだ。街路樹は青と白の電飾に彩られ、周辺のショップやレストランはクリスマスツリーやリース、色とりどりのイルミネーションで、きらびやかに飾りつけられている。

　璃子と達樹は、落ち着いた雰囲気の隠れ家風のフレンチレストランでディナーを堪能し、店から外へ出たところだった。

「うー、寒っ」

　雪が降りそうなほど冷え込んだ夜八時半過ぎ。外気に凍えた璃子が反射的に首を縮めると、達樹は璃子の手を握り、自分のブラックのウールコートのポケットに入れた。彼の大きくて温かな手に包まれ、璃子の心がほっこりする。

「達樹の手っていつも温かいね」

「心も温かいからな」

　達樹が真顔で口にした。璃子は思わず笑みをこぼし、白い息がふわっと広がった。

「手が温かい人は心が冷たいって言わない？」

「それはおかしいな。璃子のことを考えると、いつも心が温かくなるのに」

　達樹が璃子の額に触れそうなくらい顔を近づけて微笑んだ。

「達樹ってば」

　璃子ははにかみながら上目遣いで彼を見た。

（私だって同じだよ）

　その気持ちを伝えようと、ポケットの中で彼の手をキュッと握った。同じように握り返されて、頬を緩める。

「そろそろ帰ろうか」

「うん」

　ふたり並んでライトアップされた通りを歩く。通りの両側に並ぶブティックは、閉店時間が午後九時なので、どの店もまだ明々と照明が灯っている。ふと左側を見た璃子は、あるショップのショーウィンドウに目が吸い寄せられた。

　ライトグレーのコートを着たマネキンが、パステルカラーのチェック柄ストールを巻いている。そのストールは淡いピンクやライトブルーを基調とした優しい配色で、フェミニンな印象だ。

　偶然にも、今璃子が着ているコートもライトグレーだった。

（綺麗な色のストール～。私のコートにも合いそうだよね。ボーナスも出たし、思いきって買っちゃおうかなぁ）

　歩きながら凝視していたら、達樹が足を止めて、璃子の視線の先を目で追った。

「あのストールを見ていたのか？」

「あ、うん。暖かそうでいいな、と思って」

「そうだな。見てみるか」

　達樹が璃子の手を引き、自動ドアからそのショップへと入っていく。

「え、達樹？」

　璃子が驚く間もなく、彼は近くの女性店員に、展示されているものと同じストールを出してくれるよう頼んだ。

「かしこまりました」

　店員が離れ、達樹は璃子に向かってにっこりと顔をほころばす。

「明るい色が璃子にすごく似合いそうだと思ったんだ。もし気に入ったなら、プレゼントさせてくれるかな」

「え、いいの？」

「ああ」

　そんな風に言われたら、クリスマスだし彼の言葉に甘えようかな、と思ってしまう。

「ありがとう。すごく嬉しい」

　璃子がぴょんと跳ねるようにして達樹に向き直り、彼が笑顔のまま頷いた。そうこうしているあいだに、女性店員がチェック柄のストールを手にして戻ってきた。

「どうぞ、鏡の前で合わせてみてください」

　璃子は壁の大きな鏡の前で、渡されたストールをふんわりと巻いた。カシミアの生地はとろりとしてしなやかで、肌触りもよく、軽いのに暖かい。

　達樹が満足そうに頷く。

「うん、やっぱりよく似合うな」

「ホント？」

　璃子は振り返って達樹を見上げた。

「ああ。璃子のために作られたみたいだ」

　この場にふたりきりでいるかのように甘く見つめられながら微笑まれ、璃子は頬が熱くなるのを感じた。

「巻いたまま帰るか？」

　璃子が頷くと、達樹が女性店員に声をかけた。

「それじゃ、これをお願いします。このまま巻いて帰りたいので、タグを外してくれるかな」

「かしこまりました」

　店員がハサミを持ってきて、ストールからタグをそっと切り離した。達樹が会計をしにレジに向かうあいだ、璃子は鏡に後ろ姿を映してみる。

（うん、やっぱりステキな色！　手持ちのジャケットにも合いそうだし！　達樹からのクリスマスプレゼントだぁ。嬉しいな）

　こんな形でもらうとは思っていなかったので、璃子から達樹へのプレゼントはマンションの部屋に置いたままだ。

（帰ったらすぐに渡そう！）

　璃子は弾むような足取りで、会計を終えた達樹に近づき、その左腕に右腕を絡めた。

「ありがとう！　私も家に帰ったら渡したいものがあるの！」

「それは楽しみだな」

　達樹と並んで外へ出ながら、璃子は温かく満たされた幸せな気持ちを噛み締めていた。




　そのあと、帰宅してプレゼントのネクタイをあげ、普段以上に濃密な夜を過ごした。そうして迎えた朝は、いつも以上にまぶたが重たい。

「璃子、朝だぞ。そろそろ起きろ」

　軽く口づけながらそんなことを言われても、起きる気になれるはずもなく、璃子は甘く息を吐きながら、達樹の首に両腕を絡めた。

「……まだ起きたくない……」

「それは俺も同じ気持ちだが……今日も平日だ」

「んー……」

　璃子の腕から力が抜けたのを感じ取って、達樹が彼女の耳に唇を寄せた。

「このままふたりで遅刻するか？」

　例のごとく耳元で囁かれ、璃子の背筋に電流のような刺激が走った。

「ひゃあぁっ」

「俺は構わないぞ」

「待っ――」

　達樹が唇を重ね、そのキスが熱を帯びてきて、璃子は右手でシーツを叩く。

「んーっ！」

「起きるか？」

　達樹の唇が離れた隙に璃子は早口で言う。

「起きるっ、起きます！」

「よし。完璧な目覚まし法だな」

　達樹が満足そうに笑いながら、璃子の手を取ってベッドに引き起こした。璃子は首の後ろをごしごしと擦る。

「朝食を作るから支度しておいで」

　達樹が言って璃子の唇に軽くキスをした。彼が部屋から出ていくのを見届けたあと、璃子は寝癖のついた髪をかき上げ、ぶるっと身体を震わせた。

（完璧どころか刺激的すぎるわ……）

　彼の朝の〝日課〟には、この八ヶ月近くでいくつものバリエーションができていた。




　朝食後、ふたり一緒に出社し、達樹は環境都市開発部・海外プロジェクト課に、璃子は広報室に入った。沙織はもう来ていて、ハンガーラックにコートをかけている。

「おはよう、璃子。そのストール買ったの？」

「おはよ。いいでしょ、これ。プレゼントでもらったの」

　璃子が嬉しそうに答えると、沙織は「え」と眉を寄せた。

「プレゼントってことは、ストールが課長からのクリスマスプレゼントだったの？」

「うん。私はネクタイをあげたよ。沙織は彼になにをあげたの……」

　沙織がものすごい形相で詰め寄ってきたので、驚いて璃子の言葉が尻すぼみになった。

「なんで？」

　沙織の問いかけの意味がわからず、璃子は瞬きをした。

「へ？」

「なんでクリスマスプレゼントがストールなの!?」

「なんでって……私が寒そうにしてた時に、ショーウィンドウのマネキンがこのストールを巻いてるのを見つけて……」

　沙織の声に苛立ちが滲む。

「そうじゃなくて！　課長がみんなの前で璃子にプロポーズしたのは、三ヶ月も前のことなんだよ？」

「あ、そういえばそうよね」

「あのねえ。昨日はプロポーズ後、初めてふたりで迎えるクリスマスイブだったのよ？」

「あ、そうだね」

　璃子に話が伝わっていないことに焦れたのか、沙織がさらに顔を近づける。

「エンゲージリングはいつもらうのよっ」

「エンゲージリング？」

「そうよっ！　言葉だけで指輪のないプロポーズなんて、ただの口約束じゃないのっ。璃子たちは一体いつ結婚するつもりなの!?」

　沙織の剣幕に気け圧おされながらも、璃子は「うーん」と考える。毎日一緒にいられることが嬉しくて、目先の幸せ以外のことはなにも考えていなかった。

「いつかなぁ……？」

　首を傾げる璃子を見て、沙織の口調がヒートアップする。

「ちょっと、なによそれ！　プロポーズされてから三ヶ月も経つのに、指輪も式場の下見もまだなの？」

「うん……」

「璃子ってばしっかりしてよぅ。プロポーズされたんなら、なによりもまず指輪をもらわなきゃいけないでしょうが！」

「そういうものなの？」

「そうよっ」

　沙織に大きな声で言われて璃子は小声で答える。

「でも、エンゲージリングって……女性から催促するものじゃないよね？」

「まあ、彼からサプライズでもらうのが理想的だけど……」

　沙織の言葉に璃子は視線を落とした。

（達樹が啓一と和田さんの結婚式でプロポーズしてくれたのは、私が和田さんに嫌味っぽいことを言われて困ってたからで……。達樹はホントはそんなにすぐ結婚したいと思ってたわけじゃなかったのかな？）

　そう考えると、さっきまで感じていた幸せな気持ちが、音を立ててしぼんでしまった。璃子が下唇を噛んだ時、広報室に優太が入ってきた。

「おはようございまーす。わ、なんですかぁ、朝から深刻そうな雰囲気で」

「青葉くんには関係ない話」

　沙織に冷たく言われて、優太が不満そうな顔をする。

「えー、俺だけハブらないでくださいよ」

「女子トークに交ざろうとしないの！　ほら、仕事仕事！」

　沙織が言葉で優太を話題から締め出し、璃子の耳に囁く。

「とにかく課長にさりげなく聞いてみなさいよ」

　沙織は璃子の肩をポンと叩いて、自分のデスクに向かった。

（さりげなく、ってどう聞けばいいのよぅ……）

　璃子はため息をつきながらストールとコートをかけて、室長席に着いた。




　年末年始の休みを控えて、今の時期は多くの業務が前倒しされる。広報室は人数が少ないこともあって、今日は珍しく璃子のほうが達樹よりも遅くなりそうだった。一緒に帰れる時は一緒に帰っているが、今日は無理そうだ。

【今日は八時半を過ぎそうなので、先に帰っててください】

　終業時間後にスマホでメールを送ると、達樹から【わかった。食事の準備をしておく】と返事があった。それを読んだ途端、璃子のテンションが上がる。

（やったぁ、達樹の手料理だ～！）

　璃子は【お願いします】と返信して、パソコンに向き直った。恋人の手料理を目標に、ひたすらキーボードを叩く。

　ようやく必要な文書を作成し終えた時、沙織もちょうど仕事を終えて璃子に声をかけた。

「璃子、手伝えることある？」

　沙織の言葉に、璃子は首を横に振る。

「ううん、あとはプリントアウトして見直すだけだから」

「そっか。じゃあ、先に帰らせてもらっていい？」

「うん、お疲れ様」

「ありがとう。じゃあ、お先」

　沙織が立ち上がってハンガーラックに近づき、キャメル色のロングコートを手に取った。

「お先に失礼します」

　優太も立ち上がってブラックのコートを着込み、璃子に頭を下げる。そうしてふたり続けて退社した。

　ひとり残った璃子が見直しを終えてパソコンをシャットダウンした時には、もう八時半を回っていた。コートを着てストールを巻き、ハンドバッグを持つ。部屋の電気を消してドアを閉めると、エレベーターで一階に下りて本社ビルを出た。

（外は寒いけど、達樹にもらったストールのおかげで暖かいな）

　璃子は顎をストールにうずめながら家路を急いだ。明るい通りをひとりで歩いているうちに、今朝沙織に言われた言葉が蘇ってくる。

『言葉だけで指輪のないプロポーズなんて、ただの口約束じゃない』

　九月の璃子の誕生日、達樹からはダイヤモンドのピアスをもらった。その時はまだプロポーズされる前だったし、璃子自身、達樹がくれるものならなんでも嬉しかった。昨日のストールだって、ちょうど欲しいと思っていた時にプレゼントされたから、彼と気持ちが通じ合っているんだ、と内心ニヤけさえした。

（達樹に限って、あのプロポーズがただの口約束ってことはないと思うけど……）

　それでも漠然とした不安が消えないまま、璃子は達樹の待つ部屋へと帰宅した。

「ただいまぁ」

　沈んだ気持ちのままドアを開けると、肉の焼ける芳ばしい香りがしてきて、璃子のお腹がぐぅと音を立てた。廊下の先のリビングダイニングに通じるドアから、達樹が顔を覗かせる。

「おかえり。璃子のために腕を振るったぞ」

「わー、なになに？」

「まずは手を洗ってこい」

「はーい」

　璃子はハンドバッグとコート、ストールを部屋に置いて、言われた通り洗面所を経由してダイニングに向かった。

「わぁ！」

　テーブルの上を見て思わず声を上げた。そこには生ハムとパルメザンチーズの温野菜サラダ、パンチェッタのトマトソーススパゲティ、仔羊ロース肉のグリルと、まるで本格的なイタリアンレストランのようなメニューが並んでいたのだ。

「すごい……。これ全部、帰ってから作ってくれたの？」

　璃子の驚きの声に、達樹が照れたように笑う。

「今日がクリスマス本番だからな」

「昨日のディナーよりもステキ。嬉しい！」

　璃子は達樹に抱きついて、キスをねだるように顔を上げた。その唇にチュッとキスを落として達樹が言う。

「赤ワインもあるぞ。冷めないうちに食べよう」

「うん」

　璃子は達樹が引いてくれた椅子に、ドキドキしながら腰を下ろした。達樹の趣味が料理だということは付き合う前から知っているし、璃子が作らないような凝った料理を振る舞ってくれたことだって何度もある。それでも、今日の料理は今まで作ってくれた中でも特に美味しそうだ。

　達樹が璃子の向かい側に座り、ワインのコルク栓を抜いて、ふたつのグラスに深い赤色の液体を注いだ。

「遅くまで頑張ったな。お疲れ様」

「ありがとう」

　璃子と達樹はそれぞれのグラスを取った。

「メリークリスマス」

　ふたりで声を揃えてグラスを掲げ、乾杯をする。口に含んだワインは、フルーティーなまろやかさがありながらも、スパイシーな味わいのミディアムボディだ。塩気のある生ハムともトマトソースともよく合い、ハーブの香りの立った仔羊ロース肉のグリルとの相性も抜群だった。

「うちでレストランができそうね」

　璃子の感嘆を含んだため息混じりの言葉に、達樹が真顔で言う。

「無理だな」

「どうして？」

「璃子のためだけに作りたいからだ」

「達樹……」

　璃子がはにかんで笑うと、達樹が「さて」と立ち上がった。

「デザートには〝マチェドニア〟を作ったんだ」

「マチェドニア？」

「カットしたフルーツをレモン汁と砂糖と白ワインに漬け込んだものだよ」

　達樹が冷蔵庫から出してくれたのは、イタリアの定番デザートのひとつ。カクテルグラスにイチゴやリンゴ、キウイ、パイナップルなどのフルーツが彩りよく盛られている。そのさっぱりとした甘みは食後にぴったりだ。

（私のためにここまでしてくれるんだもの。なにも不安に思う必要なんてないよね）

　璃子が食べるのを、優しい眼差しで見つめてくれる彼が目の前にいるのだから。




　璃子は食べ終えると、心からの感謝を込めて達樹を見た。

「ごちそうさま、美味しかった。本当にありがとう」

「璃子が喜んでくれたら、それ以上に幸せなことはないよ」

　達樹の嬉しそうな言葉を聞いて、璃子はふと気づいてしまった。

（私……達樹に同じくらいのことをしてあげてない……）

　自然に頼ったり頼られたりする関係のつもりでいたが、自分ばかりがいろいろなことをしてもらっているんじゃないか、と思って心配になった時、達樹がクリスマスツリーに視線を送った。

　リビングの窓際に置かれた高さ百二十センチのツリーは、赤や青、金色のメッキボール、トナカイやプレゼント箱などのオーナメント、カラフルなモール、雪綿で賑やかに飾りつけられている。

「一緒に飾ったツリーも、明日には片づけないといけないな」

「そうね……」

　明日の片づけに備えてか、ローテーブルの上にはツリーの収納箱が置かれている。璃子が少し寂しい気分になってツリーから達樹に視線を戻すと、彼が改まった表情でおもむろに口を開いた。

「実は大切な飾りをひとつ、まだつけてなかったんだ」

「そうなの？」

「ああ。ツリーの箱の中にあるから、璃子、つけてくれないか？」

　達樹に言われて、璃子は立ち上がった。

（大切な飾りってなんだろ。てっぺんのお星様はちゃんとついてるし、サンタクロースのオーナメントも忘れてないし……）

　首を傾げながらリビングのソファに腰を下ろし、ローテーブルの上にあるツリーの収納箱を開けた。中にはオーナメントをしまう袋がいくつか入っている。

「どんな飾り？」

「白い小さな箱に入ってる」

　達樹に言われて、璃子が中をかき分けると、見覚えのない白いベルベットの小箱が出てきた。

「飾りつけの時、どうして気づかなかったんだろ」

　ブツブツ言いながら小箱を取り上げる。

（ジュエリーケースみたい）

　そんなことを思いながらフタに手をかけた璃子は、開けた瞬間、大きく息を呑んだ。それはまさしくジュエリーケースだった。柔らかな布の上で、大粒のダイヤモンドがＶ字ラインの美しいプラチナリングに抱いだかれ、まばゆく輝いている。

「嘘……」

　璃子がかすれた声で呟いた時には、達樹は璃子の隣に腰を下ろしていた。そして璃子の手の中からそっとジュエリーケースを取り上げ、指輪を抜き取った。ローテーブルにケースを置いて、左手で璃子の左手を取る。

「今日渡そうと決めていたんだ」

「達樹……」

　璃子は信じられない思いで達樹を見た。彼が真っ直ぐ璃子に視線を送る。その目には固い決意が宿っていて、璃子の鼓動が大きくなった。

「璃子。今も、そしてこれからも、ずっと俺だけのものでいてほしい」

　強い思いのこもった彼の言葉に、璃子は胸が震えて小さく頷くので精一杯だった。

「ありがとう」

　達樹が言って、璃子の薬指にゆっくりと指輪をはめた。ひんやりとしたその重みが、彼の気持ちの揺るぎなさを伝えてくれる。

「愛してる」

　達樹が長いまつげを伏せて端正な顔を傾けた。璃子が目を閉じた直後、唇に彼の柔らかな唇が重なる。その温かさに、いつもよりずっと胸が熱くなる。

　璃子はそっと右手を伸ばして達樹のシャツを掴んだ。達樹の手が璃子の背中に回され、彼のほうへと引き寄せられる。

「私も……愛してる」

　囁くように彼への気持ちを言葉にした。そして互いの思いを伝え合うように、何度も何度も唇を重ねる。

「璃子」

　キスの合間にこぼれる彼の声は、とろけそうに甘い。

　ようやく彼の唇が離れた時には、璃子は泣いてしまいそうなくらい胸がいっぱいだった。達樹の腕に抱かれたまま、彼の胸に頬を寄せた。思いのこもったキスを繰り返して鼓動が高まっているのが、自分でもわかる。耳元では同じように彼の心臓が早鐘を打っていて、まるで共鳴しているみたいだ。

「ありがとう……すごく嬉しい」

　璃子は左手の薬指を見てから、目の前にある達樹のネクタイに目をやり、ほうっと息を吐いた。イタリアのブランドのネクタイで、ネイビー系の落ち着いたストライプが達樹の雰囲気によく似合っていると思う。それでも、璃子がプレゼントしたのはこれだけだ。

「私、達樹にひとつしかプレゼントあげてないのに。ストールに指輪までもらっちゃって……」

　璃子の呟きを聞いて、達樹が彼女を抱く腕に力を込めた。

「それは違うな。俺は璃子にいつも沢山のものをもらっている」

「沢山？」

　璃子は顔を上げて達樹を見た。目が合った彼が優しく微笑む。

「そう。本当に沢山。璃子の『美味しい』って言葉や、『今日も一緒に頑張ろうね』って励ましてくれる笑顔、『好き』だと言ってくれる時のはにかんだ表情……。それに俺がどれだけ幸せを感じていると思う？　璃子がそばにいてくれることが、俺にとってなによりも大きなプレゼントなんだ」

「でも……私ばっかり、達樹に幸せをもらってる気がするのに」

　璃子が申し訳なさそうに言うと、達樹が微笑んだまま彼女の目を覗き込んだ。

「それでいいんだ。璃子の幸せが俺の幸せなんだから」

　その言葉に胸がじぃんとして、もう言葉を継げなくなってしまった。それでも璃子は感謝と喜びの気持ちを伝えようと、彼の背中に手を回してギュッと抱き締めた。達樹が璃子の背中を撫でながら言う。

「年末年始のあいだに式場を調べて、候補を絞ろうか」

「うん」

「璃子と出会った四月か……付き合って一年が経つ五月には、式を挙げたい」

「ん」

「新婚旅行はどこへ行きたい？」

「スウェーデン」

「即答していいのか？」

　達樹が笑みを含んだ声で聞いた。

「うん。達樹が一から関わったストックホルムのエコタウンを見てみたいなって、ずっと思ってたの」

「仕事の延長みたいにならないか？」

　達樹の問いかけに璃子は首を横に振る。

「そんなことないよ。あの絵の大聖堂も見てみたいし、有名なミートボールとか、ヤンソン氏の誘惑とかも食べてみたいし」

「それならおすすめのレストランがいくつかあるんだ」

「ホント!?」

　璃子が目を輝かせたのを見て、達樹がクスリと笑う。

「伊達に五年も赴任してないよ。これからふたりでいろいろ決めよう」

「うん」

「でも、決めるのは明日からでいいかな？」

「どうして？」

　璃子が顔を上げると、達樹が彼女の頬に右手で触れた。

「今は目の前の幸せを味わいたいから」

　達樹の手が璃子の頬をなぞって、ゆっくりと顎を持ち上げる。

「璃子がそばにいてくれて幸せだ」

　彼の温かな唇が再び璃子の唇に重なった。愛おしむような優しいキスは、すぐに熱く深くなり、言葉を紡ぐ余裕などなくなってしまった。璃子はありったけの思いを込めてキスに応えながら、心の中で彼への気持ちを呟く。

（私も達樹がそばにいてくれて幸せ。きっとずっと幸せ……）

　声に出さなくてもその気持ちが伝わっていることは、重ねられた達樹の手の力強さと温もりからわかった。
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あとがき




　はじめまして、こんにちは。この度は『フキゲン課長の溺愛事情』をご覧いただきまして、ありがとうございました！

　この作品を書いたのは、『そういえば私って同居ものを書いたことないな～』と思ったのがきっかけでした。その頃ちょうど、第五回ベリーズ文庫大賞のテーマ〝ワケあり恋愛〟が発表になり、『そうだ！　彼にも彼女にもワケありな同居を書こう！』と思い立ちました。絶対にお近づきになりたくないような上司と、やむにやまれぬ事情から同居をすることになりますが、璃子はたくさん悲しい思いをしましたので、最後にはワケあり上司の達樹に目一杯溺愛してもらいました。

　ある事情から〝不機嫌課長〟になってしまっていた達樹が、徐々に璃子に愛情を表現していく様子、ふたりがそれぞれの過去を乗り越えていく姿を、みなさまにもお楽しみいただけたなら、これ以上嬉しいことはありません。




　実は、初めてサイトに投稿した頃は、『書く』ということに自信を失っていた時期でした。どなたかに読んでいただけたら嬉しいな。そんな気持ちで初心に返って書いた作品を読んでくださる方がいて、コメントやレビューをくださる方がいて、とても励まされました。それはどの作品でもそうです。今まで『書く』ことを続けられ、今回こうして書籍化していただけることになったのは、ご覧くださった、気にかけてくださったみなさまのおかげです。読んでくださるみなさまの存在が、作品を書く一番のエネルギーです。本当にありがとうございます。




　それから、今回の書籍化にあたってご尽力いただきました全ての方々に、心から感謝申し上げます。表紙のステキなイラストを描いてくださったのは、霧夢ラテさんです。達樹の愛情が滲み出ている温かなイラストは、いつ見ても胸がキューンとします。はぁ、私もイケメン課長に肩をギューされたい……（あ、脱線）。




　最後までお付き合いくださいまして、本当にありがとうございました。またどこかでお目にかかることができますように。





ひらび久く美み
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